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令
和
五
年
十
月
十
三
日

（
金
）、弘
前
大
学
は
、青
森
県
、

弘
前
市
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
弘
前
大
学CO

I-N
EX

T
 

W
ell-being

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム2023
」
を
一
橋
講

堂
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
学
内
外
の
先
生
方
、
参
画
機

関
の
皆
様
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
運
営
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
東
京

で
の
開
催
は
二
年
ぶ
り
七
回
目

を
迎
え
、
現
地
会
場
・
オ
ン
ラ

イ
ン
を
合
わ
せ
、
国
内
外
か
ら

約
二
千
二
百
名
と
多
く
の
方
に

１面：弘前大学COI-NEXT Well-beingイノベーションフォーラム
2023　２面：医学研究科長・医学部長寄稿／教授就任にあたっての
ご挨拶　３面：教授就任にあたってのご挨拶／一般社団法人日本核
医学会学会学会誌査読者賞を受賞　４面：第12回日本性機能学会白
井賞を受賞／第42回産婦人科漢方研究会優秀演題賞を受賞／日本集
中治療医学会第７回東北支部学術集会最優秀演題賞を受賞／日本麻
酔科学会 北海道・東北支部 第13回学術集会最優秀演題賞を受賞　
５面：第148回日本医学放射線学会 北日本地方会優秀演題賞を受賞
／第71回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会東北地方部会連合学術講演
会Research forum優秀演題賞を受賞／一般演題優秀演題賞を受賞　
６面：ERS 2023 Sofifia, Bulgaria Best poster 賞を受賞／第６回櫻井
医学研究賞授賞式／特別賞を受賞して／若手奨励賞を受賞して　
７面：教育に関して優れた業績を上げた教員を受賞して／解剖体慰霊
祭　８面：秋季学位記授与式／弘前大学医学部医学科スクーリング
を開催して／中学生と医師との交流プログラム／医学研究科公開講座

「種々のアレルギー性疾患：その病態と治療」　９面：医学研究科「健
康・医療講演会」「アレルギーの最近の話題について知ろう」／文部
科学省「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」に採択されて　
10面：学生だよりハワイ大学夏季研修　11～12面：学生だより米
軍三沢病院夏季研修／写真コラム　13面：学生だより台湾マッケイ
病院夏季研修／留学だより　14面：若手教員・医師だより　15面：
研究室紹介統合機能生理学講座／小児科学講座　16面：総合文化祭

（医学展）／東日本医科学生総合体育大会夏季競技を終えて／部活動
紹介バスケサークル Air Walk ／医学部クイズ研究会　17面：若手
研究者紹介動画／テレビに出演して　18面：人事異動
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イ
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ョ
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機
構
長
・
教
授
　

機
構
長
・
教
授
　
村
　
下
　
公
　
一

村
　
下
　
公
　
一

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

弘
前CO

I-N
EX

T

拠
点
は
、

健
康
を
基
軸
と
し
た
「
経
済
発

展
モ
デ
ル
」
と
「
全
世
代
ア
プ

ロ
ー
チ
」
でW

ell-being

な
地

域
共
創
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｏ

Ｉ
で
の
活
動
成
果
を
基
盤
に
し

つ
つ
健
康
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
本
質

的
課
題
解
決
へ
向
け
て
さ
ら
に

力
強
く
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、ST

I 
for SD

Gs 

の
理
念
の
も
と
、

地
域
か
ら
世
界
の
健
康
づ
く
り

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
貢
献
を
め

ざ
す
、
新
た
な
る
健
康
未
来
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
全
体
像

を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
未
来

の
地
域
社
会
モ
デ
ル
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
産
業
創
出
戦
略
等
に
つ
い

て
第
一
線
の
産
学
官
金
民
関
係

者
が
一
大
集
結
し
、
熱
い
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
学
長　

福

田
眞
作
先
生
、
青
森
県
知
事　

宮
下
宗
一
郎
氏
（
新
産
業
創
造

課　

栗
島
課
長
代
読
）、
弘
前

市
長　

櫻
田
宏
氏
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
来
賓
と
し
て
文

部
科
学
省 

科
学
技
術
・
学
術

政
策
局　

科
学
技
術
・
学
術
総

括
官　

山
下
恭
徳
氏
、
科
学
技

術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）CO

I-
N

EX
T

共
創
分
野
・
地
域
共
創

分
野　

第
一
領
域　

プ
ロ
グ
ラ
ム

オ
フ
ィ
サ
ー　

澤
谷
由
里
子
氏
よ

り
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
私
（
村
下
）

か
ら
「w

ell-being 

な
地
域
共

創
社
会
の
実
現
」
と
題
し
て
、

こ
れ
ま
で
中
路
重
之
先
生
が
率

い
て
こ
ら
れ
た
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ

Ｉ
の
成
果
やCO

I-N
EX

T

の
ビ

ジ
ョ
ン
、
目
指
す
社
会
に
つ
い

て
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

特
別
講
演
で
は
、COI-N

EX
T

 

共
創
の
場
形
成
推
進
会
議 

顧
問

／
㈱
三
菱
総
合
研
究
所
理
事
長

／
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
長
／
東
京
大
学
第
二
十
八

代
総
長　

小
宮
山
宏
先
生
か
ら

「
健
康
産
業
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

立
ち
上
げ
よ
う　

プ
ラ
チ
ナ
社

会
を
創
る
」
と
題
し
て
、
健
康

産
業
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
次
世

代
へ
の
構
想
に
か
か
る
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
閣
府　

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
事
務
局
長　

松
尾
泰
樹
氏

よ
り
「
我
が
国
の
科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
が
も
た
ら
す
社
会
や
地
方

創
生
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構

想
な
ど
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
、
株
式
会
社
資
生

堂　

副
社
長
／
チ
ー
フ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ

フ
ィ
サ
ー
の
岡
部
義
昭
氏
か
ら

「Personal Beauty W
ellness 

Com
pany 

実
現
に
向
け
て
」

と
題
し
て
同
社
のCO

I-N
EX

T

で
の
取
組
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
特
別
企
画

「
経
済
循
環
モ
デ
ル
最
前
線

（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）」
で
は
、
東
京
大
学

大
学
院
薬
学
系
研
究
科　

五
十

嵐
客
員
准
教
授
か
ら
、
岩
木
健

診
と
弘
前
市
デ
ー
タ
の
連
携
に

よ
る
成
果
な
ど
Ｓ
Ｉ
Ｂ
モ
デ
ル

構
築
に
か
か
る
最
新
の
研
究
成

果
に
つ
い
て
、
ご
発
表
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
健
康
都
市
弘
前

Ｐ
Ｊ
最
前
線
」
で
は
弘
前
市　

出
﨑
副
市
長
か
ら
健
康
都
市
弘

前
の
実
現
に
む
け
た
市
を
挙
げ

て
の
取
組
に
つ
い
て
、ま
た「
全

世
代
Ｐ
Ｌ
最
前
線
：
若
者
が
健

康
未
来
を
変
え
る
」
で
は
、
本

学
生
協
学
生
委
員　

文
屋
慎
太

郎
さ
ん
（
農
学
生
命
科
学
部
二

年
）、
学
生
団
体
コ
コ
キ
ャ
ン

／
医
カ
フ
ェ
サ
ッ
プ
を
運
営
さ

れ
て
い
る
白
戸
蓮
さ
ん
、
佐
々

木
慎
一
朗
さ
ん
（
医
学
科
四

年
）
か
ら
学
生
の
視
点
に
よ
る

熱
心
な
取
組
、
学
生
へ
の
働
き

か
け
に
つ
い
て
ご
発
表
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ

ン
戦
略
最
前
線
」
で
は
、
京
都

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科　

内

野
特
定
助
教
、
東
京
大
学
医
科

学
研
究
所　

井
元
教
授
が
そ
れ

ぞ
れ
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
な
ど
サ

イ
バ
ー
戦
略
に
つ
い
て
詳
し
く

ご
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
包
括
的
リ
ア
ル

ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
構
築
最
前
線
」

で
は
、
九
州
大
学
大
学
院
医
学

研
究
院　

二
宮
教
授
、
京
都
府

立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科　

的
場
教
授
、
名
桜
大
学　

砂
川
学
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

で
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
岩
木

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
の
超
多
項

目
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
の
連

携
に
よ
り
得
ら
れ
た
最
新
の
成

果
を
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
経
済
循
環
モ
デ

ル
最
前
線
（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）」
で
は
、

副
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
／

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
の
瀬
川
氏
か
ら
、
本
拠

点
の
経
済
循
環
モ
デ
ル
構
築
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
次
世
代
健
診
モ

デ
ル
最
前
線
」
で
は
、
本
学
健

康
・
医
療
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
セ
ン
タ
ー
長　

玉
田
教
授

か
ら
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
の
Ｄ
Ｘ
化
や

Ｐ
Ｈ
Ｒ
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス

レ
コ
ー
ド
）
シ
ス
テ
ム
の
構
築

な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
意

思
決
定
支
援
最
前
線
」
で
は
、

京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科　

成
本
教
授
か
ら
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
で
持
続
可
能
な
意

思
決
定
支
援
の
研
究
開
発
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
社
会
実
装
戦
略

最
前
線
」
で
はCO

I-N
EX

T

社

会
実
装
副
統
括
で
あ
る
桂
木
氏

か
ら
拠
点
の
社
会
実
装
の
全
体

像
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、

ま
た
主
要
参
画
企
業
と
し
て
ミ

ル
テ
ル
、
明
治
安
田
生
命
、
味

の
素
、マ
ツ
ダ
、プ
リ
メ
デ
ィ
カ
、

シ
ス
メ
ッ
ク
ス
か
ら
本
学
に
お

け
る
研
究
と
社
会
実
装
に
つ
い

て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
㈱
宮
田
総
研
代
表
取
締
役

社
長
／
㈱
ヘ
ル
ス
ケ
ア
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
社
長

　

宮
田
氏
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー

に
、CO

I-N
EX

T

共
創
の
場
形

成
推
進
会
議
委
員
／
名
古
屋
大

学
医
学
部
附
属
病
院　

水
野
教

授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
迎
え

し
、
副
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
で
医
学
研
究
科
長
廣
田
先

生
、
中
路
先
生
、
青
森
県
や
弘

前
市
と
い
っ
た
行
政
機
関
、
資

生
堂
、
生
協
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
産
学
官
民
の
各
分

野
か
ら
お
招
き
し
た
パ
ネ
リ
ス

ト
、
計
十
六
名
の
登
壇
者
に
よ

り
弘
前CO

I-N
EX

T

：
新
た
な

る
ス
テ
ー
ジ
へ
（
新
健
康
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
）」
を
テ
ー
マ

に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言

い
た
だ
き
、
予
定
し
た
時
間
を

超
過
し
て
熱
心
に
議
論
が
展
開

し
ま
し
た
。

　

閉
会
に
際
し
、
弘
前
大
学　

副
学
長　

曽
我
先
生
、
廣
田
先

生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
き
な
拍

手
に
包
ま
れ
成
功
裡
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

今
回
のW

ell-being 

イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

CO
I-N

EX
T

の
拠
点
採
択
後
と

し
て
は
初
の
東
京
開
催
の
大
き

な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
実
施

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
学
内
の
先
生
方
、
参
画
機

関
の
皆
様
は
じ
め
ご
関
係
皆
様

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
指

導
、
ご
支
援
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
改
め
ま
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
弘
前
大
学

CO
I-N

EX
T

拠
点
は
今
後
も
関

係
者
一
同
、W

ell-being

地
域

社
会
共
創
の
実
現
に
向
け
て
、

躍
進
し
て
参
り
ま
す
。
先
生

方
、
ご
関
係
皆
様
に
は
引
き
続

き
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

宮田氏 水野先生 曽我副学長 廣田研究科長

砂川学長 瀬川副 PL 玉田先生 成本先生

福田学長 栗島課長 櫻田市長 山下総括官 澤谷 PO 村下

小宮山先生 松尾局長 岡部副社長 五十嵐先生 出﨑副市長 文屋さん

白戸さん 佐々木さん 内野先生 井元先生 二宮先生 的場先生
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T
O
K
Y
O
)

―

健
康
基
軸
の﹁
経
済
発
展
モ
デ
ル
﹂と﹁
全
世
代
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂で

                           

⾼
Q
O
L
&
G
N
H
未
来
社
会
実
現
を
め
ざ
す―

弘前⼤学ＣＯＩ- N E X T
Well-being イノベーションフォーラム２０23

対象 : ⼀般市⺠・学⽣・⼤学・企業・研究機関等︓先着500名（会場参加）・1200名（オンライン参加）予定
⼀橋講堂・⼤ホール（千代⽥区⼀ツ橋 2-1-2 学術総合センター）

“弘前 COI-NEXT: Well-being イノベーション PJ 最前線”“弘前 COI-NEXT: Well-being イノベーション PJ 最前線”
Well-being な地域共創社会モデルの実現へ

2023.10.13 FRI
13︓00-17︓15

オンライン同時開催
参 加 無 料

※ネットワーキングパーティは有料です

ネットワーキングパーティー
〔1 7︓3 0 -1 9︓0 0 〕

フォーラム会場での受付開始時間は 12:00 からとなります

弘前 COI-NEXT 拠点は、新たに健康を基軸とした「経済発展モデル」と「全世代アプローチ」で Well-being な地域
共創社会の実現をめざす。これまでの COI での活動成果を基盤にしつつ健康 (QOL) の本質的課題解決へ向けてさらに
⼒強く挑戦する。STI for SDGs の理念のもと、地域から世界の健康づくり (SDGs) への貢献をめざす、新たなる健康
未来イノベーション戦略の全体像を披露するとともに、未来の地域社会モデル、ヘルスケア産業創出戦略等について第
⼀線の産学官⾦⺠関係者が⼀⼤集結し、熱く議論する。

弘前 COI-NEXT 拠点は、新たに健康を基軸とした「経済発展モデル」と「全世代アプローチ」で Well-being な地域
共創社会の実現をめざす。これまでの COI での活動成果を基盤にしつつ健康 (QOL) の本質的課題解決へ向けてさらに
⼒強く挑戦する。STI for SDGs の理念のもと、地域から世界の健康づくり (SDGs) への貢献をめざす、新たなる健康
未来イノベーション戦略の全体像を披露するとともに、未来の地域社会モデル、ヘルスケア産業創出戦略等について第
⼀線の産学官⾦⺠関係者が⼀⼤集結し、熱く議論する。

PROGRAM  ※プログラム・登壇者は変更になる可能性があります。

主催︓弘前⼤学・⻘森県・弘前市
後援︓⽂部科学省・( 国研 ) 科学技術振興機構 (JST)

  

開 会 挨 拶 弘前⼤学⻑・ 福⽥眞作、⻘森県知事・宮下宗⼀郎、弘前市⻑・櫻⽥宏（15）
来 賓 挨 拶      ⽂部科学省 科学技術・学術政策局 科学技術・学術総括官・⼭下恭徳⽒（5）
                    COI-NEXT  共創分野・地域共創分野 第1領域 プログラムオフィサー・澤⾕由⾥⼦（5）
基 調 講 演 弘前⼤学 COI-NEXT 拠点⻑（PL）/ 弘前⼤学 学⻑特別補佐 / 健康未来イノベーション研究機構⻑・
       教授・村下 公⼀ 「well-being な地域共創社会の実現」（15）
特別講演 1  COI-NEXT 共創の場形成推進会議 顧問（（株）三菱総合研究所理事⻑ / プラチナ構想ネットワーク会⻑ /
                        東京⼤学第 28 代総⻑）・⼩宮⼭宏⽒「健康産業イニシアティブを⽴ち上げよう  プラチナ社会を創る」（15）
特別講演 2  内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局⻑・松尾泰樹⽒「我が国の科学技術・イノベーション政策について」（15）
特別講演 3  株式会社資⽣堂 副社⻑ チーフイノベーションオフィサー チーフブランドイノベーション
       オフィサー・岡部義昭⽒「Personal Beauty Wellness Company に向けて」（10）
       （ブレイクタイム︓15）
特別企画 1  健康都市弘前 PJ 最前線︓健康でまちの賑わいを 弘前市副市⻑ / 弘前⼤学 COI-NEXT PL 補佐・出﨑和夫（7）
特別企画 2 全世代 PJ 最前線︓若者が健康未来を変える（⽣協学⽣委員会＋医カフェ）（14）
特別企画 3 デジタルツイン戦略最前線︓
          京都⼤学⼤学院医学研究科 特定助教 /京都⼤学サテライト拠点⻑代理 ( サイバー戦略 TL 代理 ) ・内野詠⼀郎⽒
                  東京⼤学 医科学研究所 教授 / 東京⼤学サテライト拠点⻑（サイバー戦略 TSL）・井元清哉⽒（22）
特別企画 4 包括的 RWD 構築（データ連携）最前線︓九州⼤学⼤学院医学研究院 教授・⼆宮利治⽒

     京都府⽴医科⼤学 副学⻑・⼤学院医学研究科 教授 / 京都府⽴医科⼤学サテライト拠点⻑・的場聖明⽒
     名桜⼤学 学⻑・砂川昌範⽒ (21)

特別企画 5  経済循環モデル最前線（SIB）︓東京⼤学⼤学院薬学系研究科 客員准教授・五⼗嵐中⽒
           DeSC ヘルスケア株式会社 代表取締役社⻑ / 弘前⼤学 COI-NEXT 副拠点⻑・社会実装統括 (IL)  ・瀬川 翔（15）
特別企画 6  次世代健診モデル最前線（DX）弘前⼤学 COI-NEXT 外部リソース獲得 L/
       弘前⼤学⼤学院医学研究科附属健康・医療データサイエンス研究センター⻑・教授・⽟⽥ 嘉紀（7）
特別企画 7  ユニバーサル意思決定⽀援最前線︓京都府⽴医科⼤学⼤学院医学研究科 教授・成本迅⽒（6）
特別企画 8  社会実装戦略最前線︓参画企業（30）
パネルＤＣ  「弘前 COI-NEXT︓新たなるステージへ（新健康イノベーション戦略））」
       ＭD︓株式会社宮⽥総研 代表取締役社⻑ / 株式会社ヘルスケアイノベーション 代表取締役社⻑・宮⽥満⽒

        AD : COI-NEXT 共創の場形成推進会議 委員/名古屋⼤学医学部附属病院 先端医療開発部 部⻑
                          先端医療・臨床研究⽀援センター⻑・⽔野正明⽒
       ＰＲ︓村下 PL、瀬川 SPL、廣⽥ SPL、中路顧問、産学官⾦⺠代表など（30）
閉 会 挨 拶  弘前⼤学 理事（研究担当）・副学⻑・曽我亨（3）
       弘前⼤学 COI-NEXT 副拠点⻑・研究統括（RL） / 弘前⼤学⼤学院医学研究科⻑・教授 廣⽥ 和美（3）
交 流 会  ネットワーキングパーティー（交流会）（90）
併 催 企 画  QOL 健診体験（デモ）＋ポスター展⽰＋だし活レシピ紹介等

※申込⽅法は裏⾯へ※申込⽅法は裏⾯へ

パネルディスカッションの様子

会場の様子
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附
属
病
院
の
新
病
棟
建
築
に

際
し
、
現
在
の
臨
床
研
究
棟
を

取
り
壊
し
て
建
て
る
必
要
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
臨
床
研
究
棟

は
、
旧
第
一
病
棟
を
改
装
し

て
、
総
合
研
究
棟
（
臨
床
系
）

と
し
て
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ

た
（
図
）。
し
か
し
な
が
ら
、

現
在
の
臨
床
研
究
棟
の
面
積
よ

り
旧
第
一
病
棟
の
面
積
は
約
二

十
％
少
な
い
た
め
、
現
在
よ
り

手
狭
に
な
る
。
一
方
、
現
在
各

講
座
の
占
有
面
積
は
、
講
座
の

構
成
員
数
な
ど
か
ら
見
る
と
必

ず
し
も
適
正
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
た
め
、
移
転
に
際
し
、
各

講
座
の
占
有
面
積
を
現
在
の
各

講
座
の
構
成
員
数
を
も
と
に
再

計
算
し
て
算
出
し
た
。
ま
た
、

実
験
室
は
現
在
各
講
座
に
隣
接

し
て
あ
る
が
、
臨
床
系
の
講
座

で
の
実
験
は
、
主
に
大
学
院
生

が
行
っ
て
い
る
た
め
、
物
品
の

管
理
が
不
適
切
な
こ
と
が
あ

り
、
毎
年
の
監
査
で
同
じ
点
を

指
摘
さ
れ
る
講
座
が
複
数
あ

る
。
こ
れ
は
実
験
室
を
実
質
的

に
管
理
し
て
い
る
者
が
大
学
院

生
で
あ
り
、
実
験
を
行
う
大
学

院
生
は
学
位
の
実
験
が
終
了
す

る
と
実
験
室
に
来
な
く
な
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
実
質
的
な
管

理
者
も
毎
年
変
わ
る
こ
と
で
、

監
査
で
の
指
摘
事
項
が
き
ち
ん

と
申
し
送
り
さ
れ
て
い
な
い
可

能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
不

総
合
研
究
棟
（
臨
床
研
究
棟
）
の

旧
第
一
病
棟
へ
の
移
転
と
史
跡
問
題

医
学
研
究
科
長
　
廣
　
田
　
和
　
美

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

適
切
な
管
理
は
い
ず
れ
事
故
へ

繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
よ
っ

て
、
総
合
研
究
棟
で
は
、
実
験

室
を
地
下
一
階
と
地
上
一
階
部

分
に
集
約
し
、
管
理
人
を
置
く

こ
と
で
、
不
適
切
な
管
理
が
放

置
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
予
定

で
あ
る
。
勿
論
、
何
か
あ
っ
た

際
に
は
管
理
人
の
責
任
で
は
な

く
、
各
講
座
の
責
任
に
な
る
の

で
、
引
き
続
き
適
正
な
実
験
室

運
営
を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
実
験
室
が
今
よ
り
は
狭
く

な
る
の
で
、
基
礎
棟
の
基
礎
講

座
の
ス
ペ
ー
ス
を
整
理
し
て
、

臨
床
系
講
座
用
の
実
験
ス
ペ
ー

ス
を
生
み
出
す
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
さ
ら
に
は
、
現
在
、
光

熱
費
が
高
騰
し
て
お
り
、
医
学

研
究
科
の
現
状
の
予
算
だ
け
で

は
、
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
維
持

管
理
経
費
（
ス
ペ
ー
ス
チ
ャ
ー

ジ
）
を
導
入
し
、
講
座
の
面
積

に
応
じ
た
部
屋
の
使
用
料
を
各

講
座
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
と
し

た
。
占
有
面
積
が
広
い
講
座
ほ

ど
使
用
料
が
高
く
な
る
た
め
、

広
い
面
積
を
保
有
す
る
基
礎
講

座
で
は
支
払
え
な
い
講
座
も
出

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ

の
場
合
に
実
験
室
を
、
普
段
共

同
研
究
を
し
て
い
る
臨
床
系
講

座
と
共
用
す
る
こ
と
で
臨
床
講

座
と
使
用
割
合
に
応
じ
て
支
払

い
を
分
割
す
る
か
、部
屋
に
よ
っ

て
は
全
て
供
出
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
基
礎
講
座
の
研
究

に
影
響
が
あ
ま
り
出
ず
に
、
ま

た
臨
床
講
座
の
実
験
室
も
確
保

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、

本
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
史
跡
指

定
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
、
か

な
り
の
面
積
を
占
め
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
弘
前
市
で
は
、
弘

前
城
、
長
勝
寺
構
、
新
寺
構
の

三
地
点
が
、
昭
和
二
十
七
年
三

月
二
十
九
日
に
、
国
の
指
定
史

跡
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
本
町

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
新
寺
構
の

溜
池
跡
地
と
し
て
、
南
塘
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
中
心
に
、
脳
神
経
血

管
病
態
研
究
施
設
、講
義
室（
基

礎
大
講
義
室
、
基
礎
第
一
・
第

二
講
義
室
）、
弘
前
大
学
保
育

園
、
新
講
義
棟
、
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー

一
号
棟
、
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
二
号
棟

「
交
流
館
」（
大
学
生

協
店
舗
を
含
む
）、

旧
第
一
病
棟
の
大

半
が
入
る
部
分
が

史
跡
指
定
と
な
っ

て
い
る
（
図
）。
そ

し
て
史
跡
指
定
さ

れ
て
い
る
部
分
で

は
、
杭
を
打
つ
こ
と

も
舗
装
す
る
こ
と

も
許
さ
れ
な
い
た

め
、
一
度
建
物
を
壊

す
と
二
度
と
建
て

る
こ
と
が
で
き
な

い
。
実
際
に
は
、
昭

和
二
十
七
年
以
降

に
多
く
の
建
物
が

建
造
さ
れ
て
い
る

が
、
弘
前
市
教
育
委

員
会
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
本
来
は
認

め
ら
れ
ず
、
そ
れ

故
、
立
て
直
し
は
認

め
ら
れ
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
遺
跡
で
あ
れ

ば
、
一
度
調
査
を
し

て
埋
め
戻
す
こ
と

で
そ
こ
に
建
物
を
建
て
る
こ
と

が
可
能
だ
そ
う
で
あ
る
が
、
史

跡
の
場
合
に
は
指
定
が
外
れ
な

い
限
り
、
現
状
保
存
の
た
め
、

新
た
な
建
物
は
建
て
ら
れ
な
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
総
合
研
究
棟
と
な
る
旧
第

一
病
棟
は
内
部
の
改
装
は
可
能

で
あ
る
が
、
増
築
な
ど
は
で
き

な
い
。
ま
た
、
基
礎
棟
と
総
合

研
究
棟
を
渡
り
廊
下
で
つ
な
ぐ

こ
と
も
で
き
な
い
。
平
成
三
十

一
年
三
月
二
十
六
日
に
竣
工
し

た
講
義
棟
は
新
病
棟
建
築
の
た

め
に
、
臨
床
講
義
室
を
取
り
壊

す
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
一
時
的
に
建
て
て
使
用
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
だ
け
で

あ
り
、
新
し
く
臨
床
講
義
室
が

で
き
れ
ば
、
壊
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
在
あ
る
基
礎
棟
に

隣
接
す
る
講
義
室
、
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
一
号
棟
・
二
号
棟
、

弘
前
大
学
保
育
園
は
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
近
い
将
来
立
て

直
し
が
必
要
に
な
る
。
し
か

し
、
建
て
替
え
る
場
所
が
本
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
な
い
。
今
で

も
、
慢
性
的
に
駐
車
場
が
不
足

し
て
お
り
、
南
塘
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
野
球
場
と
し
て
の
使
用
を
九

月
で
止
め
て
、
駐
車
場
化
し
よ

う
と
し
た
が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

で
舗
装
す
る
こ
と
は
文
化
庁
で

認
め
て
は
く
れ
ず
、
鉄
板
を
敷

い
て
の
使
用
と
な
る
可
能
性
が

高
い
。
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
一

号
棟
で
は
、
臨
床
実
習
前
の
公

的
試
験
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
行
わ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
は
今
後
国
家

保健学科

(093)

400

総合　

医学科

(013)学生支援センター1号棟

Ｐ(65台)

医学部

(037)

立体駐車場

民　家

校 舎

(061)工作室

(003)

(085)

Ｐ(50台)

(014
)学生支援センター2号棟

(065)第一病棟

(071)中央診療棟

(002)校 舎

診療棟

本町地区共同利用施設

(069)ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ

20

Ｐ(223台)

Ｐ(30台)

(041)渡り廊下

UP

旧外来

(067)第二病棟

(076)地下駐車場　Ｐ(123台)

Ｐ(68台)

DW

(032)

臨
床
研
究
棟

研究棟

(038)車庫

ｾﾝﾀｰ

臨
床
研
究
棟

(009)保管庫

(019)

(073)外来診療棟

(044
)体育館

野　球　場

倉庫

Ｐ(87台)

Ｐ(20台)

(072)

(051)福利ﾎﾟﾝﾌﾟ室(004)校 舎

動物実験施設

(070)

(001)脳神経血管病態研究施設

Ｐ(12台)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

(063)

図書分館

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

(034)看護師宿舎

50m

(007)校 舎

(006)

Ｐ(65台)

(008)

(005)校 舎

Ｐ(10台)

0

Ｐ(20台)

(055)

10

(064)

Ｐ(20台)

未壊

Ｐ(25台)

30

講義室

(075)渡り廊下

救急センター

40

(074)高度救命

Ｐ(2台)

(077)貯留室

(088)

講義棟

(089)入院棟東
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(090)渡り廊下

(092)
西別棟

多目的棟

(091)トリアージ棟

(080)校舎

(081)
校舎

(082)校舎

校舎
(083)

(084)
校舎

(086)
総合　
研究棟

(079)

女性医師
支援施設

Ｐ(15台)

2000 SR1  676

1978 R3

517

1967 R4 2,435

1984 R1 49

1970 S1 57

1996 R-1

1968 R2-1

1968 R1 37

1970 B1 15

R1 177

1995 R2 894

1980 B1 7

1986 S3

1973

1975
 R3 

1,62
7

4,461

1971 S1 139 1971 R3 1,527

1977 R3

1968 R6

1989 SR9-2 12,110

1967 R2-1 1,269

2011 R-1 3,829㎡

R5-2

1967 R4 2,350

1984 R1 64

1974 S1   84

1999 SR6-2 17,310

2,900

1,044

1982 R5-1 4,821

1991 S2 533

1981 R5

1977 R4 2,355

1974 S2 118

1974 R2 35

1974 R6-1 3,319

1999 R1-1

1967 R6 4,739

1974 R2-1 1,035

2006 S1  80

1982 B1 8

5,895

2007 SR5-2 16,793

1992 SR9-1 14,034

1983 R3 33

78

1979
 RS2

 1,4
57

2004 S1  9

1977 S1  49

1971 R5-2

126

1995 R2-2 2,856

2,146

2,163

2003
1984 R1

1965 R3 1,458

SR6-1

2005 SR1  156

1,285

1968 R3 1,379

1988 R1 24

2004 R1     33

1993 R1 33

5,185

2010 R2-1 2,411

1984

819

2010 S1 62

2010 S3 93

1999　S1 198

2007 S5-1     213

2019 S1
418

2023 SR9-2

 18,420

2023 S5-1 162

1982 S2
426

2021 S2

2020 S1 63
　（仮設）

2015 S2-1
250

2014
SR7-1
4,073

民　家

市　　道

U

市

道

寺沢川

正門

市　　道

Uｽﾛｰﾌﾟ

民　家

市　　道

市

道

U

市
道

民　家

民　家

健康未来ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
(087)

ｾﾝﾀｰ
2018 S2 854

1
1
,
2
0
0

6,000

8,000

6,5
00

11,500

史
跡

史
跡

配　置　図
長期計画上将来
とも利用する建物

(　 　)

(　 　)

建物出入口

未完成建物未完

（舗　装）

(　 　)の計画道路

長期計画上

(　 　)

(　 　)の計画建物

・

よう壁

樹　木

長期計画上

長期計画上不適格，
未とりこわし建物

上記以外の建物

（主要出入口）

〃 （上記以外）

敷地出入口

池･泉･川

芝　生

境　界

長期計画上

市街化区域

第一種住居地域

準防火地域

敷地の建築的諸条件

その他地区等

用途地域等

防火地域

10ｍ＞Ｈ　5.0Ｈ(4.0H)日影規制

池

10ｍ≦Ｈ　3.0Ｈ(2.5H)

騒音・振動規制地域
道路,鉄道等交通施設(都計法)

時間

〃

〃

計画建物

現有建物

（その他）

Ｐ

凡　　例

囲　障

史跡名勝，悪臭規制地域

市街化区域

駐車場

現有道路

〃

計画道路

近隣商業地域・商業地域

本町団地配置図S:1/1,500

主風向

Ｎ ＴＶ局

夏冬

案　内　図

城南

和
徳
町

土渕川

奥
羽
本
線

弘南鉄道

至 秋田
金属町

弘前大学本町団地

土渕川

学園町

至 弘南黒石

土手町

ＪＲ弘前駅Ｎ

本町

至 大鰐

至 青森

亀甲町

大町

岩木川

寺沢川
桔
梗
野

弘前公園

弘
南
鉄
道

試
験
（
実
技
）
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
る
卒
業
時
の

Post cc O
SCE

も
こ
の
建
物

で
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
場
所
を
失
う
こ
と
は
国
家
試

験
を
施
行
で
き
な
い
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
講
義
室
が
な
く
な

れ
ば
、
授
業
の
開
講
に
甚
大
な

影
響
が
出
る
。
さ
ら
に
、
弘
前

大
学
保
育
園
が
な
く
な
れ
ば
、

共
働
き
医
師
の
子
供
の
預
け
先

が
な
く
な
り
、
男
女
共
同
参
画

推
進
に
も
甚
大
な
影
響
が
出

る
。
学
生
教
育
、
診
療
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
高

い
こ
の
史
跡
問
題
は
、
今
ま
で

た
だ
先
送
り
さ
れ
て
き
た
わ
け

で
あ
る
が
、
十
～
二
十
年
後
に

は
建
物
の
老
朽
化
と
い
う
タ
イ

ム
リ
ミ
ッ
ト
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
そ
ろ
そ
ろ
決
着
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
度
将
来
構

想
Ｗ
Ｇ
を
立
ち
上
げ
、
本
町

キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
も
含
め
て

話
し
合
う
こ
と
に
し
た
。
勿

論
、
誰
も
移
転
は
望
ん
で
は
い

な
い
が
、
利
用
で
き
る
土
地
が

な
け
れ
ば
、
物
理
的
に
移
転
以

外
の
選
択
肢
が
な
く
な
る
わ
け

で
あ
る
。
今
後
は
、
附
属
病
院

の
再
開
発
計
画
、
駐
車
場
不
足

に
加
え
、
医
学
部
の
将
来
構
想

に
つ
い
て
も
直
接
弘
前
市
に
説

明
す
る
機
会
を
作
り
、
史
跡
問

題
に
つ
い
て
協
議
す
る
予
定
で

あ
り
、
文
化
庁
に
御
理
解
頂
く

た
め
に
説
明
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。
進
展
が
あ

り
次
第
、
皆
様
に
順
次
報
告
し

て
行
く
予
定
で
あ
る
。

　

令
和
五
年
十
月
一
日
付
で
内

分
泌
代
謝
内
科
学
講
座
教
授
と

し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
教
職

員
、
学
生
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
私
は
兵
庫
県
出

身
で
、
平
成
五
年
に
滋
賀
医
科

大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
初
期

研
修
・
大
学
院
・
臨
床
研
修
（
大

阪
）
を
修
了
し
た
の
ち
、
カ
ナ

ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

に
四
年
半
留
学
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
旭
川
医
科
大
学

に
十
一
年
間
、
さ
ら
に
母
校
の

滋
賀
医
科
大
学
に
五
年
間
在
籍

し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び

伝
統
の
あ
る
弘
前
大
学
で
仕
事

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
有
り

難
く
非
常
に
誇
り
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

研
究
の
専
門
分
野
は
糖
尿
病

学
で
、
そ
の
中
で
も
消
化
管
ホ

ル
モ
ン
や
糖
尿
病
に
お
け
る
消

化
管
の
役
割
を
長
年
研
究
し
て

参
り
ま
し
た
。
私
が
「
消
化
管

と
糖
尿
病
の
研
究
」
を
始
め
た

約
三
十
年
前
は
、
ほ
と
ん
ど
こ

の
分
野
に
興
味
を
も
っ
て
研
究

を
し
て
い
る
日
本
人
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
留
学
中
に
基
礎
研

究
し
て
い
た
Ｇ
Ｉ
Ｐ（Glucose-

dependent Insulinotropic 
Polypeptide

）
は
、
私
の
在
籍

し
た
教
室
で
イ
ン
ク
レ
ン
チ
ン

（
消
化
管
か
ら
分
泌
さ
れ
る
血

糖
依
存
性
に
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌

を
促
進
す
る
ホ
ル
モ
ン
）
と
し

て
初
め
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
ま
で
Ｇ
Ｉ
Ｐ
は
肥
満
を
助

長
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
、
臨
床
的
に
治
療
薬
と
し

て
注
目
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
新
し
い
糖
尿
病

薬
でGIP/GLP-1

ア
ゴ
ニ
ス
ト

で
あ
るT

irzepatide

は
む
し

ろ
体
重
減
少
を
も
た
ら
す
こ
と

か
ら
、
世
界
中
で
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
。
臨
床
で
は
糖
尿
病

患
者
さ
ん
が
糖
尿
病
の
な
い
人

と
変
わ
ら
な
い
人
生
が
お
く
れ

る
よ
う
に
、
予
防
、
治
療
、
合

併
症
予
防
・
管
理
を
精
力
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
滋

賀
医
科
大
学
で
は
病
棟
医
長
、

糖
尿
病
内
分
泌
内
科
科
長
と
し

て
内
分
泌
診
療
に
も
深
く
関

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

人
間
萬
事
塞
翁
が
馬
と
い
い

ま
す
。
目
先
の
こ
と
だ
け
で
な

く
新
し
い
観
点
か
ら
目
標
を
た

て
、
地
道
に
や
っ
て
い
く
こ
と

で
、
回
り
道
し
て
も
最
後
に
実

現
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
弘
前
で
素
晴
ら
し

い
仲
間
と
の
出
会
い
、
新
し
い

発
見
を
求
め
、
今
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
て
未
来
へ
の
挑
戦
が

で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
是

非
、
弘
前
大
学
の
学
生
の
皆
様

や
若
い
先
生
に
わ
れ
わ
れ
の

「
新
し
い
チ
ー
ム
」
に
加
わ
っ

て
頂
き
、
内
分
泌
代
謝
学
の
基

礎
・
臨
床
研
究
の
発
展
に
貢
献

し
、
世
界
に
そ
の
成
果
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
病
め
る
人
と
寄

り
添
い
な
が
ら
青
森
県
の
健
康

長
寿
増
進
へ
一
緒
に
貢
献
で
き

る
教
室
を
運
営
し
た
い
と
切
望

し
て
い
ま
す
。

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座
　
教
授
　
藤
　
田
　
征
　
弘

弘
前
か
ら
新
た
な
挑
戦
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令
和
五
年
十
月
一
日
付
で
皮

膚
科
学
講
座
の
教
授
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
赤
坂
英
二
郎
と
申

し
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

ま
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆

様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
当
教
室
は
こ
れ
ま
で
初

代
・
杉
山
萬
喜
蔵
教
授
、
第
二

代
・
帷
子
康
夫
教
授
、
第
三
代
・

橋
本
功
教
授
、
第
四
代
・
花
田

勝
美
教
授
、
第
五
代
・
澤
村
大

　

こ
の
度
、
令
和
五
年
十
月
一

日
付
で
弘
前
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
泌
尿
器
科
学
講
座
の
主

任
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
自
己
紹
介
を
兼
ね
て

就
任
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
秋
田
県
八
郎
潟
町
の

輔
教
授
と
受
け
継
が
れ
、
私
で

六
代
目
と
な
り
ま
す
。
先
輩
方

が
築
か
れ
て
い
た
素
晴
ら
し
い

伝
統
と
歴
史
を
汚
さ
ぬ
よ
う
、

精
一
杯
努
力
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
岩
手
県
盛
岡
市
出
身

で
、
盛
岡
第
一
高
等
学
校
を
卒

業
後
、
弘
前
大
学
医
学
部
に
入

学
し
平
成
十
五
年
に
卒
業
い
た

し
ま
し
た
。
医
学
部
在
籍
中
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属

し
て
お
り
ま
し
た
。
卒
業
後
は

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
お

よ
び
青
森
県
立
中
央
病
院
で
初

期
研
修
を
行
っ
た
の
ち
、
花
田

勝
美
先
生
が
主
宰
さ
れ
て
い
た

出
身
で
秋
田
高
校
か
ら
秋
田
大

学
医
学
部
へ
進
学
し
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
軟
式
テ
ニ
ス
部
、

高
校
は
ラ
グ
ビ
ー
部
（
フ
ラ
ン

カ
ー
）、
大
学
時
代
は
硬
式
テ

ニ
ス
部
と
軽
音
サ
ー
ク
ル
に
所

属
し
て
お
り
ま
し
た
。
中
学
時

代
は
厳
し
い
練
習
の
お
か
げ
で

秋
田
県
の
全
県
大
会
で
優
勝
し

た
経
験
も
あ
り
ま
す
が
、
大
学

時
代
は
テ
ニ
ス
よ
り
も
音
楽
活

動
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
ま
し

た
。
大
学
時
代
は
、
柄
に
も
な

く
曲
や
詩
、
エ
ッ
セ
イ
を
書
い

て
い
た
経
験
が
、
実
は
論
文
作

成
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
っ
た

と
今
に
な
っ
て
思
い
返
し
て
お

り
ま
す
。
秋
田
大
学
医
学
部
を

皮
膚
科
学
教
室
で
お
世
話
に
な

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
澤
村
大
輔
先
生
の
も
と
で

学
位
を
取
得
し
、
主
に
弘
前
大

学
医
学
部
附
属
病
院
で
皮
膚
科

医
と
し
て
勤
務
し
て
参
り
ま
し

た
。
平
成
三
十
年
か
ら
令
和
二

年
に
か
け
て
は
ド
イ
ツ
の
フ
ラ

イ
ブ
ル
ク
大
学
皮
膚
科
に
研
究

留
学
し
、
妻
と
子
供
二
人
と
二

年
間
の
ド
イ
ツ
生
活
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

私
が
皮
膚
科
医
を
志
し
た
の

は
、
医
学
生
時
代
に
研
究
室
研

修
で
皮
膚
科
を
ま
わ
っ
た
際

に
、
遺
伝
性
皮
膚
疾
患
に
興
味

を
持
っ
た
か
ら
で
す
。
約
三
十

億
あ
る
塩
基
対
の
た
っ
た
一
つ

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
）

に
卒
業
し
、
秋
田
大
学
泌
尿
器

科
に
入
局
し
て
秋
田
県
で
泌
尿

器
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
前
任
の
大
山 

力 

名
誉
教
授
（
当
時
秋
田
大
学
泌

尿
器
科
の
講
師
）
に
大
学
院
の

指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
契
機
に
、
二
〇
〇
五
年
に
弘

前
大
学
泌
尿
器
科
学
講
座
で
働

く
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

弘
前
大
学
附
属
病
院
で
は
腎
移

植
や
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
立

ち
上
げ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
多
施
設
共
同
研
究
を

多
く
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
か

ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
、
米
国

皮
膚
科
学
講
座
　
教
授
　
赤
　
坂
　
英
二
郎

教
授
就
任
に
際
し
て
の
ご
挨
拶

泌
尿
器
科
学
講
座
　
教
授
　
畠
　
山
　
真
　
吾

教
授
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

の
バ
リ
ア
ン
ト
に
よ
り
、
非
常

に
重
篤
な
皮
膚
疾
患
が
生
じ
る

こ
と
に
驚
き
を
お
ぼ
え
、
遺
伝

性
皮
膚
疾
患
の
勉
強
を
し
た
い

と
皮
膚
科
学
教
室
の
門
を
た
た

い
た
の
が
二
十
年
前
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
は
故
・
中
野
創
准

教
授
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
、
遺
伝
性
皮
膚
疾
患
や
自
己

免
疫
性
水
疱
症
を
専
門
領
域
と

し
て
診
療
・
研
究
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
橋

本
功
先
生
の
ご
専
門
で
あ
っ
た

栄
養
障
害
型
表
皮
水
疱
症
、
花

田
勝
美
先
生
の
ご
専
門
で
あ
っ

た
光
医
学
疾
患
で
あ
る
ポ
ル

フ
ィ
リ
ン
症
、
澤
村
大
輔
先
生

の
ご
専
門
で
あ
っ
た
自
己
免
疫

性
水
疱
症
と
い
っ
た
、
当
教
室

で
長
年
に
わ
た
り
注
力
し
て
き

た
疾
患
に
つ
い
て
の
仕
事
を
継

続
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ

り
、
ひ
と
え
に
諸
先
輩
先
生
方

の
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
る
と
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

La Jolla

の
バ
ー
ナ
ム
研
究
所

に
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
基

礎
研
究
に
ど
っ
ぷ
り
漬
か
っ
た

濃
厚
な
二
年
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
バ
ー
ナ
ム
研

究
所
は
全
米
オ
ー
プ
ン
が
行
わ

れ
るT

orrey pines

ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
の
目
の
前
に
あ
り
、
二
〇
〇

八
年
に
タ
イ
ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ
が

全
米
オ
ー
プ
ン
で
プ
レ
ー
オ
フ

の
末
に
優
勝
し
た
時
、
同
じ
場

所
に
い
た
の
で
す
が
、
私
は
マ

ウ
ス
実
験
で
余
裕
が
な
く
全
然

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

を
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
幸

い
に
し
て
、
留
学
中
に
開
発
し

た
癌
特
異
的
ペ
プ
チ
ド
は
、
中

性
子
捕
捉
療
法
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
更
な
る
発
展
を
遂

げ
、
現
在
臨
床
応
用
に
向
け
て

進
ん
で
お
り
ま
す
。
研
究
成
果

が
臨
床
に
還
元
で
き
、
多
く
の

患
者
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
、
開
発
を
続
け
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
青
森
県
、
秋
田
県
北

の
皮
膚
科
医
療
の
現
状
に
目
を

向
け
ま
す
と
、
皮
膚
科
常
勤
医

や
皮
膚
科
開
業
医
の
不
足
、
皮

膚
悪
性
腫
瘍
の
治
療
拠
点
病
院

の
不
足
な
ど
、
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
多
く
の
問
題
が
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
が
安
心
し
て
治
療
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
皮

膚
科
医
療
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
教
室
員
一
丸
と
な
っ
て
が

ん
ば
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身

も
弘
前
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
研
究
・
診
療
・
教
育
に

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

様
々
な
形
で
各
講
座
の
皆
様
に

ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
指

導
・
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

泌
尿
器
科
は
外
科
を
軸
と
し

た
腎
・
尿
路
・
男
性
生
殖
器
を

扱
う
診
療
科
で
す
が
、
慢
性
腎

不
全
や
腎
移
植
を
含
む
腎
代
替

療
法
も
扱
う
た
め
、
総
合
診
療

科
的
な
要
素
も
多
く
含
ん
で
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
講
座
担
当

者
と
し
て
、「
高
い
専
門
性
」

な
ら
び
に
「
広
い
守
備
範
囲
」

を
併
せ
も
っ
た
泌
尿
器
科
医
を

数
多
く
育
て
、
青
森
県
と
近
隣

の
地
域
医
療
な
ら
び
に
日
本
の

医
療
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
し
つ

づ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
教
育
・
診
療
・
研
究
の
三

本
柱
と
安
全
な
医
療
を
軸
に
、

文
武
両
道
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
引
き
つ
づ
き
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

余
ハ
如
何
ニ
シ
テAnnals of Nuclear M

edicine

査
讀
者
賞
ヲ
受
賞
シ
乎

学
会
誌
査
読
者
賞
を
受
賞

放
射
線
診
断
科
　
講
師
　
三
　
浦
　
弘
　
行

一
般
社
団
法
人
日
本
核
医
学
会
学
会

一
般
社
団
法
人
日
本
核
医
学
会
学
会

　

日
本
核
医
学
会
の
英
文
誌

A
nnals of N

uclear M
edicine 

（
Ａ
Ｎ
Ｍ
）の
査
読
を
多
く
行
っ

た
こ
と
に
対
す
る“Certificate 

of A
ppreciation”

、
通
称
「
査

読
者
賞
」
を
頂
き
ま
し
た
。
な

ぜ
そ
ん
な
に
査
読
し
た
か
、
実

は
私
自
身
Ａ
Ｎ
Ｍ
の
編
集
委
員

の
一
人
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

二
〇
一
九
年
、
私
に
編
集
委

員
就
任
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
務
ま
る
の
か
悩
み
ま
し
た

が
、
高
名
な
先
生
の
ご
推
薦
も

あ
り
、
折
角
の
機
会
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
お
受
け
し

た
の
で
し
た
。

　

編
集
委
員
はassign

さ
れ
て

き
た
論
文
を
確
認
し
た
上
で
、

少
な
く
と
も
二
名
の
先
生
に
査

読
依
頼
の
メ
ー
ル
を
送
る
の
が

最
初
の
仕
事
で
す
。
た
だ
、
皆

が
す
ん
な
り
受
け
て
く
れ
る
と

は
限
ら
ず
、
受
け
て
も
期
限
を

過
ぎ
て
音
沙
汰
も
な
い
方
も
い

ま
す
。
も
う
一
人
何
と
か
…
や

む
な
く
編
集
委
員
自
ら
が
査
読

す
る
事
態
と
な
り
ま
す
。（
適

切
な
表
現
で
な
い
で
す
が
、
私

は
こ
れ
を
自
爆
営
業
な
ら
ぬ
自

爆
査
読
と
呼
ん
で
い
ま
す
。）

査
読
を
断
る
理
由
と
し
て
「
専

門
領
域
外
」
が
多
い
で
す
が
、

編
集
委
員
は
関
係
な
く
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
日
は
遅

く
ま
で
読
影
、
と
て
も
そ
の
後

査
読
な
ど
出
来
る
状
況
で
は
な

く
、
週
末
に
一
気
呵
成
に
行
い

ま
し
た
。
自
分
で
論
文
書
く
の

も
思
う
に
任
せ
な
い
の
に
、
他

人
の
論
文
に
あ
れ
こ
れ
英
文
で

書
く
、
本
当
に
こ
れ
で
本
意
が

通
じ
る
だ
ろ
う
か
？
な
ど
悩
ん

だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸

い
に
し
て
私
の
知
る
限
り
大
き

な
問
題
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
で
日
々

〝
ぐ
だ
め
い
て
〟
い
た
私
を
支

え
て
く
れ
た
家
内
に
は
心
よ
り

感
謝
で
す
。

　

多
く
の
先
生
方
も
査
読
を
依

頼
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
存
じ

ま
す
が
、
依
頼
が
あ
っ
た
ら
速

や
か
に
受
け
る
、
断
る
、
の
返

信
を
お
願
い
し
ま
す
。
断
ら
れ

た
ら
ま
た
別
の
先
生
を
探
す
こ

と
が
出
来
ま
す
が
、
放
置
さ
れ

る
と
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

確
か
に
査
読
は
無
報
酬
か
つ

手
間
で
、
無
駄
、
と
考
え
る
先

生
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
教
員
業
績
評
価
の

社
会
貢
献
分
野
で
国
際
学
術
誌

の
査
読
の
素
点
は
二
点
で
す
。

十
回
査
読
す
れ
ば
二
十
点
。
ち

な
み
に
診
療
分
野
に
お
け
る
画

像
診
断
の
素
点
は
〇
・
〇
〇
一

で
、
仮
に
一
万
件
レ
ポ
ー
ト
し

た
と
し
て
も
十
点
。
画
像
管
理

加
算
三
を
取
得
し
、
診
療
に
貢

献
し
て
い
る
自
負
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
素
点
、
ケ
タ
が
違
っ

て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
と
こ
の

場
で
言
う
つ
も
り
は
な
い
で
す

が
（
言
い
た
い
で
す
が
）、
英

文
誌
の
査
読
は
ポ
イ
ン
ト
加
算

に
非
常
に
有
効
で
す
。

　

ま
たim

pact factor

向
上
の

た
め
に
も
Ａ
Ｎ
Ｍ

か
ら
参
考
文
献
を

挙
げ
て
頂
け
れ
ば

と
願
う
次
第
で

す
。

　

こ
の
掲
載
時
点

で
私
の
編
集
委
員

の
任
期
は
終
了
し

て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
査
読
は
積

極
的
に
引
き
受

け
、
出
来
れ
ば
非

編
集
委
員
で
も
査

読
者
賞
が
頂
け
る

よ
う
に
な
れ
ば
、

と
考
え
て
お
り
ま

す
。

CCeerrttiiffiiccaattee  ooff  AApppprreecciiaattiioonn  
AAnnnnaallss  ooff  NNuucclleeaarr  MMeeddiicciinnee  

 

 
 
 

DDeeaarr,,  DDrr..  MMiiuurraa,,  HHiirrooyyuukkii    
  
TThhaannkk  yyoouu  vveerryy  mmuucchh  ffoorr  yyoouurr  ffrreeqquueenntt  ccoonnttrriibbuuttiioonn  ttoo  iimmpprroovvee  tthhee  qquuaalliittyy  ooff  ppaappeerrss  
ppuubblliisshheedd  iinn  tthhee  AAnnnnaallss  ooff  NNuucclleeaarr  MMeeddiicciinnee  bbyy  rreevviieewwiinngg  tthheemm..    
  
RReecceennttllyy,,  tthhee  eeddiittoorriiaall  bbooaarrdd  iinnvveessttiiggaatteedd  tthhee  rreeccoorrddss  ooff  rreevviieewweerrss  iinn  oorrddeerr  ttoo  ffiinndd  
tthhoossee  wwhhoo  eenntthhuussiiaassttiiccaallllyy  pprroovviiddee  uuss  wwiitthh  tthheeiirr  hhiigghh  eexxppeerrttiissee  ttoo  rreevviieeww  mmaannuussccrriippttss  
ssuubbmmiitttteedd  ttoo  AANNMM..  SSuubbsseeqquueennttllyy,,  wwee  hhaavvee  kknnoowwnn  tthhaatt  yyoouu  hhaavvee  sseerrvveedd  aass  aa  rreevviieewweerr  
mmoorree  tthhaann  88  ttiimmeess  iinn  22002211  aanndd  22002222..    
  
WWee,,  tthhee  mmeemmbbeerrss  ooff  tthhee  eeddiittoorriiaall  bbooaarrdd,,  wwoouulldd  lliikkee  ttoo  eexxpprreessss  oouurr  ssiinncceerree  ggrraattiittuuddee  
ttoo  yyoouu  ffoorr  yyoouurr  vvaalluuaabbllee  ttiimmee  aanndd  eeffffoorrttss  ffoorr  tthhee  ddeevveellooppmmeenntt  ooff  AANNMM..  
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白
井
賞
を
受
賞

最
優
秀
演
題
賞
を
受
賞

最
優
秀
演
題
賞
を
受
賞

優
秀
演
題
賞
を
受
賞

む
つ
下
北
地
域
医
療
学
講
座
　
講
師
　
藤
　
田
　
尚
　
紀

集
中
治
療
部
　
助
教
　
木
　
下
　
裕
　
貴

集
中
治
療
部
　
助
手
　
加
　
藤
　
広
　
大

産
科
婦
人
科
　
助
教
　
松
　
村
　
由
紀
子

第第
1212
回
日
本
性
機
能
学
会

回
日
本
性
機
能
学
会

日
本
集
中
治
療
医
学
会
第

日
本
集
中
治
療
医
学
会
第
77
回
東
北
支
部
学
術
集
会

回
東
北
支
部
学
術
集
会

日
本
麻
酔
科
学
会

日
本
麻
酔
科
学
会  

北
海
道
・
東
北
支
部

北
海
道
・
東
北
支
部  

第第
1313
回
学
術
集
会

回
学
術
集
会

第第
4242
回
産
婦
人
科
漢
方
研
究
会

回
産
婦
人
科
漢
方
研
究
会

　

こ
の
度
は
栄
誉
あ
る
日
本
性

機
能
学
会 

白
井
賞
を
頂
戴
し

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
白
井

賞
は
、
日
本
に
お
け
る
性
機
能

研
究
の
若
手
研
究
者
の
更
な
る

発
展
を
目
指
し
た
賞
で
あ
り
、

学
会
創
設
者
の
白
井
將
文
氏
の

名
前
が
付
け
ら
れ
た
日
本
性
機

能
学
会
の
最
高
論
文
賞
で
す
。

今
回
受
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
論

文
はT

he W
orld Journal of 

M
en’s H

ealth

に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
「A

ssociation betw
een 

A
dvanced G

lycation E
nd-

Products, Carotenoids, and 
Severe Erectile D

ysfunction

」

で
す
。
終
末
糖
化
産
物
の
蓄
積

は
勃
起
障
害
（
Ｅ
Ｄ
）
の
原
因

と
な
る
こ
と
が
過
去
に
報
告
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
糖
尿
病
モ

デ
ル
ラ
ッ
ト
ま
た
は
糖
尿
病
患

　

集
中
治
療
部
の
木
下
裕
貴
と

申
し
ま
す
。
こ
の
度
、
日
本
集

中
治
療
医
学
会
第
七
回
東
北
支

部
学
術
集
会
に
お
き
ま
し
て
最

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
の
で
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
今
回
「
Ｉ
Ｃ
Ｕ
入
室
後
二

十
四
時
間
デ
ー
タ
を
用
い
た
術

後
せ
ん
妄
予
測
の
た
め
の
推
論

モ
デ
ル
の
確
立
」
と
い
う
題
名

で
研
究
成
果
の
発
表
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
術
後
せ
ん
妄
は

術
後
認
知
機
能
の
低
下
な
ど
の

神
経
学
的
な
予
後
だ
け
で
は
な

く
、死
亡
率
の
上
昇
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
・

院
内
滞
在
日
数
の
延
長
、
医
療

費
の
増
大
な
ど
と
関
連
す
る
た

め
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
日

本
社
会
に
お
い
て
喫
緊
の
課
題

と
い
え
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
の

診
療
報
酬
改
定
で
せ
ん
妄
ハ
イ

リ
ス
ク
患
者
ケ
ア
加
算
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
が
、
全
身
麻
酔
下

で
手
術
を
受
け
る
高
齢
患
者
は

全
員
リ
ス
ク
あ
り
に
該
当
す
る

た
め
、
多
く
の
高
齢
手
術
患
者

か
ら
ど
の
患
者
を
綿
密
に
ケ
ア

す
べ
き
か
を
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

把
握
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
こ
で
今
回
医
学
医
療

情
報
学
講
座
の
佐
々
木
賀
広
教

授
と
共
同
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
デ
ー
タ

　

こ
の
度
、
令
和
五
年
九
月
九

日
に
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
日
本
麻
酔
科
学

会 
北
海
道
・
東
北
支
部 

第
十

三
回
学
術
集
会
で
、
最
優
秀
演

　

こ
の
度
、
二
〇
二
三
年
九
月

三
日
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ

た
第
四
十
二
回
産
婦
人
科
漢
方

研
究
会
学
術
集
会
に
お
い
て
、

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
こ
の
賞
は
、
優
秀
演
題
賞

候
補
六
題
の
中
か
ら
、
発
表
内

容
が
四
名
の
審
査
委
員
に
審
査

さ
れ
決
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

発
表
し
た
テ
ー
マ
は
、「
パ

ク
リ
タ
キ
セ
ル
の
末
梢
神
経
障

害
に
対
す
る
牛
車
腎
気
丸
の
投

与
の
効
果
︱
東
北
婦
人
科
腫
瘍

研
究
会
多
施
設
共
同
前
方
視
的

研
究
︱
」
で
し
た
。
婦
人
科
腫

者
さ
ん
で
し
か
検
討
さ
れ
て
お

ら
ず
、
健
常
人
に
お
い
て
も
こ

れ
ら
の
関
係
性
が
成
り
立
つ
か

は
不
明
で
し
た
。
ま
た
、
酸
化

ス
ト
レ
ス
も
Ｅ
Ｄ
の
原
因
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
抗
酸
化
作
用
を
有
す
る
カ

ロ
テ
ノ
イ
ド
・
ビ
タ
ミ
ン
類
と

Ｅ
Ｄ
ま
た
は
終
末
糖
化
産
物
の

蓄
積
と
の
関
係
性
も
不
明
で
し

た
。
本
論
文
で
は
、
二
〇
一
五

年
度
の
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ー
タ
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
地
域
在
住

住
民
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
関
係

性
を
検
討
し
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
、
皮
膚
終
末
糖
化
産
物
濃

度
は
Ｅ
Ｄ
重
症
度
と
相
関
し
て

お
り
、
反
対
に
カ
ロ
テ
ノ
イ

ド
・
ビ
タ
ミ
ン
類
の
血
中
濃
度

は
高
い
ほ
ど
Ｅ
Ｄ
は
軽
症
で
あ

ベ
ー
ス
を
基
に
Ａ
Ｉ
に
よ
る
術

後
せ
ん
妄
推
論
モ
デ
ル
を
確
立

し
、
医
療
従
事
者
が
よ
り
活
用

し
や
す
い
術
後
せ
ん
妄
予
測
モ

デ
ル
と
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の

実
装
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。
今
回
の
発
表
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
確
立
し
た

術
後
せ
ん
妄
推
論
モ
デ
ル
の
精

度
に
つ
い
て
発
表

を
行
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
Ｉ
Ｃ

Ｕ
入
室
時
点
に
お

け
る
各
患
者
の
術

後
せ
ん
妄
発
症
確

率
に
つ
い
て
、
カ

ル
テ
上
に
表
示
す

る
等
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
認
知
で

き
る
よ
う
な
実
装

を
検
討
し
て
い
ま

す
。
ア
ラ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
、
現
場
の
マ

ン
パ
ワ
ー
の
集
約

お
よ
び
患
者
安
全

性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
最
終
的
な

目
標
で
す
。
今
回

の
受
賞
を
励
み
と

し
、
術
後
せ
ん
妄

に
関
す
る
研
究
を

瘍
で
最
も
頻
用
さ
れ
る
化
学
療

法
の
一
つ
で
あ
る
パ
ク
リ
タ
キ

セ
ル
は
末
梢
神
経
障
害
が
高
頻

度
で
出
現
し
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
大
き
く
損
な
い
、
治
療
完
遂

へ
も
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
非

常
に
重
要
な
有
害
事
象
で
す
。

パ
ク
リ
タ
キ
セ
ル
は
膜
貫
通
型

受
容
体
のtransient receptor 

potential 

（T
RP

）V
4

を
増
加

さ
せ
、
四
肢
の
疼
痛
閾
値
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
牛
車
腎

気
丸
の
予
防
投
与
は
、
パ
ク
リ

タ
キ
セ
ル
のT

RPV
4

増
加
を

抑
え
疼
痛
閾
値
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
動
物
実
験
か
ら

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
中

で
も
血
中
ゼ
ア
キ
サ
ン
チ
ン
濃

度
は
皮
膚
終
末
糖
化
産
物
濃
度

と
も
有
意
に
負
に
相
関
し
て
お

り
、
終
末
糖
化
産
物
の
蓄
積
を

抑
え
る
こ
と
で
Ｅ
Ｄ
の
重
症
化

を
防
ぐ
効
果
を
有
す
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
横
断
的

研
究
で
す
の
で
断
定
的
な
結
論

を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
介
入
研
究
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
研
究
内
容
は
岩
木
健
康
増

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
地
域
住
民
の

方
々
、
弘
前
大
学
健
康
未
来
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構
、
カ

ゴ
メ
株
式
会
社
の
ご
協
力
が
な

け
れ
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
知
見

で
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

更
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
本
研
究
の
御
指
導
頂
き

ま
し
た
医
学
医
療
情
報
学
講
座

の
佐
々
木
賀
広
教
授
、
当
講
座

の
廣
田
和
美
教
授
、
共
同
研
究

者
の
先
生
方
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

証
明
し
、
学
位
を
取
得
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
は
、
東
北
婦
人

科
腫
瘍
研
究
会
の
ご
施
設
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
牛
車
腎
気
丸

の
予
防
投
与
の
有
用
性
を
前
方

視
的
に
比
較
検
討
い
た
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
卵
巣
癌
術
後

に
パ
ク
リ
タ
キ
セ
ル
・
カ
ル
ボ

プ
ラ
チ
ン
療
法
を
行
う
患
者

を
、
末
梢
神
経
障
害
発
現
後
よ

り
牛
車
腎
気
丸
を
内
服
す
る
群

と
、
化
学
療
法
一
週
間
前
か
ら

牛
車
腎
気
丸
を
服
用
す
る
予
防

投
与
群
に
ラ
ン
ダ
ム
化
し
、
主

要
評
価
項
目
と
し
てCT

CA
E

、

て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
科
は
こ
れ
ま
で
性
機
能
関
連

の
学
会
発
表
や
論
文
投
稿
な
ど

に
は
力
を
注
ぐ
こ
と
は
で
き
て

V
A

S

に
よ
る
末
梢
神
経
障

害
の
評
価
、
副
次
評
価
項
目

と
し
て
鎮
痛
補
助
薬
の
使
用
有

無
、
化
学
療
法
完
遂
率
、
化
学

療
法
六
ヶ
月
後
の
末
梢
神
経
残

存
に
つ
い
て
比
較
し
ま
し
た
。

CT
CA

E

、V
A

S

と
も
に
有
意

差
は
な
く
、
治
療
完
遂
度
も
同

等
で
し
た
が
、
予
防
投
与
群
は

神
経
毒
性
に
よ
る
パ
ク
リ
タ
キ

セ
ル
の
減
量
、
中
止
が
少
な
い

傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
治
療
終
了
後
の

末
梢
神
経
障
害
残
存
が

有
意
に
少
な
く
、
鎮
痛

補
助
薬
を
使
用
せ
ず
治

療
完
遂
で
き
る
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

末
梢
神
経
障
害
の
原

因
は
複
数
に
わ
た
っ
て

お
り
、
決
し
て
漢
方
の

み
で
解
決
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
せ
ん
。
漢
方

領
域
で
前
向
き
試
験
を

行
う
こ
と
は
難
し
い
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

牛
車
腎
気
丸
の
末
梢
神

経
障
害
に
対
す
る
基
礎

研
究
か
ら
始
ま
り
、
臨

床
試
験
ま
で
完
遂
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
多
く

の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

す
。

　

今
回
の
研
究
を
ご
指
導
い
た

だ
い
た
産
科
婦
人
科
学
講
座
の

横
山
良
仁
教
授
、
現
東
京
医
大

茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
の
二
神
真

行
先
生
、
東
北
婦
人
科
腫
瘍
研

究
会
の
先
生
方
、
研
究
に
携

わ
っ
た
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

受
賞
を
機
に
本
邦
か
ら
の
エ
ビ

デ
ン
ス
の
発
信
に
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

題
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
こ
と
を

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

発
表
演
題
は
「
脊
椎
変
性
疾

患
患
者
に
お
け
る
術
前
の
好
中

球
リ
ン
パ
球
比
お
よ
び
尿
酸
と

術
後
せ
ん
妄
の
関
連
」
で
す
。

　

術
後
せ
ん
妄
は
周
術
期
合
併

症
の
一
つ
で
、
神
経
学
的
予
後

や
院
内
滞
在
日
数
の
延
長
、
死
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優
秀
演
題
賞
を
受
賞

Research forum 

優
秀
演
題
賞
を
受
賞

一
般
演
題
優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て

第第
148148
回
日
本
医
学
放
射
線
学
会

回
日
本
医
学
放
射
線
学
会  

北
日
本
地
方
会

北
日
本
地
方
会

第第
7171
回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外
科
学
会
東
北
地
方
部
会
連
合
学
術
講
演
会

回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外
科
学
会
東
北
地
方
部
会
連
合
学
術
講
演
会

第第
7171
回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外
科
学
会
東
北
地
方
部
会
連
合
学
術
講
演
会

回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外
科
学
会
東
北
地
方
部
会
連
合
学
術
講
演
会

　

卒
後
二
年
目
で
、
放
射
線
診

断
学
講
座
の
笠
井
星
良
と
申
し

ま
す
。
こ
の
度
、
第
百
四
十
八

回
日
本
医
学
放
射
線
学
会
北
日

本
地
方
会
に
て
優
秀
演
題
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致

　

こ
の
度
令
和
五
年
七
月
十
五

日
、
十
六
日
に
東
北
医
科
薬
科

大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
七
十
一

回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外

　

こ
の
度
、
令
和
五
年
七
月
一

五
日
・
一
六
日
に
東
北
医
科
薬

科
大
学
福
室
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
第
七
十
一
回
日
本
耳

し
ま
す
。
発
表
演
題
は
、「
大

規
模
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
用
い
た

脳
梁
膨
大
部
前
方FLA

IR

高

信
号
域
の
病
態
解
析
」
で
す
。

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
お
け
る
脳
梁
膨
大

部
前
方FLA

IR

高
信
号
域
は
、

正
常
の
高
齢
者
で
も
見
ら
れ
る

コ
モ
ン
な
所
見
で
あ
り
、
病
的

意
味
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
今
回
我
々
は
、
大

規
模
高
齢
者
集
団
（
い
き
い
き

検
診
）
を
対
象
に
、
脳
梁
膨
大

部
前
方FLA

IR

高
信
号
域
と

血
管
リ
ス
ク
因
子
や
認
知
機

能
、
ま
た
各
脳
容
積
と
の
関
連

性
を
調
査
し
ま
し
た
。
対
象
者

は3T
 M

RI

を
受
け
た
二
千
百

十
人
の
検
診
参
加
者
で
、
脳
梁

膨
大
部
前
方FLA

IR

高
信
号

域
は
、
視
覚
的
に
四
段
階
の
ス

ケ
ー
ル（
な
し
、
軽
度
、
中
度
、
重

科
学
会
東
北
地
方
部
会
連
合
学

術
講
演
会
に
て
、Research 

forum

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
い

た
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。「
頭
頸
部
癌
と
糖
尿
病
」

と
い
う
題
で
二
〇
一
〇
年
か
ら
二

〇
二
〇
年
に
弘
前
大
学
医
学
部

附
属
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
と
そ
の

関
連
施
設
で
治
療
を
行
っ
た
咽

頭
扁
平
上
皮
癌
症
例
（
四
百
八

十
五
例
）
に
つ
い
て
調
査
し
、

糖
尿
病
が
頭
頸
部
癌
患
者
の
予

後
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
発

表
し
て
参
り
ま
し
た
。
糖
尿
病

は
様
々
な
癌
の
予
後
因
子
と
な

る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
が
、

頭
頸
部
癌
は
希
少
癌
（
鼻
副
鼻

腔
癌
、
口
腔
癌
、
咽
頭
癌
、
喉

鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外
科
学
会 

東
北
地
方
部
会
連
合
学
術
講
演

会
に
て
、
一
般
演
題
の
優
秀
演

題
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
の

で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。『
当

科
でtrastuzum

ab

を
使
用
し

た
唾
液
腺
癌
六
例
に
つ
い
て
の

検
討
』
と
い
う
演
題
で
分
子
標

的
薬
で
あ
るtrastuzum

ab

の

治
療
成
績
や
有
害
事
象
等
に
つ

い
て
調
査
し
報
告
し
ま
し
た
。 

　

細
胞
膜
表
面
に
存
在
す
る
タ

ン
パ
ク
質
で
あ
るH

ER2

受
容

体
は
、
唾
液
腺
癌
や
乳
癌
、
胃

癌
な
ど
で
過
剰
発
現
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

trastuzum
ab

は
、H

E
R

2

受

容
体
に
結
合
す
る
こ
と
で
抗
腫

瘍
効
果
を
持
ち
、
二
〇
一
七
年

度
）
に
分
類
し
ま
し
た
。
ま
た

V
oxel based M

orphom
etry

と
い
う
画
像
解
析
手
法
を
活
用

し
て
自
動
で
、
参
加
者
の
灰
白

質
や
白
質
、
側
脳
室
な
ど
の
構

造
の
容
積
を
算
出
し
ま
し
た
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を

行
い
、
脳
梁
膨
大
部
前
方

FLA
IR

高
信
号
域
と
相
関
す

る
因
子
を
調
べ
た
結
果
、
糖
尿

病
が
有
意
な
予
測
因
子
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た

側
脳
室
容
積
も
脳
梁
膨
大
部
前

方FLA
IR

高
信
号
域
に
相
関

す
る
因
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
本
研
究
は
、
糖
尿

病
と
脳
梁
膨
大
部
前
方

FLA
IR

高
信
号
域
の
関
連
を

証
明
し
た
は
じ
め
て
の
大
規
模

研
究
と
な
り
ま
す
。
ま
た
近

年
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で

頭
癌
、
唾
液
腺
癌
）
の
集
ま
り

で
あ
り
、
個
々
の
症
例
数
が
少

な
い
た
め
に
糖
尿
病
と
頭
頸
部

癌
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
統
計
学
的
に
十
分
な
症
例

数
を
用
い
た
研
究
が
行
わ
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
私
達

は
青
森
県
内
で
頭
頸
部
癌
治
療

を
担
う
主
要
病
院
三
病
院
（
弘

前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
青

森
県
立
中
央
病
院
、
八
戸
市
立

市
民
病
院
）
の
症
例
を
集
積
す

る
こ
と
で
、
大
規
模
な
コ
ホ
ー

ト
で
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
咽
頭
扁

平
上
皮
癌
症
例
に
お
い
て
は
治

療
法
に
関
わ
ら
ず
、
治
療
前
の

H
bA

1c

値
が
六
・
五
％
以
上

か
ら
切
除
不
能
なH

ER2

陽
性

再
発
転
移
唾
液
腺
癌
に
対
し
て

適
応
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
当

科
で
もtrastuzum

ab

を
使
用

し
て
い
る
症
例
が
増
え
て
き
て

お
り
、
六
例
に
つ
い
て
治
療
成

績
や
有
害
事
象
を
後
ろ
向
き
に

検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

H
ER2

受
容
体
を
発
現
す
る
こ

と
の
多
い
唾
液
腺
導
管
癌
に
お

い
て
、
奏
効
率
は
六
十
％
、
病

勢
制
御
率
は
百
％
と
良
好
な
成

績
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
唾
液
腺

癌
の
中
で
も
唾
液
腺
導
管
癌

は
、
か
つ
て
は
予
後
の
悪
い
組

織
型
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、trastuzum

ab

の
登

場
に
よ
り
予
後
の
改
善
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
本

大
学
院
二
年
　
笠
　
井
　
星
　
良

（
放
射
線
診
断
学
講
座
）

大
学
院
三
年
　
緑
　
川
　
　
　
伸

（
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座
）

大
学
院
一
年
　
三
　
浦
　
　
　
崚

（
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座
）

の
症
例
に
お
い
て
疾
患
特
異
的

生
存
率
が
有
意
に
増
悪
す
る
と

い
う
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

ま
た
特
に
ウ
イ
ル
ス
関
連
咽
頭

癌
（
Ｅ
Ｂ
Ｖ
関
連
上
咽
頭
癌
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
関
連
中
咽
頭
癌
）
に
お

い
て
そ
の
傾
向
は
顕
著
に
み
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
糖
尿

病
の
罹
患
率
と
死
亡
率
が
高
い

青
森
県
と
い
う
地
域
だ
か
ら
こ

そ
、
行
わ
れ
る
べ
き
研
究
で
あ

り
行
う
価
値
の
あ
る
研
究
で
あ

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
弘
前
大
学
で
の
頭
頸
部
癌
の

研
究
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
け

る
よ
う
に
、
少
し
で
も
皆
様
の

お
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
す
が
今
回
の
発
表
に

あ
た
り
ご
指
導
頂
い
た
水
上
浩

哉
先
生
、
工
藤
直
美
先
生
、
松

原
篤
先
生
に
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を

糧
に
引
き
続
き
研
鑽
を
積
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
の
デ
ー
タ
もtrastuzum

ab

の
有
効
性
を
示
唆
す
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
期
待
さ
れ
る
治

療
法
と
し
て
、
今
後
も
さ
ら
な

る
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
当
科
で
も
今
後
も
引
き

続
き
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。 

　

私
事
で
す
が
、
今
年
入
局
し

た
ば
か
り
の
新
人
で
あ
り
、
最

初
の
学
会
発
表
で
し
た
。
ど
の

よ
う
に
調
査
や
発
表
の
準
備
を

す
れ
ば
よ
い
か
手
探
り
の
状
態

で
し
た
が
、
工
藤
先
生
、
松
原

教
授
を
は
じ
め
と
し
て
、
耳
鼻

咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座

の
先
輩
方
の
ご
指
導
に
よ
り
形

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
青
森
県
立
中
央
病
院
の

長
岐
先
生
や
、
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
皆
様
へ
こ
の
場

を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
賞
の
受
賞
を
励
み
に
、

さ
ら
に
日
々
の
診
療
、
研
究
に

つ
い
て
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

は
、
脳
脊
髄
液
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

の
障
害
に
よ
る
脳
室
拡
大
傾
向

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
研

究
の
結
果
か
ら
、
脳
梁
膨
大
部

前
方FLA

IR

高
信
号
域
に
脳

脊
髄
液
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
障
害

が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
病
態
に
つ

い
て
の
新
た
な
指
標
と
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
研
究

は
、
掛
田
教
授
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
方
々
に
多
大
な
る
ご

指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
本
研
究
は
中
路
重

之
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
弘
前

大
学
健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
機
構
の
先
生
方
、
脳
神

経
病
理
学
講
座
、
脳
神
経
内
科

学
講
座
の
先
生
方
と
の
共
同
研

究
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
賞
を
励
み
に
、
研

究
活
動
に
よ
り
一
層
精
進
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

亡
率
の
増
加
な
ど
と
関
連
し
ま

す
。
術
後
せ
ん
妄
の
発
症
機
序

に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
て
い
な

い
部
分
が
多
い
も
の
の
、
そ
の

中
で
脳
内
炎
症
が
注
目
さ
れ
て

お
り
、
麻
酔
科
学
講
座
で
は
か

ね
て
よ
り
悪
性
腫
瘍
手
術
に
お

け
る
術
前
の
炎
症
マ
ー
カ
ー
と

術
後
せ
ん
妄
の
関
連
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
尿
酸
は
痛
風
発
作
の
原
因
だ

け
で
は
な
く
脳
血
管
障
害
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
危
険
因
子
で
も

あ
り
、
一
般
的
に
は
悪
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方

で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
神

経
変
性
疾
患
や
う
つ
病
な
ど
に

お
い
て
は
神
経
保
護
作
用
が
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
研
究
で
は
、
良
性

疾
患
で
あ
る
脊
椎
変
性
疾
患
に

お
い
て
術
前
の
好
中
球
リ
ン
パ

球
比
お
よ
び
尿
酸
が
術
後
せ
ん

妄
と
関
連
す
る
か
に
つ
い
て
後

ろ
向
き
に
検
討
し
、
同
学
会
で

報
告
し
ま
し
た
。
好
中
球
リ
ン

パ
球
比
は
悪
性
腫
瘍
手
術
に
お

け
る
術
後
せ
ん
妄
の
予
測
に
有

用
で
し
た
が
、
本
研
究
結
果
で

は
有
意
差
を
認
め
ず
、
良
性
疾

患
の
脊
椎
手
術
の
術
後
せ
ん
妄

が
悪
性
腫
瘍
と
異
な
る
機
序
で

発
症
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
術

後
せ
ん
妄
に
お
い
て
も
、
他
の

神
経
変
性
疾
患
同
様
に
尿
酸
の

抗
酸
化
作
用
・
神
経
保
護
の
可

能
性
を
示
唆
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
術
前
の
尿
酸
値
と
術
後
せ

ん
妄
に
関
す
る
報
告
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
麻
酔
科
領
域
に
お
い

て
新
規
性
の
高
い
報
告
が
で
き

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
本
研

究
に
お
い
て
尽
力
し
て
下
さ
い

ま
し
た
指
導
医
の
木
下
裕
貴
先

生
、
熊
谷
玄
太
郎
先
生
を
は
じ

め
整
形
外
科
脊
椎
グ
ル
ー
プ
の

先
生
方
、
お
よ
び
両
講
座
の
関

係
者
の
方
々
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
今
後

も
臨
床
・
研
究
と
も
に
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
す
。
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こ
の
度
、
令
和
五
年
六
月
十

八
日
～
二
十
二
日
に
ブ
ル
ガ
リ

ア
の
首
都
ソ
フ
ィ
ア
（
会
場：

N
ational Palace of Culture

）

で
開
催
さ
れ
たERS2023

に
お

い
て
、Best poster

賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致

い
た
し
ま
す
。『Effect of gut 

m
icrobial com

position and 
diversity on m

ajor inhaled 
allergen sensitization and 
onset of allergic rhinitis

』

と
い
う
題
で
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
腸
内
細
菌
叢
の

乱
れ
はD

ysbiosis

と
呼
ば
れ
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
疾
患
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

腸
内
細
菌
叢
研
究
は
近
年
注
目

を
集
め
て
い
る
分
野
で
す
。
今

回
、
疫
学
調
査
（
岩
木
健
康
増

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
）
に
よ

り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
主
要
な
吸
入
性
抗
原
感
作

や
鼻
炎
発
症
と
腸
内
細
菌
叢
構

成
・
多
様
性
と
の
関
連
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
抗
原

感
作
群
で
は
未
感
作
群
と
比
較

し
て
腸
内
細
菌
叢
に
お
け
る
α

多
様
性
指
数
（
個
体
内
で
の
均

等
性
）
が
低
下
し
て
お
り
、
さ

ら
に
二
群
間
で
β
多
様
性
（
個

体
間
で
の
種
類
似
性
）
が
有
意

に
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

結
果
か
ら
、
腸
内
細
菌
叢
に
お

け
る
多
様
性
低
下
が
主
な
吸
入

性
抗
原
感
作
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
細
菌
叢
構
成
に
つ
い

て
は
、Bacteroidales

が
感
作

に
促
進
的
に
影
響
し
、
一
方
で

乳
酸
菌
や
酪
酸
産
生
菌
に
属
す

る
細
菌
が
抗
原
感
作
に
抑
制
的

に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
発
見

は
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
や
シ

ン
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と

い
っ
た
腸
内
細
菌
へ
の

介
入
に
よ
り
、
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
新

た
な
治
療
戦
略
へ
の
寄

与
に
繋
が
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
さ

ら
に
本
分
野
で
の
今
後

の
研
究
発
展
に
注
目
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

初
め
て
の
海
外
学
会

で
口
演
発
表
と
い
う
こ

と
も
あ
り
不
慣
れ
な
環

　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
大
　
夢

（
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座
所
属
）

　

櫻
井
記
念
医
学
研
究
賞
は
株

式
会
社
丸
大
サ
ク
ラ
ヰ
薬
局
か

ら
の
ご
寄
附
を
原
資
と
し
て
平

成
二
十
九
年
度
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
特
別
賞
は
一
件
三
百
万

円
以
内
、
若
手
奨
励
賞
は
二
件

百
万
円
以
内
と
し
て
お
り
、
選

考
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
国
際
共
同
研
究
の
実
績
だ
け

で
な
く
、
今
後
の
研
究
計
画
を

審
査
し
、
受
賞
者
に
は
研
究
論

文
を
成
果
と
し
て
求
め
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
六
回
と
な
る
今
年
度
は
四

月
に
公
募
を
開
始
し
、
特
別
賞

に
は
二
名
、
若
手
奨
励
賞
に
は

一
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

研
究
推
進
委
員
会
に
お
け
る
厳

正
な
選
考
の
結
果
、
特
別
賞
に

は
附
属
病
院
麻
酔
科
斎
藤
淳
一

講
師
、
研
究
課
題
が
、｢

自
己

血
輸
血
は
免
疫
機
能
を
抑
制
し

う
る
か｣

に
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
若
手
奨
励
賞
に
は
、
医

学
研
究
科
む
つ
下
北
地
域
医
療

学
講
座
の
藤
田
尚
紀
講
師
、
研

究
課
題
が｢

敗
血
症
性
血
管
内

皮
グ
リ
コ
カ
リ
ッ
ク
ス
障
害
に

お
け
る
新
規
ヒ
ア
ル
ロ
ニ
ダ
ー

ゼT
M

EM
2

の
役
割
の
検
討｣

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
九
月
十
四
日
に
医

学
研
究
科
大
会
議
室
に
お
い

て
、
第
六
回
櫻
井
記
念
医
学
研

究
賞
授
賞
式
が
、
櫻
井
清
様
、

櫻
井
雅
子
様
ご
夫
妻
並
び
に
福

田
眞
作
学
長
に
も
ご
列
席
い
た

だ
き
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
令

和
五
年
五
月
八
日
でCO

V
ID

-19

も
五
類
感
染
症
と
な
り
、

CO
V

ID
-19

禍
が
完
全
に
収
束

し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
だ
い
ぶ
対
応
が
緩
和
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、CO

V
ID

-19

禍
前
の
式
典
に
ほ
ぼ
戻
り
ま
し

た
。
授
賞
式
で
は
、
医
学
研
究

科
長
挨
拶
の
後
、
今
回
の
受
賞

者
に
助
成
金
が
贈
呈
さ
れ
、
福

田
学
長
並
び
に
櫻
井
社
長
よ
り

お
祝
い
の
お
言
葉
が
あ
り
、
続

い
て
受
賞
者
か
ら
は
挨
拶
と
受

第
６
回
櫻
井
医
学
研
究
賞
授
賞
式

医
学
研
究
科
長
　

医
学
研
究
科
長
　
廣
　
田
　
和
　
美

廣
　
田
　
和
　
美

　

こ
の
度
は
第
六
回
櫻
井
記
念

医
学
研
究
賞
（
特
別
賞
）
を
賜

り
、
丸
大
サ
ク
ラ
ヰ
薬
局
取
締

役
会
長
櫻
井
清
様
、
同
顧
問
櫻

井
雅
子
様
、
関
係
者
の
皆
様
方

に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
受
賞
い
た
だ
き
ま
し
た

研
究
テ
ー
マ
は
「
自
己
血
輸
血

は
免
疫
機
能
を
抑
制
し
う
る

か
」
で
す
。
希
釈
式
自
己
血
輸

血
は
周
術
期
の
同
種
血
輸
血
を

回
避
・
減
少
す
る
た
め
四
十
年

　

こ
の
度
は
第
六
回
櫻
井
医
学

研
究
賞 

若
手
奨
励
賞
を
頂
戴

し
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
櫻

井
様
、
選
考
委
員
の
先
生
方
に

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
研
究
テ
ー
マ
は
『Role of 

transm
em

brane protein 2 in 
endothelial glycocalyx 
injury in sepsis

（
敗
血
症
性

血
管
内
皮
グ
リ
コ
カ
リ
ッ
ク
ス

傷
害
に
お
け
る
新
規
ヒ
ア
ル
ロ

ニ
ダ
ー
ゼT

M
EM

2

の
役
割
の

検
討
）』
で
す
。
こ
れ
ま
で
当

講
座
の
医
局
員
が
留
学
先
と
し

て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
米
国

Sanford B
urnham

 Prebys 
M

edical D
iscovery Institute

と
の
国
際
共
同
研
究
に
な
り
ま

す
。

　

血
管
内
皮
グ
リ
コ
カ
リ
ッ
ク

ス
は
木
の
幹
に
相
当
す
る

Syndecan-1

な
ど
の
コ
ア
蛋

白
、
枝
に
相
当
す
る
ヘ
パ
ラ
ン

硫
酸
な
ど
の
グ
リ
コ
サ
ミ
ノ
グ

リ
カ
ン
、
こ
れ
ら
の
最
外
層
を

覆
っ
て
い
る
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
血
管
内

皮
細
胞
の
保
護
、
炎
症
・
凝
固

能
の
調
節
、
血
管
透
過
性
の
調

以
上
前
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

当
講
座
を
象
徴
す
る
自
己
血
輸

血
と
な
り
ま
し
た
。
当
講
座
で

は
婦
人
科
癌
を
は
じ
め
と
す
る

開
腹
癌
手
術
や
頭
頸
部
癌
手

術
、
脊
椎
側
弯
症
手
術
な
ど
に

お
い
て
、
同
種
血
輸
血
を
回
避

す
る
効
果
を
明
ら
か
に
し
て
き

ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
麻
酔
科
医

の
取
り
組
み
に
よ
り
同
種
血
輸

血
を
回
避
で
き
れ
ば
、
同
種
血

輸
血
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

節
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
血
管
内
皮
グ
リ
コ
カ

リ
ッ
ク
ス
は
敗
血
症
な
ど
様
々

な
病
態
に
よ
っ
て
傷
害
さ
れ
、

臓
器
障
害
や
予
後
と
関
連
す
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
傷
害
の
本
態
は
未
だ
に
分

か
っ
て
お
ら
ず
、
血
管
内
皮
グ

リ
コ
カ
リ
ッ
ク
ス
を
標
的
と
し

た
治
療
薬
も
存
在
し
ま
せ
ん
。

高
分
子
多
糖
類
で
あ
る
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
は
多
く
の
生
物
学
的
機

能
と
関
連
し
て
い
ま
す
。
細
胞

外
に
お
け
る
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
代

謝
の
機
序
は
長
ら
く
不
明
で
し

た
が
、
我
々
の
研
究
グ
ル
ー
プ

はtransm
em

brane protein 2

（T
M

EM
2

）
が
細
胞
表
面
に

存
在
す
る
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
分
解

酵
素
（
ヒ
ア
ル
ロ
ニ
ダ
ー
ゼ
）

で
あ
り
、
主
に
血
管
内
皮
細
胞

に
発
現
し
全
身
性
の
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
代
謝
の
中
核
を
担
っ
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
考
え

ら
れ
て
き
た
血
管
内
皮
グ
リ
コ

カ
リ
ッ
ク
ス
の
傷
害
は
、
血
管

内
皮T

M
EM

2

の
発
現
お
よ
び

機
能
が
亢
進
し
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン

特
別
賞
を
受
賞
し
て

若
手
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

麻
酔
科
　
講
師
　
斎
　
藤
　
淳
　
一

む
つ
下
北
地
域
医
療
学
講
座
　
講
師
　
藤
　
田
　
尚
　
紀

や
血
液
を
介
し
た
ウ
イ
ル
ス
感

染
、
免
疫
機
能
へ
の
影
響
を
小

さ
く
で
き
、
手
術
患
者
の
予
後

を
改
善
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
希
釈
自
己
血
輸
血

に
も
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
問
題
点
が
い
く
つ
も
存
在

し
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
自
己
血

輸
血
は
自
己
免
疫
を
修
飾
（
抑

制
）
し
な
い
の
か
、
と
い
う
疑

問
が
あ
り
ま
す
。
同
種
血
輸
血

が
癌
患
者
の
予
後
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実

で
す
が
、
そ
の
機
序
と
さ
れ
る

の
が
同
種
血
輸
血
に
よ
る
免
疫

修
飾
で
す
。
免
疫
修
飾
に
は
白

血
球
も
関
与
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
同
種
血
輸
血
か
ら
は

白
血
球
が
除
去
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
全
血
で

あ
る
希
釈
式
自
己
血
輸
血
に
は

当
然
白
血
球
が
含
ま
れ
ま
す
。

採
取
さ
れ
た
血
液
バ
ッ
グ
内
の

環
境
は
ア
シ
デ
ミ
ア
で
あ
り
、

少
な
か
ら
ず
血
液
へ
ス
ト
レ
ス

が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
ス
ト
レ

ス
が
遺
伝
子
発
現
に
変
化
を
与

え
、
返
血
後
に
免
疫
機
能
へ
影

響
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

良
か
れ
と
思
い
実
施
し
た
自
己

血
輸
血
が
実
は
患
者
の
免
疫
機

能
に
負
の
影
響
を
与
え
て
い
る

可
能
性
が
な
い
と
も
言
い
切
れ

な
い
わ
け
で
す
。

　

今
回
実
施
予
定
で
あ
る
研 

究
は
①
採
血
し
た
血
液
の

m
icroRN

A

の
発
現
は
保
存
期

間
中
に
変
化
す
る
か
？
②
保
存

方
法
に
よ
っ
てm

icroRN
A

の

発
現
量
や
種
類
は
変
化
す
る

か
、
の
二
点
で
す
。
こ
の
二
点

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

境
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
松
原

教
授
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
無
事
に
発
表
を
終
え
ら
れ
た

こ
と
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
賞
を

い
た
だ
け
た
こ
と
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
発
表
に
際

し
て
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
方
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
臨
床
診
療
と
合
わ

せ
て
研
究
や
学
会
発
表
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
自

己
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
に
関
す

る
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

を
行
い
、
式
は
終
了
致
し
ま
し

た
。

　

研
究
の
継
続
に
は
、
ア
イ
デ

ア
と
研
究
環
境
並
び
に
研
究
費

が
必
要
で
す
。
こ
の
賞
が
、

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

に
お
け
る
国
際
共
同
研
究
の
発

展
と
若
手
研
究
者
の
支
援
に
貢

献
し
て
い
る
と
授
賞
式
を
通
し

て
確
信
致
し
ま
し
た
。

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
英

国
留
学
で
お
世
話
に
な
っ
た

Prof. M
a

の
研
究
室
と
協
力
し

実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
研

究
を
進
め
る
こ
と
で
よ
り
安
全

な
希
釈
式
自
己
血
輸
血
の
実
施

方
法
の
検
討
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
研
究

費
を
有
効
活
用
し
、
本
国
際
共

同
研
究
お
よ
び
本
学
の
国
際
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
こ
の
度
の
受
賞
を
心
よ
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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解
剖
体
慰
霊
祭

令
和
５
年
度

生
体
構
造
医
科
学
講
座
　
教
授
　
下
　
田
　
　
　
浩

弘
前
大
学
医
学
部

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

酸
が
過
剰
に
分
解
さ
れ
る
こ
と

で
コ
ア
蛋
白
や
グ
リ
コ
サ
ミ
ノ

グ
リ
カ
ン
が
露
出
し
惹
起
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
仮
説
を
立

て
本
研
究
を
立
案
し
ま
し
た

（
図
）。
フ
ァ
ー
ジ
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
法
を
用
い
て
作
製
済
み
で
あ

る
抗T

M
EM

2

モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ

ル
抗
体
が
治
療
薬
候
補
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
本
研
究

は
敗
血
症
の
み
な
ら
ず
虚
血
再

灌
流
障
害
な
ど
の
急
性
疾
患
、

糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
に
よ

る
血
管
内
皮
障
害

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解

明
や
治
療
に
も
応

用
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
、
非
常
に

意
義
の
あ
る
研
究

だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
い

た
研
究
費
を
有
効

に
活
用
し
、
本
国

際
共
同
研
究
お
よ

び
本
学
の
国
際
化
に
役
立
て
て

ま
い
り
ま
す
。
改
め
ま
し
て
受

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

 

教
育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
教
員
を
受
賞
し
て

教
育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
教
員
を
受
賞
し
て

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

　

こ
の
度
「
教
育
に
関
し
て
優

れ
た
業
績
を
上
げ
た
教
員
」
と

し
て
表
彰
し
て
頂
き
、
大
変
光

栄
に
思
う
と
と
も
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
十
月

か
ら
新
設
さ
れ
た
医
学
教
育
学

講
座
の
専
任
教
員
と
し
て
勤
務

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前

は
救
急
・
災
害
医
学
講
座
の
助

教
と
し
て
救
急
・
災
害
医
学
の

講
義
、医
学
英
語（
IV
）の
講
義
、

研
究
室
研
修
、
ク
リ
ニ
カ
ル
・

ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
（
ク
リ
ク
ラ
）

I
・
II
な
ど
を
担
当
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
過
程

で
医
学
教
育
に
関
連
す
る
国
内

外
の
学
会
賞
を
頂
い
た
こ
と
、

医
学
教
育
関
連
の
論
文
出
版
が

な
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
頂
い
た

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ

禍
で
の
高
度
救
命
セ
ン
タ
ー
の

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
診
療
と
並
行
し

て
の
学
生
教
育
は
思
い
出
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
三
密
回
避

な
ど
多
く
の
制
約
の
中
で
、
救

命
セ
ン
タ
ー
の
教
員
が
限
ら
れ

た
時
間
、
資
源
、
体
力
、
気
力

の
中
で
教
育
に
エ
フ
ォ
ー
ト
を

　

こ
の
度
は
、「
教
育
に
関
し

て
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
教

員
」
と
し
て
表
彰
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
身
に
余
る
光
栄
と
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
四
年
次
の
麻
酔
科

学
・
緩
和
医
療
学
の
分
野
で「
中

枢
神
経
系
の
評
価
と
脳
死
判

定
」「
開
頭
術
の
術
中
管
理
」「
腹

腔
鏡
手
術
及
び
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
の
周
術
期
管
理
」
に
つ
い

て
講
義
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

臨
床
現
場
で
は
手
術
室
で
手
術

麻
酔
に
従
事
し
て
い
る
一
麻
酔

科
医
で
す
。
先
日
、
と
て
も
嬉

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
五

年
生
の
ク
リ
ク
ラ
Ⅰ
の
学
生
さ

ん
と
一
緒
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手

術
の
麻
酔
を
担
当
し
た
日
の
こ

と
で
す
。
質
問
を
投
げ
か
け
た

私
に
対
し
、「
そ
れ
、
先
生
が

講
義
で
大
事
だ
よ
と
言
っ
て
い

割
け
る
の
か
な
ど
の
悩
み
を
救

急
医
の
仲
間
た
ち
と
議
論
し
て

い
た
気
が
し
ま
す
。
も
う
限
界

か
な
、
と
思
っ
た
時
に
コ
ロ
ナ

禍
前
に
ク
リ
ク
ラ
II
で
救
命
を

ロ
ー
テ
し
て
く
れ
、
卒
業
後
に

別
地
域
で
初
期
研
修
を
開
始
し

た
先
生
か
ら
頂
い
た
「
ワ
ク
チ

ン
な
し
で
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
弘
大
救
命

で
勉
強
し
た
呼
吸
器
管
理
が
役

立
っ
て
い
ま
す
」
の
メ
ー
ル
に

涙
ぐ
ん
で
し
ま
い
、
目
の
前
の

患
者
さ
ん
の
診
療
も
未
来
あ
る

若
者
た
ち
へ
の
教
育
も
ベ
ス
ト

を
尽
く
そ
う
と
原
点
に
立
ち
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
教
え

子
に
救
わ
れ
る
と
い
う
教
育
の

新
た
な
、
そ
し
て
尊
い
側
面
を

感
じ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

M
oodle

な
ど
で
の
非
同
期
教

育
で
あ
っ
て
も
可
能
な
限
り
細

か
く
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
提
供

し
た
り
、
対
面
で
の
臨
床
実
習

が
叶
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
も

遠
隔
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を

実
施
し
た
り
、
ま
た
、
学
術
組

織
が
公
開
し
て
い
るY

ouT
ube

教
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
教
員

た
こ
と
で
す
よ
ね
！
」
と
学
生

さ
ん
が
答
え
て
く
れ
た
の
で

す
。
そ
の
一
言
に
と
て
も
感
動

し
、「
来
年
も
授
業
頑
張
る
ぞ
」

と
心
に
誓
っ
た
出
来
事
で
し

た
。
私
は
、
学
生
時
代
決
し
て

優
秀
な
学
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
真
面
目
だ
っ
た
よ

う
で
、
授
業
は
ほ
と
ん
ど
出
席

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
授
業

は
、
現
在
輸
血
・
再
生
医
学
講

座
教
授
の
玉
井
佳
子
先
生
が
担

当
さ
れ
て
い
た
、
血
液
学
の
授

業
で
す
。
玉
井
先
生
の
授
業
は

と
て
も
明
快
で
聞
き
心
地
が
良

く
、
授
業
の
中
で
「
こ
れ
が
大

切
で
す
よ
」
と
明
確
に
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
思

い
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
自

分
が
学
生
さ
ん
に
教
え
る
立
場

に
な
り
、
大
切
な
こ
と
を
人
に

医
学
教
育
学
講
座
　
助
教
　
野
　
村
　
　
　
理

麻
酔
科
　
助
教
　
中
　
井
　
希
紫
子

が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
義
動
画
を

作
成
す
る
負
担
を
軽
減
す
る
試

み
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
は
世
界
中
の
医

学
部
教
員
が
同
じ
悩
み
を
抱
え

て
い
る
も
の
と
思
い
、
医
学
教

育
研
究
と
し
て
そ
の
成
果
を
国

際
誌
に
報
告
致
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
最
近
知
っ
た
教
育
用

語
に
「
納
得
解
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
国
家
試
験
問
題

の
よ
う
な
唯
一
の
正
し
い
選
択

肢
（
絶
対
解
）
で
は
な
く
、
答

え
が
一
つ
で
は
な
い
課
題
に
つ

い
て
自
分
を
含
め
た
皆
が
納
得

で
き
る
解
を
導
き
出
す
力
を
意

味
し
、
平
成
二
十
九
年
の
文
部

科
学
省
「
新
し
い
学
習
指
導
要

領
の
考
え
方
」
で
も
、「
正
解

も
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ

や
価
値
観
も
異
な
る
こ
れ
か
ら

の
時
代
で
は
、
一
部
の
人
間
だ

け
で
は
な
く
全
員
が
考
え
、
悩

み
、
納
得
解
を
生
み
出
し
て
い

く
」
こ
と
の
重
要
性
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
医
学
生
と
接
し

て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
唯
一

の
「
正
解
」
を
求
め
て
い
る
よ

う
で
、
国
家
試
験
合
格
と
い
う

目
標
に
順
応
し
よ
う
と
し
て
い

る
結
果
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
彼
女
ら
に
、ChatGPT

が

す
ぐ
に
正
し
い
答
え
を
教
え
て

く
れ
る
よ
う
な
問
題
で
は
な

く
、「
正
解
が
な
い
」
課
題
を

考
え
て
み
る
こ
と
を
提
案
す
る

と
、
途
方
に
暮
れ
る
と
い
う
よ

う
な
光
景
を
見
か
け
ま
す
。
医

学
教
育
研
究
領
域
で
は
、
納
得

解
を
導
き
出
す
よ
う
な
能
力
を

P
h

ron
esis

（P
ractical 

w
isdom

：

実
践
知
）
と
呼
び

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
時
代
か
ら
唱
え
ら

れ
て
い
る
太
古
の
資
質
・
能
力

の
よ
う
で
す
が
、
四
択
の
中
に

生
き
る
医
学
生
に
、
納
得
解
を

導
く
こ
と
に
よ
る
実
践
的
な
判

断
能
力
を
ど
の
よ
う
に
し
て
育

む
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
今
回

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を

頂
い
た
身
と
し
て
考
え
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
度
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

伝
え
る
た
め
に
は
、
自
分
が
そ

の
内
容
を
深
く
理
解
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
そ

の
分
野
を
自
分
が
と
て
も
好
き

で
あ
れ
ば
知
識
だ
け
で
は
な
い

何
か
が
伝
わ
る
こ
と
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
医
学
教
育
者
と
し
て
の

自
分
に
、
大
き
な
励
ま
し
を
下

さ
っ
た
玉
井
先
生
の
授
業
に
、

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

四
年
次
の
座
学
が
、
五
年
次

の
臨
床
実
習
に
つ
な
が
り
、
現

場
で
よ
り
深
く
よ
り
面
白
く
医

学
を
学
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と

が
我
々
の
本
望
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
賞
に
ご
推
薦

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、日
々

私
に
御
指
導
下
さ
る
麻
酔
科
学

講
座
の
先
輩
方
、
一
緒
に
切
磋

琢
磨
し
て
く
だ
さ
る
同
僚
の
皆

様
の
支
え
と
励
ま
し
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

弘
前
大
学
医
学
部
お
よ
び
同

附
属
病
院
に
お
い
て
系
統
解

剖
、
病
理
解
剖
、
な
ら
び
に
法

医
解
剖
の
た
め
に
御
遺
体
を
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
御
霊
に
対
し
て

弔
意
を
捧
げ
る
た
め
、
弘
前
大

学
医
学
部
解
剖
体
慰
霊
祭
が
令

和
五
年
十
月
三
日
午
後
一
時
三

十
分
よ
り
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
は
弘
前
文
化
セ
ン

タ
ー
が
改
修
中
で
あ
っ
た
た
め

に
弘
前
市
民
会
館
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
折
り
し
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
活
動
制
限
が
撤
廃
さ
れ

た
今
年
度
は
、
弘
前
文
化
セ
ン

タ
ー
で
実
に
四
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
慰
霊
祭
に
は

ご
遺
族
六
十
二
名
な
ら
び
に
本

学
白
菊
会
会
員
三
十
二
名
の

方
々
に
ご
臨
席
賜
り
、
ま
た
各

方
面
か
ら
多
く
の
ご
来
賓
を
お

迎
え
し
、
医
学
科
お
よ
び
保
健

学
科
の
教
職
員
と
学
生
が
参
列

し
て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
に
先
立
ち
、
弘
前

大
学
医
学
部
管
弦
楽
団
に
よ
る

献
体
者
慰
霊
の
た
め
の
演
奏
が

行
わ
れ
、
会
場
全
体
が
粛
然
と

し
た
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
医
学
の
教
育
と
発

展
の
た
め
に
本
学
に
ご
献
体
い

た
だ
き
ま
し
た
御
霊
三
百
三
十

六
柱
に
対
し
て
参
列
者
全
員
に

よ
る
黙
祷
を
捧
げ
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。
続
い

て
、
ご
献
体
な
さ
れ
ま
し
た

方
々
（
ご
遺
族
の
お
許
し
が
得

ら
れ
た
方
の
み
）
の
ご
芳
名
が

奉
読
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

廣
田
和
美
医
学
部
長
よ
り
祭
詞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
の
に
引
き

続
き
、
医
学
科
二
年
生
の
阿
部

み
な
み
さ
ん
が
学
生
代
表
と
し

て
ご
献
体
い
た
だ
き
ま
し
た
諸

霊
に
対
す
る
深
い
感
謝
と
ご
遺

族
へ
の
厚
い
御
礼
の
意
が
込
め

ら
れ
た
弔
辞
を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
廣
田
医
学
部
長
、
袴

田
健
一
附
属
病
院
長
、
齋
藤
陽

子
保
健
学
科
長
、
福
田
眞
作
学

長
、
医
学
科
二
年
生
の
今
井
裕

弥
さ
ん
、
保
健
学
科
三
年
生
の

芳
野
歩
未
さ
ん
、
千
葉
正
司
白

菊
会
理
事
長
に
よ
る
代
表
献
花

が
行
わ
れ
、
袴
田
附
属
病
院
長

よ
り
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
へ
御
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
参
列
者

賞
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
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全
員
で
献
花
を
行
い
、
慰
霊
祭

は
滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

慰
霊
祭
終
了
後
に
、
医
学
部

教
職
員
は
ご
遺
族
な
ら
び
に
白

菊
会
会
員
の
方
々
と
と
も
に
弘

前
市
墓
地
公
園
に
あ
る
弘
前
大

学
慰
霊
施
設
に
参
拝
し
、
長
期

納
骨
施
設
に
献
体
者
名
簿
を
納

め
ま
し
た
後
、
黙
祷
を
捧
げ
、

医
学
部
長
に
よ
る
代
表
献
花
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
埋

骨
施
設
に
て
黙
祷
と
医
学
部

長
、
白
菊
会
理
事
長
、
続
い
て

参
列
者
に
よ
る
献
花
を
行
い
ま

し
た
。
最
後
に
筆
者
よ
り
ご
参

列
頂
き
ま
し
た
方
々
に
御
礼
の

ご
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
参
拝
式
は
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
さ
わ
や
か
な
風
が
吹

く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
と
同
じ
か
た
ち
で
式
典
を

執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
に
た
だ
ひ
た
す
ら
感
謝
を

感
じ
る
一
日
で
し
た
。

秋季学位記授与式
医学研究科長　廣田　和美

令和５年度

　

令
和
五
年
度
弘
前
大
学
及
び

弘
前
大
学
大
学
院
秋
季
学
位
記

授
与
式
が
、
令
和
五
年
九
月
二

十
九
日
㈮
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
、
弘
前
大
学
創
立
五
十
周
年

記
念
会
館
岩
木
ホ
ー
ル
に
お
い

て
行
わ
れ
、
五
十
一
名
に
学
位

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
秋
季
学

位
授
与
者
の
内
訳
は
、
学
士
学

位
授
与
者
二
十
一
名
、
修
士
学

位
授
与
者
六
名
、
博
士
学
位
授

与
者
二
十
四
名
（
こ
の
内
、
医

学
研
究
科
は
博
士
学
位
授
与
者

十
六
名
）
で
し
た
。
福
田
眞
作

学
長
よ
り
、
学
部
卒
業
生
お
よ

び
大
学
院
修
了
者
に
学
位
記
が

授
与
さ
れ
た
後
、
告
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

医
学
研
究
科
で
は
秋
季
学
位

授
与
者
が
毎
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
以
下

の
二
つ
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
一
つ
目
は
、
四
年
の
修
業

年
限
内
に
修
了
で
き
る
学
生
が

減
少
し
た
こ
と
で
す
。
大
学
院

が
部
局
化
さ
れ
た
平
成
十
九
年

度
か
ら
、
学
位
論
文
と
し
て
提

出
さ
れ
る
論
文
は
す
べ
て
査
読

制
の
あ
る
雑
誌
に
採
択
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

結
果
、
な
か
な
か
論
文
が
採
択

さ
れ
ず
、
四
年
生
と
し
て
留
年

す
る
学
生
が
増
加
し
た
こ
と
で

す
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
修

業
年
限
短
縮
制
度
を
用
い
て
修

了
す
る
学
生
が
増
え
て
い
る
こ

と
で
す
。
医
学
研
究
科
で
は
、

優
れ
た
研
究
業
績
を
上
げ
た
学

生
に
つ
い
て
は
、
三
年
あ
る
い

は
三
年
半
で
修
了
す
る
こ
と
が

で
き
る
修
了
年
限
短
縮
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
春

季
入
学
で
半
年
早
く
修
了
す
る

学
生
と
秋
季
入
学
で
一
年
早
く

修
了
す
る
学
生
は
、
秋
季
学
位

記
授
与
式
で
学
位
を
授
与
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
度

の
医
学
研
究
科
の
秋
季
修
了
生

は
甲
が
十
五
名
（
論
文
提
出
に

よ
る
乙
一
名
）
で
し
た
が
、
そ

の
内
五
名
は
修
業
年
限
短
縮
が

認
め
ら
れ
て
修
了
さ
れ
た
方
で

し
た
。
論
文
の
質
を
評
価
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
今
回
の
修
了
生
の
学
位

論
文
は
何
れ
も
素
晴
ら
し
い
内

容
で
し
た
。

　

弘
前
大
学
第
四
期
中
期
目
標

に
も
「
真
理
の
探
究
、
基
本
原

理
の
解
明
や
新
た
な
発
見
を
目

指
し
た
基
礎
研
究
と
個
々
の
研

究
者
の
内
在
的
動
機
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
学
術
研
究
の
卓
越

性
と
多
様
性
を
強
化
す
る
。
併

せ
て
、
時
代
の
変
化
に
依
ら

ず
、
継
承
・
発
展
す
べ
き
学
問

分
野
に
対
し
て
必
要
な
資
源
を

確
保
す
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

で
す
の
で
、
こ
の
目
標
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
は
、
若
い
皆
さ

ん
の
今
後
の
活
躍
が
重
要
で

す
。
つ
ま
り
、
学
位
取
得
は
終

着
点
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
と
言
う
こ
と
で

す
。
修
了
生
の
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ

り
お
慶
び
申
上
げ
ま
す
。
そ
し

て
、
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を

心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度 

弘
前
大
学
医
学
部 

医
学
科
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
開
催
し
て

入
試
専
門
委
員
長
　
上
　
野
　
伸
　
哉

（
脳
神
経
生
理
学
講
座
　
教
授
）

　

令
和
五
年
八
月
七
日
㈰
一
三

時
か
ら
医
学
部
基
礎
大
講
堂
に

お
い
て
弘
前
大
学
医
学
部
医
学

科
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
全
国

的
に
異
常
な
暑
さ
に
見
舞
わ

れ
、
八
月
十
日
に
は
弘
前
も
観

測
史
上
一
位
の
三
九
・
三
度
を

記
録
し
ま
し
た
。
連
日
の
暑
さ

に
も
関
わ
ら
ず
、
当
日
は
多
く

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
エ
ア
コ

ン
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
な
が
ら
以

下
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
行
し
ま

し
た
。
弘
前
大
学
医
学
部
医
学

科
Ｐ
Ｒ
動
画
（https://w

w
w

.
m

ed.hirosaki-u.ac.jp/w
eb/

m
ovie.htm

l

）
を
視
聴
、
⑴
医

学
部
長 

廣
田
先
生
よ
り 

「
弘

前
大
学
医
学
部
の
歩
み
と
こ
れ

か
ら
」、
⑵
学
務
委
員
長 

鬼
島

先
生
よ
り
「
弘
前
大
学
医
学
部

医
学
科
の
国
際
認
証
を
踏
ま
え

た
教
育
」、
⑶
入
試
専
門
委
員

長 

上
野
よ
り
「
弘
前
大
学
総

合
型
選
抜
入
試
の
概
要
」
に
つ

い
て
講
義
を
行
っ
た
後
、
⑷
青

森
県
健
康
福
祉
部
よ
り
「
弘
前

大
学
医
師
修
学
資
金
支
援
制
度

に
つ
い
て
」
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
総
合

型
選
抜
入
試
の
出
願
予
定
者
が

主
な
対
象
で
、
青
森
県
を
中
心

に
東
北
六
県
お
よ
び
北
海
道
出

身
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

例
年
約
百
名
程
度
で
推
移
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
も
九
十
八

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
医

学
部
医
学
科
の
総
合
型
選
抜
入

試
の
募
集
は
す
べ
て
地
域
枠
と

な
っ
て
お
り
、「
青
森
県
内
枠
」

お
よ
び
「
北
海
道
・
東
北
枠
」

が
あ
り
ま
す
。「
青
森
県
内
枠
」

の
要
件
は
、
①
入
学
者
は
〝
青

森
県
弘
前
大
学
医
師
修
学
資

金
〟
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
。

②
卒
業
後
直
ち
に
〝
青
森
県
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
〟

に
し
た
が
っ
て
臨
床
研
修
を
含

む
九
年
間
（
内
四
年
間
は
医
師

の
不
足
し
て
い
る
地
域
）
医
療

に
従
事
す
る
こ
と
。
こ
の
二
つ

を
遵
守
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、「
北
海
道
・
東

北
枠
」
は
②
の
み
が
要
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
枠

で
の
入
学
者
は
、
卒
業
後
は
青

森
県
内
の
研
修
医
と
な
り
、
さ

ら
に
は
青
森
県
の
医
療
を
支
え

る
人
材
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

猛
暑
の
な
か
、
ス
ク
ー
リ
ン

グ
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
青
森

県
健
康
福
祉
部
、
大
学
教
員
及

び
事
務
の
方
々
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

中
学
生
と
医
師
と
の

　
　
　
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
務
委
員
長
　
鬼
　
島
　
　
　
宏

（
医
学
教
育
学
講
座
　
教
授
）

　

将
来
医
療
職
を
目
指
す
中
学

生
を
対
象
と
し
た
「
医
師
と
の

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
令
和

五
年
八
月
九
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
二
十
六
年
か
ら
開

始
さ
れ
た
こ
の
事
業
は
、
弘
前

市
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
医

学
研
究
科
が
共
催
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
十
年
目

と
な
り
ま
す
。
弘
前
市
内
の
五

中
学
校
か
ら
十
二
名
の
中
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

医
学
研
究
科
長
と
教
育
委
員

会
・
教
育
長
の
挨
拶
後
の
実
際

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、午
前
の「
医

学
生
の
交
流
」、「
医
療
現
場
視

察
」、
午
後
の
「
医
師
と
の
交

流
・
意
見
交
換
」
の
三
部
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
学
科
生

五
名
（
四
年
次
～
六
年
次
）
と

の
交
流
で
は
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
や

意
見
交
換
・
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
医
療
器
具

を
用
い
て
血
圧
測
定
・
瞳
孔
反

射
・
腱
反
射
を
体
験
し
、シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
身
体
所
見

を
取
る
実
習
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。
医
療
現
場
視
察
は
、
附
属

病
院
病
理
部
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
中
学
生
の
皆
さ

ん
は
、
医
療
用
ガ
ウ
ン
・
医
療

用
手
袋
を
身
に
つ
け
る
と
多
少

緊
張
感
が
漂
い
ま
し
た
が
、
臆

す
る
こ
と
な
く
実
際
の
病
理
標

本
（
脳
・
心
臓
な
ど
）
を
手
に

取
り
な
が
ら
、
病
気
の
本
態
や

医
療
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
昼
食
後
は
、
附
属
病

院
で
活
躍
し
て
い
る
斎
藤
敦
志

教
授
（
脳
神
経
外
科
）・
対
馬

史
泰
医
師
（
放
射
線
診
断
科
）

と
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
か
ら
は
様
々
な
質
問
が

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
医
師
と

し
て
自
ら
の
体
験
意
見
を
も
と

に
、
大
変
さ
も
あ
る
が
や
り
が

い
や
喜
び
が
大
き
い
旨
を
語
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
に
と
っ
て
は
普
段
体

　

令
和
五
年
九
月
八
日
の
十
八

時
か
ら
二
時
間
に
渡
っ
て
、
弘

前
大
学
医
学
部
講
義
棟
に
て

「
種
々
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾

患：

そ
の
病
態
と
治
療
」
と
題

し
た
公
開
講
座
が
、
四
十
二
名

の
市
民
の
方
を
迎
え
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流

行
に
よ
り
、
予
定
が
伸
び
伸
び

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
が
五
類
と
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
対
面
に
て
久
し
ぶ
り
の
現
地

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
一
と
し
て
、
耳
鼻
咽
喉

科
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座
の
松

原
が
「
腸
内
細
菌
は
ア
レ
ル

ギ
ー
と
関
係
す
る
か
？
」
の
タ

イ
ト
ル
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
基

本
的
な
話
題
か
ら
、
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
近
年
に
な
り
花
粉
症
患
者

が
増
加
し
て
い
る
疫
学
調
査
の

話
、
さ
ら
に
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
る
腸
内
細
菌
と
ア
レ
ル

ギ
ー
の
関
係
や
乳
酸
菌
や
ビ

フ
ィ
ズ
ス
菌
摂
取
に
よ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
治
療
（
プ
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ク
ス
）
な
ど
に
つ
い
て
幅

広
く
解
説
し
ま
し
た
。
講
演
二

の
テ
ー
マ
は
、
臨
床
検
査
医
学

講
座
／
呼
吸
器
学
講
座
の
糸
賀

令
和
５
年
度
弘
前
大
学
大
学
院 

医
学
研
究
科
公
開
講
座 

「
種
々
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患：

そ
の
病
態
と
治
療
」

【
開 

催 

報 

告
】

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座
　
教
授
　
松
　
原
　
　
　
篤

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

験
で
き
な
い
附
属
病
院
で
の
医

療
現
場
を
視
察
で
き
た
こ
と
に

加
え
て
、
現
役
の
医
学
生
や
医

師
か
ら
直
接
話
が
聞
け
た
こ
と

は
有
意
義
で
あ
っ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
中
学
生
の
皆
さ
ん

の
瞳
が
と
て
も
輝
い
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
か
ら
将
来
、

医
療
・
医
学
を
担
う
人
材
が
出

て
く
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
い

た
し
ま
す
。
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令
和
五
年
十
月
二
十
八
日

に
、
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
「
健
康
・
医
療
講
演
会
」

が
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
最
近
の

話
題
に
つ
い
て
知
ろ
う
」
と
の

テ
ー
マ
で
三
沢
市
の
「
き
ざ
ん

三
沢
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
三
十
八
名
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
会
に
先
立
ち
、
三
沢

市
立
三
沢
病
院
事
業
管
理
者 

伊
藤
悦
朗
先
生
が
ご
挨
拶
さ

れ
、
近
年
の
増
加
す
る
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
、
最
新
の

正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
講
師
は
、
三
沢
市

立
三
沢
病
院
小
児
科　

鈴
木
友

希
先
生
と
弘
前
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸

部
外
科
学
講
座
・
教
授　

松
原

篤
先
生
で
し
た
。

　

鈴
木
先
生
は
、「
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
を
正
し
く
知
る
︱
最
近

の
話
題
も
含
め
て
︱
」
と
題

し
、
多
様
化
し
て
い
る
食
物
ア

令
和
５
年
度
弘
前
大
学
大
学
院
医
学 

研
究
科
「
健
康
・
医
療
講
演
会
」「
ア
レ
ル

ギ
ー
の
最
近
の
話
題
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

【
開 

催 

報 

告
】

正
道
先
生
の
「
気
管
支
喘
息
と

好
酸
球
」
で
す
。
喘
息
に
よ
る

死
亡
者
数
は
、
こ
こ
二
十
年
で

減
り
続
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、

未
だ
に
年
間
千
人
程
度
が
亡
く

な
っ
て
い
る
と
の
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
話
題
か
ら
始
ま
り
、
喘
息

の
病
態
や
治
療
、
性
ホ
ル
モ
ン

で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
気
道

炎
症
に
関
与
す
る
か
も
し
れ
な

い
な
ど
、
か
な
り
高
度
な
内
容

を
判
り
易
く
ユ
ー
モ
ア
も
交
え

な
が
ら
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

講
演
三
は
、
皮
膚
科
学
講
座
の

赤
坂
英
二
郎
先
生
の
「
教
え

て
ー
な
る
ほ
ど
！
こ
こ
ま
で
進

ん
だ
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治

療
」
の
お
話
で
す
。
沢
山
の
皮

膚
の
写
真
を
供
覧
し
な
が
ら
、

乳
児
か
ら
成
人
ま
で
多
く
の
方

が
悩
ん
で
い
る
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
の
病
態
や
治
療
に
つ
い

て
、
従
来
の
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏

だ
け
で
な
く
、
Ｊ
Ａ
Ｋ
阻
害
薬

の
外
用
剤
や
抗
体
製
剤
の
注
射

広
報
副
委
員
長
　
掛
　
田
　
伸
　
吾

（
放
射
線
診
断
学
講
座
）

レ
ル
ギ
ー
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
感
染
経
路
、
症
状
に
つ
い

て
、
実
際
の
症
例
を
教
材
に
解

説
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
ク

ル
ミ
や
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
等
に

よ
る
木
の
実
ア
レ
ル
ギ
ー
が
、

小
児
期
で
増
加
し
て
い
る
点
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
最

後
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
初

期
対
応
で
用
い
ら
れ
る
エ
ピ
ペ

ン
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
エ

ピ
ペ
ン
は
速
や
か
に
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
を
注
射
す
る
注
射
針
一
体

型
自
己
注
射
用
製
剤
で
す
が
、

参
加
者
は
実
習
用
の
エ
ピ
ペ
ン

を
手
に
し
、
鈴
木
先
生
の
熱
意

の
こ
も
っ
た
実
演
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
松
原
篤
先
生
は

「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
感
作
と
発
症

︱
疫
学
調
査
か
ら
腸
内
細
菌
の

話
題
を
含
め
て
︱
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に

ア
レ
ル
ギ
ー
の
免
疫
反
応
の
機

序
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も

「
感
作
」
と
「
発
症
」
の
違
い

に
つ
い
て
の
説
明
は
、
病
院
で

の
検
査
結
果
の
解
釈
に
つ
い
て

患
者
目
線
に
た
っ
た
大
変
役
立

つ
情
報
で
し
た
。
ま
た
青
森
県

で
増
加
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
実

態
を
最
新
の
調
査
結
果
を
提
示

し
な
が
ら
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
の
ひ
と
つ
で
あ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
に
お
け
る

腸
内
環
境
の
重
要
性
に
つ

い
て
は
、
腸
内
環
境
改
善

の
カ
ギ
と
な
る
シ
ン
バ
イ

オ
テ
ィ
ク
ス
（
善
玉
菌
を

食
べ
る
こ
と
、
腸
で
育
て

る
こ
と
の
両
方
を
行
う
こ

と
）
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

を
紹
介
さ
れ
、
善
玉
菌
を

腸
で
育
て
る
プ
レ
バ
イ
オ

テ
ィ
ク
ス
の
重
要
性
に
つ

い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
先
生
が
調
査
さ
れ
た

岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
デ
ー
タ
は
興
味
深

（左から）掛田伸吾教授、松原篤教授、 
鈴木友希医師、伊藤悦朗事業管理者

会場の様子

「
次
世
代
の
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

「
次
世
代
の
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
養
成
プ
ラ
ン
」
に
採
択
さ
れ
て

ル
養
成
プ
ラ
ン
」
に
採
択
さ
れ
て

腫
瘍
内
科
学
講
座
　
教
授
　

腫
瘍
内
科
学
講
座
　
教
授
　
佐
　
藤
　
　
　
温

佐
　
藤
　
　
　
温

　

文
部
科
学
省
令
和
五
年
度
大

学
教
育
再
生
戦
略
推
進
費
「
次

世
代
の
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
」
に
東
北
大

学
（
主
幹
）、
秋
田
大
学
、
山

形
大
学
、
福
島
県
立
医
科
大

学
、
新
潟
大
学
、
弘
前
大
学
の

六
大
学
が
連
携
し
て
申
請
し
た

「
東
北
広
域
次
世
代
が
ん
プ
ロ

養
成
プ
ラ
ン
」（
以
下
、
本
事

業
）
が
こ
の
度
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
弘
前
大
学
に

お
け
る
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
養
成
事
業
は
、
平
成
十
九

年
度
よ
り
東
北
三
県
四
大
学
、

平
成
二
十
四
年
度
よ
り
連
続
二

期
、
北
東
北
二
県
及
び
首
都
圏

の
六
大
学
と
連
携
し
、
計
三
期

十
五
年
間
に
わ
た
り
、
が
ん
医

療
・
が
ん
教
育
向
上
に
向
け
た

事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
四
期
募
集
で
は
、

が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
人

材
育
成
の
強
化
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
施
策
と
し
て
の
視
点
か

ら
、
が
ん
医
療
の
現
場
で
顕
在

化
し
て
い
る
課
題
に
対
応
す
る

人
材
、
が
ん
予
防
の
推
進
を
行

う
人
材
、
新
た
な
治
療
法
を
開

発
で
き
る
人
材
等
の
が
ん
専
門

医
療
人
材
を
養
成
す
る
拠
点
を

大
学
間
連
携
で
形
成
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
が
ん
医
療
の
展
開
を

考
え
る
と
き
、
地
域
問
題
を
抱

え
る
東
北
地
方
で
ま
と
ま
っ
て

事
業
展
開
を
す
る
こ
と
に
大
き

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

第
三
期
事
業
終
了
後
よ
り
、
東

北
六
大
学
（
岩
手
医
科
大
学
は

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
）
及
び
新

潟
大
学
が
連
携
し
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
本
事
業
は
、

六
大
学
院
に
新
た
に
五
十
六
教

育
コ
ー
ス
を
設
置
し
、
こ
の
地

域
の
国
内
有
数
の
関
連
組
織
イ

ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
広
域
・
先

進
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
、
が
ん
医
療
提
供
体
制
を
支

え
る
基
盤
と
し
て
東
北
各
県
の

が
ん
対
策
に
寄
与
し
て
い
き
ま

す
。
実
践
の
場
所
を
大
学
間
で

補
完
し
合
い
、
実
効
性
を
伴
う

教
育
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
患
者
（
団
体
）・
行
政
と

も
連
携
し
て
新
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。
各
大

学
の
特
色
に
応
じ
た
が
ん
専
門

医
療
職
育
成
の
教
育
コ
ー
ス
を

立
ち
上
げ
、す
べ
て
の
講
義（
約

九
十
講
義
）
は
e
ラ
ー
ニ
ン
グ

で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
、
学

生
・
研
修
医
向
け
の
各
種
セ
ミ

ナ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

等
、
各
大
学
が
協
働
し
て
新
た

な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材
を
育

成
し
ま
す
。
本
学
で
は
教
育

コ
ー
ス
と
し
て
、
大
学
院
コ
ー

ス
『
地
域
が
ん
医
療
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
』『
地

域
が
ん
医
療
を
推
進
す
る
次
世

代
病
理
診
断
医
育
成
コ
ー
ス
』

『
地
域
が
ん
医
療
を
推
進
す
る

次
世
代
放
射
線
治
療
医
育
成

コ
ー
ス
』
の
三
コ
ー
ス
を
立
ち

上
げ
て
お
り
ま
す
。
大
学
院

コ
ー
ス
は
、
令
和
六
年
四
月
開

始
（
令
和
五
年
十
一
月
募
集
開

始
）
で
、
す
で
に
多
く
の
講
座

の
先
生
方
に
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
三
期
事
業
ま
で

は
、
大
学
院
医
学
専
攻
腫
瘍
制

御
科
学
領
域
に
限
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
が
ん
に
携
わ
る
大

学
院
講
座
は
他
領
域
に
も
多

く
、
本
事
業
で
は
、
あ
ら
た
め

て
医
科
学
専
攻
全
体
の
領
域
に

広
げ
て
参
画
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
是
非
各
講
座
で
青
森

県
の
将
来
を
見
据
え
て
の
が
ん

専
門
医
療
人
材
育
成
に
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
『
地
域
が
ん
医
療
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
』
は
、

が
ん
専
門
医
の
習
得
の
み
な
ら

ず
、
地
域
が
ん
医
療
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
自
ら
地
域
が
ん

医
療
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
を

抽
出
し
、
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
、

需
要
を
受
け
入
れ
、
多
職
種
連

携
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
等
、
次

世
代
の
が
ん
に
関
わ
る
医
療
人

を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

材
の
養
成
を
目
標
と
し
ま
す
。

　
『
地
域
が
ん
医
療
を
推
進
す

る
次
世
代
病
理
診
断
医
育
成

コ
ー
ス
』
で
は
、
が
ん
医
療
に

携
わ
る
専
門
医
と
し
て
、
正
確

な
診
断
、
治
療
選
択
の
上
で
重

要
に
な
る
様
々
な
組
織
情
報
の

提
供
、
そ
し
て
新
規
治
療
法
や

治
療
薬
に
よ
る
効
果
判
定
や
副

作
用
の
解
明
等
が
実
践
で
き
る

よ
う
、
遺
伝
子
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
分
子
病
理
学
的
解
析

を
実
践
し
、
臨
床
現
場
に
積
極

的
に
還
元
で
き
る
次
世
代
の
病

理
医
を
養
成
し
ま
す
。『
地
域

が
ん
医
療
を
推
進
す
る
次
世
代

放
射
線
治
療
医
育
成
コ
ー
ス
』

で
は
、
が
ん
医
療
の
現
場
に
お

い
て
、
緩
和
的
放
射
線
治
療
か

ら
高
精
度
放
射
線
治
療
さ
ら
に

核
医
学
治
療
や
小
線
源
治
療
も

含
め
た
質
の
高
い
専
門
医
療
を

個
々
の
患
者
さ
ん
の
病
態
に
応

じ
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
地
域
が
ん
診
療
拠
点
病
院

に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
医
師
を
養
成
す

べ
き
人
材
像
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
格
差
に
加
え
急
速
な
が

ん
医
療
の
高
度
化
に
伴
い
、
医

療
現
場
で
顕
在
化
し
た
課
題
や

が
ん
予
防
の
推
進
、
新
た
な
治

療
法
の
開
発
等
の
課
題
が
浮
上

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
が
ん
医

療
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
医
療
人
養
成
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
が
ん
医
療
現
場
で

は
様
々
な
領
域
で
人
材
不
足
が

生
じ
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
か

ら
最
新
治
療
ま
で
、
が
ん
医
療

に
つ
な
が
る
多
様
な
人
材
の
参

画
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
是

非
、
興
味
を
も
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

い
も
の
で
し
た
。
最
後
に
は
、

水
溶
性
食
物
繊
維
を
多
く
含
ん

だ
松
原
家
の
秘
伝
メ
ニ
ュ
ー
も

ご
披
露
い
た
だ
き
会
場
は
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
質
疑
応

答
で
は
、
参
加
者
の
方
々
の
理

解
が
深
ま
る
、
講
師
や
司
会
の

間
で
の
活
発
な
や
り
取
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
子
育

て
世
代
の
女
性
の
参
加
者
が
多

く
、
な
か
に
は
教
育
関
係
の
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
講
師
の
先

生
方
の
お
話
は
、
系
統
的
、
か

つ
実
践
的
で
あ
り
、
真
剣
に
メ

モ
を
と
る
参
加
者
の
様
子
は
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
へ
の
関
心
の
高

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
今
回

の
講
演
は
三
沢
市
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
て
放
送
さ
れ
る
予
定

で
す
。
日
程
は
未
定
で
す
が
、

そ
の
際
は
ご
視
聴
、
お
声
が
け

に
つ
き
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

薬
な
ど
最
新
の
治
療
に
つ
い
て

判
り
易
く
解
説
頂
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
顔
面
の
重
症
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
よ
る
か
ゆ
み

が
原
因
で
網
膜
剥
離
を
き
た
し

た
症
例
は
驚
き
の
一
言
で
、
皮

膚
科
医
に
よ
る
正
し
い
治
療
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
活
発
な

Q
 and A

が
行
わ
れ
ア
ン
ケ
ー

ト
に
も
記
載
し
て
頂
き
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
興

味
深
い
内
容
ば
か
り
で
、
と
て

も
お
も
し
ろ
く
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。」、「
医
療
の
進
歩
は
す

ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。」

な
ど
の
好
意
的
な
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
、
ご
来
場
の
多
く
の
方

に
ご
満
足
頂
け
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
回
の
公
開
講
座
が
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
病
態
や

治
療
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

得
る
一
助
に
な
れ
た
の
で
あ
れ

ば
幸
い
で
す
。

文
部
科
学
省



医学部ウォーカー第 107 号令和 5年 12 月 20 日

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

学学
生生
だだ
よよ
りり

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修

学生
だより「

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
」

「
ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
」

ハ
ワ
イ
大
学
夏
期
研
修
を
通
し
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
期
研
修
を
通
し
て

ハ
ワ
イ
大
学
式
医
学
教
育
を
体
験

ハ
ワ
イ
大
学
式
医
学
教
育
を
体
験

ハ
ワ
イ
大
学
研
修
に
参
加
し
て

ハ
ワ
イ
大
学
研
修
に
参
加
し
て

ハ
ワ
イ
で
医
学
を
学
ぶ

ハ
ワ
イ
で
医
学
を
学
ぶ

医
学
科
五
年
　
伊
　
東
　
な
つ
み

医
学
科
五
年
　
藤
　
田
　
爽
　
佳

医
学
科
五
年
　
関
　
　
　
美
　
齢

医
学
科
四
年
　
佐
　
藤
　
宗
二
郎

医
学
科
三
年
　
安
　
藤
　
舞
　
佳

　

今
回
、H

CCPP

と
い
う
実

習
が
あ
る
と
知
っ
た
一
年
生
の

頃
か
ら
、
是
非
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
初

め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
運
営
に
携
わ
っ
て
下

さ
っ
た
先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
、
私
た
ち
生
徒
を
思
い

や
る
気
持
ち
に
感
動
と
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
の
実
習
期

間
で
し
た
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
た
実
習
は
、

Injection Clinic

で
す
。
筋
肉

内
注
射
・
皮
内
注
射
・
皮
下
注

射
を
学
生
同
士
で
行
い
ま
し

た
。
説
明
の
後
に
習
う
よ
り
慣

　

私
はH

CCPP

と
い
う
ハ
ワ

イ
大
学
で
の
五
日
間
の
研
修
と

三
日
間
の
病
院
見
学
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
将
来
世
界
に
出
る
こ

と
に
興
味
が
あ
っ
た
た
め
、
医

学
英
語
を
学
び
実
際
に
使
う
場

面
が
あ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ

応
募
し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、

ハ
ワ
イ
大
学
の
医
学
生
と
の
Ｐ

Ｂ
Ｌ
式
の
症
例
検
討
や
模
擬
患

者
さ
ん
と
の
禁
煙
外
来
、
い
く

つ
か
の
病
院
見
学
を
通
し
て
、

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
医
療
や
医

学
教
育
の
違
い
を
学
ん
だ
り
、

新
た
な
視
点
に
触
れ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

「
ア
メ
リ
カ
に
い
れ
ば
、
日
本

語
が
で
き
る
こ
と
は
一
つ
の
強

み
に
な
る
」
と
い
う
ハ
ワ
イ
で

開
業
し
て
い
る
日
本
人
医
師
の

言
葉
で
す
。
英
語
が
第
一
言
語

で
な
い
こ
と
を
消
極
的
に
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
外
国
に
い
る

日
本
人
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
医

　

夏
季
休
暇
中
の
八
月
二
十
一

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
ハ
ワ

イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
研
修

は
米
国
の
医
学
教
育
を
体
験
す

る
こ
と
を
主
旨
と
し
て
米
国
国

外
の
医
学
生
向
け
に
開
催
さ
れ

て
お
り
、
実
際
の
内
容
と
し
て

は
、
注
射
や
挿
管
、
気
管
支
鏡

な
ど
の
手
技
体
験
、
医
療
面

接
、
身
体
診
察
、
小
児
救
急
・

心
肺
蘇
生
の
実
習
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
、

文
化
体
験
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

　

初
め
て
の
ハ
ワ
イ
で
し
た

が
、
到
着
し
て
思
っ
た
の
は
、

意
外
と
涼
し
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
四
十
℃
に
迫
る
弘
前
よ

り
も
ハ
ワ
イ
の
方
が
緯
度
的
に

　

私
は
八
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
、
ハ
ワ
イ
大
学
で
行
わ

れ
た
夏
季
研
修
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修

は
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、「
驚

き
と
発
見
の
連
続
の
日
々
」
で

し
た
。
日
本
と
米
国
の
文
化
や

医
学
教
育
、
医
療
の
違
い
は
と

て
も
興
味
深
く
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
南
国
の
太

陽
光
が
溢
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
生
徒
た
ち
が
真
剣
で
あ
り

れ
ろ
と
い
う
こ
と
で
実
際
に
注

射
す
る
と
指
示
を
受
け
た
と
き

は
驚
き
ま
し
た
が
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。JA

BSO
M

の
生
徒
は
初
め
て
の
実
習
で
、

い
き
な
り
お
互
い
に
予
防
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
注
射
を
打
っ
た
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
医
学
の
勉

強
は
、
実
際
に
経
験
し
た
方
が

紙
で
勉
強
す
る
よ
り
早
い
分
野

が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

Injection Clinic

は
そ
の
最
た

る
も
の
の
一
つ
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
米
国
の
医
学
教
育
で

は
、
と
に
か
く
生
徒
を
褒
め
て

教
育
す
る
と
い
う
の
が

印
象
的
で
し
た
。
些
細

な
こ
と
で
も
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
で
必
ず
良
か
っ

た
と
指
摘
し
て
下
さ

り
、
模
擬
患
者
さ
ん
と

の
実
習
で
自
信
を
も
っ

て
問
診
で
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
て
初
め
て
気
付
い
た

こ
と
は
、
弘
前
大
学
で

学
ん
だ
実
習
内
容
が
世

界
に
通
用
す
る
も
の
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
特

に
四
年
次
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

を
始
め
、
五
年
次
の
臨

床
実
習
で
ご
指
導
下

さ
っ
た
先
生
方
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

療
を
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
英
語
診
療
が
不

安
な
日
本
人
も
自
宅
で
の
ケ
ア

や
処
方
薬
の
説
明
を
日
本
語
で

受
け
ら
れ
る
た
め
安
心
感
が
得

ら
れ
、
外
国
人
の
中
に
は
日
本

は
治
安
が
よ
い
と
い
う
文
化
的

背
景
か
ら
家
族
も
安
心
し
て
受

診
で
き
る
と
話
す
方
も
い
る
そ

う
で
す
。
自
分
の
強
み
を
知

り
、
そ
の
地
で
何
を
活
か
せ
る

か
を
考
え
な
が
ら
医
師
と
し
て

成
長
し
て
い
き
た
い
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

医
療
面
接
実
習
で
し
た
。
こ
の

実
習
で
は
、
実
際
の
診
察
室
を

模
し
た
部
屋
で
、
模
擬
患
者
一

名
に
対
し
て
学
生
一
名
が
八
分

間
で
問
診
や
身
体
診
察
を
行
い

ま
す
。
診
察
の
様
子
は
録
画
さ

れ
、
各
学
生
の
診
察
の
様
子
を

医
師
が
映
像
を
見
て
採
点
し
、

評
価
表
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
診
察

は
や
り
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
数
名
の

学
生
の
診
察
ビ
デ
オ
を
全
員
で

視
聴
し
、
良
い
点
や
改
善
す
べ

き
点
を
共
有
し
合
う
と
こ
ろ
ま

は
暑
そ
う
で
す
が
、
海
に
囲
ま

れ
て
い
る
か
ら
な
の
か
三
十
℃

に
い
か
な
い
く
ら
い
で
、
と
て

も
過
ご
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

研
修
で
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
、
医
療
面

接
、注
射
体
験
、聴
診
器
・

喉
頭
鏡
の
模
擬
練
習
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
す
べ
て
英
語
で
、
そ
れ

は
そ
れ
で
大
変
だ
っ
た
の

で
す
が
、
日
本
で
学
ん
だ

知
識
が
（
当
た
り
前
で
す

が
）
ち
ゃ
ん
と
通
じ
た
こ

な
が
ら
も
活
気
に
溢
れ
、
医
学

と
い
う
学
問
を
楽
し
ん
で
い
る

か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
医
師
へ
の
道
の
り
に

お
い
て
、
知
識
の
習
得
は
重
要

で
す
が
、
学
生
の
う
ち
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
、
医
学
を
楽
し
む

姿
勢
も
ま
た
重
要
で
あ
る
こ
と

を
現
地
の
大
学
生
と
の
交
流
の

中
で
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
研

修
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
医
療

面
接
を
通
じ
て
、「
挑
戦
す
る
」

と
い
う
気
持
ち
が
何
よ
り
も
大

切
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
日
本
人
は

よ
く
完
璧
な
英
語
を
求

め
が
ち
で
す
が
、
完
璧

な
英
語
よ
り
も
大
切
な

こ
と
は
、
患
者
さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

が
円
滑
な
医
療
へ
の
鍵

を
握
っ
て
い
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

で
あ
り
、
そ
の
指
導
の
入
念
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
米
国
で
は
こ

の
よ
う
に
模
擬
患
者
と
行
う
実

習
が
頻
回
に
あ
る
と
の
こ
と

で
、
日
本
の
医
学
教
育
と
の
違

い
の
一
部
を
体
験
で
き
、
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
臨
床

現
場
で
本
物
の
患
者
を
診
察
す

る
前
に
、
模
擬
患
者
と
十
分
に

練
習
し
、
客
観
的
な
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
受
け
、
改
善
点
を
把

握
・
意
識
し
な
が
ら
基
本
の
型

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム

が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
医
学

生
各
人
の
診
察
技

術
を
効
率
的
・
合

理
的
に
向
上
さ

せ
、
さ
ら
に
個
人

の
努
力
や
臨
床
現

場
で
の
指
導
や
巡

り
合
わ
せ
に
頼
り

す
ぎ
る
こ
と
な

く
、
一
定
の
診
察

能
力
を
得
ら
れ
る

と
い
っ
た
利
点
が

あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を

通
じ
て
、
国
は
異

な
っ
て
も
医
療
行

為
の
本
質
と
し
て

共
通
す
る
部
分

や
、
国
や
地
域
に

よ
っ
て
異
な
る
教
育
の
考
え
方

の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
改
め
て
医
学
の
科
学
性
や

医
学
教
育
と
い
う
分
野
の
多
様

性
と
重
要
性
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

本
研
修
で
の
経
験
は
き
っ
と

今
後
の
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
ど

こ
か
で
役
立
つ
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
四
年
ぶ
り
の
派
遣

再
開
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
関
係
者
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
や
は

りscience

と
し
て
の
医
学
は

世
界
共
通
な
の
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、
病
院
を
見
学
す

る
機
会
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
方
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し

た
が
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
病

院
で
は
、
主
治
医
制
で
は
な
く

オ
ン
コ
ー
ル
制
で
、
時
間
外
に

呼
び
出
し
が
か
か
る
こ
と
が 

な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
患
者
さ

ん
は
こ

の
医
師

が
担
当

す
る
、

で
は
な

く
、
こ

の
時
間

帯
は
こ

の
医
師

が
担
当

気管挿管の練習

す
る
、
の
よ
う
に
、
時
間
帯
で

区
切
ら
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で

す
。
日
本
の
主
治
医
制
は
、
患

者
さ
ん
を
最
後
ま
で
同
じ
医
師

が
診
る
た
め
、
患
者
さ
ん
か
ら

す
れ
ば
安
心
だ
と
思
う
一
方
、

ア
メ
リ
カ
の
オ
ン
コ
ー
ル
制

は
、
医
師
側
の
働
き
方
に
配
慮

さ
れ
た
や
り
方
だ
と
思
い
ま
し

た
。
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
こ
と
で

日
本
の
医
療
の
あ
り
方
を
相
対

的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
機

会
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
海
外
に

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
い

視
野
を
持
っ
て
目
の
前
の
や
る

べ
き
こ
と
に
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

ハ
ワ
イ
の
海
は
本
当
に
き
れ
い

で
し
た
。
十
年
ぶ
り
に
泳
ぎ
ま

し
た
。

ハワイの海
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（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

米
軍
三
沢
病
院
夏
季
研
修

米
軍
三
沢
病
院
夏
季
研
修

学生
だより米

軍
三
沢
病
院
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

米
軍
三
沢
病
院
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

米
軍
三
沢
病
院
夏
季
研
修

米
軍
三
沢
病
院
夏
季
研
修

ハ
ワ
イ
大
学
留
学
を
終
え
て

ハ
ワ
イ
大
学
留
学
を
終
え
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

「
ハ
ワ
イ
大
学
医
学
部
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
参
加
し
て
」

「
ハ
ワ
イ
大
学
医
学
部
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
参
加
し
て
」

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

ハ
ワ
イ
大
学
夏
季
研
修
に
参
加
し
て

医
学
科
五
年
　
石
　
井
　
美
　
凪

医
学
科
五
年
　
鈴
　
木
　
慈
　
乃

医
学
科
三
年
　
大
　
塚
　
理
　
子

医
学
科
三
年
　
小
　
島
　
未
　
穂

医
学
科
三
年
　
加
賀
沢
　
　
　
凜

医
学
科
五
年
　
河
　
田
　
沙
弥
佳

　

三
沢
で
の
研
修
は
、
青
森
県

に
い
な
が
ら
英
語
で
の
病
院
実

　

夏
休
み
中
の
五
日
間
、
米
軍

三
沢
病
院
で
夏
期
研
修
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
留

学
経
験
が
な
く
、
英
会
話
力
に

全
く
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
以
前
か
ら
海
外
に
興
味

が
あ
り
ア
メ
リ
カ
の
生
活
や
医

療
現
場
を
体
験
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
た
め
、
今
回
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
て
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
は
病
院
で
は
、
小
児
科
、

産
婦
人
科
、
内
科
、
救
急
科
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の

　

今
回JA

BSO
M

に
て
夏
季

研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
小
さ
い
頃
海
外
に
住
ん
で

い
た
こ
と
が
あ
り
、
自
分
の
英

語
力
を
試
し
た
い
、
ア
メ
リ
カ

の
医
療
に
触
れ
て
み
た
い
と
い

う
思
い
で
参
加
を
決
め
ま
し

た
。
大
学
入
学
前
よ
り
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
知
っ
て
い
た
た

め
、
参
加
が
決
定
し
て
本
当
に

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
で
は
英
語
で
の
講

義
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
、
身
体
診
察
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行

い
、
日
本
と
は
違
っ
た
形
で
医

学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

　

私
は
今
年
の
夏
、
ハ
ワ
イ
大

学
夏
季
研
修
とH

CCPP

に
参

加
し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
大
学
で

は
ア
メ
リ
カ
式
の
医
療
面
接
・

身
体
診
察
の
流
れ
を
講
義
や
実

　

私
は
8
／
21
～
8
／
25
に
開

催
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
大
学
医
学
部

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま

し
た
。
今
回
、
Ｗ
Ｓ
に
参
加
し

て
一
番
に
感
じ
た
こ
と
は
、
学

習
環
境
の
良
さ
で
す
。
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
学
生
の
使
用
で
き
る

個
室
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
す
る
部
屋
、

自
由
に
食
べ
れ
る
お
菓
子
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
学
生
が
自
主
的
に

勉
強
す
る
た
め
の
設
備
が
整
っ

て
い
ま
し
た
。
実
際
、
医
学
生

は
午
前
中
に
授
業
が
終
わ
っ
た

後
、
そ
れ
ら
の
部
屋
で
一
日
に

　

こ
の
度
、
ハ
ワ
イ
大
学
医
学

部
で
の
夏
季
研
修
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
一

年
次
の
ハ
ワ
イ
大
学
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
予
定
だ
っ
た
の
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
渡
航
直
前
に
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
リ
ベ
ン

ジ
の
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
海

外
研
修
は
英
語
力
向
上
を
目
的

と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
た

め
、
今
回
の
英
語
を
使
っ
て
医

習
を
経
験
で
き
る
う
え
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
も
経
験
で
き
ま
し

方
々
は
、
私
の
拙
い
英
語
を
嫌

な
顔
を
せ
ず
傾
聴
し
て
、
症
例

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て
く

だ
さ
り
、
常
に
親
切
に
接
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
ア
メ

リ
カ
と
日
本
の
医
療
の
違
い
に

つ
い
て
、
例
え
ば
日
本
で
は
医

師
が
い
る
部
屋
に
患
者
さ
ん
が

訪
れ
て
診
察
が
行
わ
れ
る
の
に

対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
医
師

が
患
者
さ
ん
の
い
る
部
屋
に
訪

れ
て
診
察
す
る
こ
と
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

食
事
に
つ
い
て
は
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
お
手
製
の
ヴ
ィ
ー
ガ
ン

た
。
ま
だ
臨
床
座
学
が
終
わ
っ

て
い
な
い
状
態
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
英

語
で
と
い
う
の
は
正
直
難
し

か
っ
た
で
す
が
、
自
分
か
ら
積

極
的
に
参
加
し
な
い
と
貴
重
な

機
会
を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
と

思
い
、
と
に
か
く
積
極
的
に
発

言
し
て
い
き
ま
し
た
。
間
違
え

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、JA

BSO
M

の
方
に
教
え

て
も
ら
う
な
ど
し
て
日
本
で
は

体
験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

H
CCPP

で
は
ハ
ワ
イ
で
働
く

日
本
人
の
先
生
方
と
お
話
を
し

た
り
、
病
院
見
学
な
ど
を

し
て
充
実
し
た
日
々
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
夢
を
持
た
な
い

ま
ま
今
ま
で
過
ご
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
留
学
を

通
し
て
ハ
ー
ド
か
も
し
れ

な
い
け
ど
挑
戦
し
て
み
た

い
夢
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
夢
を
持
つ
機

会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

関
係
者
の
皆
様
、
家
族
、

出
会
え
た
友
達
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

習
を
通
し
て
学
ん
だ
の
ち
、
実

際
に
現
地
の
模
擬
患
者
さ
ん
に

対
し
診
察
を
行
う
と
い
う
貴
重

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
他
に
も
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
や
実

六
～
七
時
間
、
自
主
的
に
勉
強

す
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
実
習

経
験
の
多
さ
に
も
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
患

者
を
模
し
た
人
形
や
呼
吸
器
・

内
視
鏡
の
検
査
を
す
る
部
屋
、

模
擬
患
者
さ
ん
の
診
察
を
す
る

部
屋
な
ど
実
習
経
験
を
積
む
た

め
の
設
備
が
整
っ
て
お
り
、
今

回
の
Ｗ
Ｓ
も
そ
れ
ら
の
設
備
を

使
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
ハ
ワ
イ

大
学
の
医
学
生
は
そ
れ
ら
の
設

備
を
使
う
の
は
主
に
一
年
生

で
、
二
年
生
に
な
る
と
臨
床
の

現
場
で
学
ん
で
い
く
と
い
う
点

で
す
。
こ
れ
ら
の
環
境
の
も
と

で
学
ぶ
ハ
ワ
イ
大
学
の
医
学
生

は
自
身
の
医
学
知
識
に
と
て
も

自
信
を
持
っ
て
い
て
、
私
自

身
、
今
ま
で
の
学
習
態
度
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
体
験
は
私
に
と
っ

て
何
も
の
に
も
代
え
難
い
貴
重

な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
体
験
を
実
現
す
る
た
め

に
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係

者
、
弘
前
大
学
の
金
銭
的
な
支

援
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

学
を
学
ぶ
と
い
う
一
段
上
の
内

容
に
対
し
て
自
信
が
な
く
、
応

募
す
る
ま
で
も
か
な
り
悩
ん
で

し
ま
っ
た
り
、
不
安
が
あ
っ
た

り
し
ま
し
た
。
実
際
行
っ
て
み

て
、
や
は
り
自
分
の
足
り
な
い

と
こ
ろ
ば
か
り
痛
感
し
た
の
で

す
が
、
今
は
本
当
に
行
く
決
断

を
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
現
地
の
学
生
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
や
、
同
じ
参
加
者

た
ち
の
積
極
的
な
姿
勢
に
と
て

も
刺
激
を
受
け
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
注
射
を
打
ち
合
っ

た
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

用
い
た
実
習
な
ど
で
、
実

践
的
な
形
式
で
学
ぶ
楽
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
研
修

を
通
し
た
新
し
い
出
会
い

や
、
英
語
は
も
ち
ろ
ん
医

学
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
た
こ
と

が
、
今
回
の
大
き
な
収
穫

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
後
も
可
能
性
を
広

げ
ら
れ
る
よ
う
な
チ
ャ
ン

際
に
学
生
同
士
で
注
射
を
行
う

実
習
な
ど
も
現
地
の
学
生
と
と

も
に
行
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

式
の
医
学
教
育
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
は

じ
め
と
し
た
参
加
型
の
教
育

や
、
心
音
や
呼
吸
音
、
脈
拍
な

ど
が
実
際
に
感
じ
ら
れ
る
高
機

能
の
マ
ネ
キ
ン
や
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
用
い
た
体
験
型
の
教
育

が
多
く
、
自
主
的
な
学
び
が
よ

り
求
め
ら
れ
る
環
境
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。H

CCPP

で
は
ハ
ワ
イ
で
働
く
日
本
人
の

医
師
の
方
々
か
ら
、U

SM
LE

取
得
ま
で
の
流
れ
や
キ
ャ
リ
ア

の
築
き
方
な
ど
を
直
接
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
、
大
変
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
様
々
な
大
学
の

学
生
と
話
す
中
で
、
海
外
で
の

研
修
に
お
い
て
交
通
費
や
宿
泊

費
を
こ
れ
だ
け
補
助
し
て
く
だ

さ
る
大
学
は
他
に
は
な
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私

た
ち
学
生
の
学
び
の
た
め
に
尽

力
し
て
く
だ
さ
る
弘
前
大
学
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
回
得
た

学
び
を
生
か
し
て
、
将
来
外
国

人
の
患
者
さ
ん
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
今
後
も
医
学
英
語
の

学
習
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

た
。
私
は
今
回
三
沢
研
修
に

行
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
感

じ
た
一
番
の
理
由
は
、
自
分
の

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
未
熟
さ
に
気
づ
け
た

か
ら
で
す
。

　

今
ま
で
は
英
語
が
好
き
で
勉

強
も
楽
し
ん
で
お
り
、
得
意
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

初
め
て
英
語
し
か
通
じ
な
い
環

境
に
身
を
置
い
た
時
、
簡
単
な

こ
と
も
瞬
時
に
思
い
つ
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
文
法
を
間
違

え
る
こ
と
が
怖
く
、
最
初
は
あ

ま
り
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

週
間
三
沢
で
過
ご
し
た
後
は
、

間
違
え
よ
う
と
も
、
簡
単
な
英

語
で
も
よ
い
か
ら
伝
え
よ
う
と

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ

と
、
相
手
は
理
解
し
よ
う
と
し

て
く
れ
て
お
り
自
分
が
思
っ
て

い
る
よ
り
も
言
い
た
い
こ
と
が

伝
わ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
後
で
ど
の
よ
う
に
言
う
べ

き
で
あ
っ
た
か
を
調
べ
、
次
の

機
会
に
使
う
こ
と
で
自
分
の
も

の
に
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
経
て
、
英
語
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
勉
強
に
邁
進
し
よ
う
と
思

え
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
ま
で
は

勇
気
が
出
ず
に
い
ま
し
た
が
、

将
来
は
留
学
な
ど
積
極
的
に
参

加
し
視
野
を
広
げ
成
長
し
て
い

き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
は
こ
の
様
な

機
会
を
設
け
て
下
さ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
、
や
ら

ぬ
後
悔
よ
り
や
る
後
悔
と
い
う

気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
い
で

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
海
外
研
修

に
お
い
て
多
大
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
た
弘
前
大
学
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

今
回
の
経
験
を
今
後
の
学
生
生

活
に
活
か
し
、
さ
ら
な
る
成
長

を
遂
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「
小
さ
な
ア
メ
リ
カ
」
で
の
出
会
い

「
小
さ
な
ア
メ
リ
カ
」
で
の
出
会
い

医
学
科
五
年
　
林
　
　
　
玲
　
奈

　

三
沢
駅
か
ら
車
で
十
分
ほ
ど

揺
ら
れ
る
と
、
景
色
が
が
ら
っ

と
変
わ
り
、
そ
こ
に
は
「
小
さ

な
ア
メ
リ
カ
」
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
幼
少
期
に
シ
ッ
ト
コ

ム
や
ア
ニ
メ
で
見
た
よ
う
な
魅

力
的
な
文
明
に
こ
ん
な
に
も
す

ぐ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
に
感

動
し
ま
し
た
。

　

幼
少
期
か
ら
抱
い
て
い
た
海

外
で
働
く
こ
と
に
対
す
る
興
味

に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
で

JRO
T

C

（
予
備
役
将
校
訓
練

課
程
）
と
い
う
授
業
を
受
け
軍

隊
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
今
回
の
研

修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

米
軍
病
院
の
中
で
特
に
印
象

に
残
っ
た
の
は
、
分
担
さ
れ
た

業
務
形
式
と
勤
務
環
境
の
良
さ

で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
Dr
と
Ns

の
他
に
、
Dr.
の
補
佐
を
す
る
PA

や
一
定
の
診
断
が
で
き
る
Ns
の

NP
な
ど
の
存
在
が
あ
り
、
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
同
士
が
ど
う
機
能
し

て
大
国
の
医
療
を
支
え
て
い
る

の
か
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、
家
族
の
予
定
で
会
議
が
中

止
さ
れ
た
り
、
授
乳
中
の
Dr
が

搾
乳
休
憩
を
と
っ
て
い
た
り
と

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
働
き
方
も
と

て
も
新
鮮
に
映
り
ま
し
た
。

　

語
学
に
関
し
て
は
個
人
的
に

大
き
な
成
長
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
、
英
語
は
、

キ
ャ
リ
ア
の
た
め
に
身
に
つ
け

る
べ
き
ス
キ
ル
な
ど
で
は
な

く
、
自
分
の
大
好
き
な
文
化
へ

よ
り
多
く
の
扉
を
開
い
て
く
れ

る
魔
法
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り

続
け
て
き
ま
し
た
。
特
に
国
際

的
繋
が
り
が
希
薄
で
あ
っ
た
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
は
、
語
学

学
習
が
最
も
簡
単
に
欧
米
文
化

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
手
段
で
あ

り
、
そ
れ
に
費
や
す
時
間
も
十

分
す
ぎ
る
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
時
間
を
か
け
て
得
た
学

び
は
、
今
回
の
経
験
を
よ
り
有

意
義
で
思
い
出
深
い
も
の
に
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ザ
ー
と
夜
中
ま
で
話
し
て
寝
不

足
に
な
っ
た
り
、
休
日
に
ゴ
ル

フ
に
出
か
け
て
延
泊
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
と
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
せ
ま
し
た
。
今
で
も
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
お
互
い
を

訪
ね
合
っ
た
り
フ
ェ
イ
ス
タ
イ

ム
を
し
た
り
し
て
交
流
し
て
い

ま
す
。
素
晴
ら
し
い
出
会
い
と

発
見
に
恵
ま
れ
た
一
週
間
で
し

た
。
私
の
思
い
出
を
特
別
な
も

の
に
し
て
下
さ
っ
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。

三
沢
米
軍
病
院
夏
期
研
修
に
参
加
し
て

三
沢
米
軍
病
院
夏
期
研
修
に
参
加
し
て

医
学
科
六
年
　
坂
　
本
　
香
　
琳

　

八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
一

日
の
五
日
間
、
三
沢
米
軍
病
院

で
実
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
習
し
た
科
は
、救
急
科
、

産
婦
人
科
、
外
科
、
内
科
、
小

児
科
で
す
。
こ
の
実
習
を
通
し

て
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
医
療

現
場
の
様
々
な
違
い
に
触
れ
ま

し
た
。
外
科
で
は
実
際
に
手
術

に
入
り
、
術
中
の
雰
囲
気
や
医

療
ス
ッ
タ
フ
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
内
科
や
小
児
科

で
の
外
来
診
療
で
は
医
師
が
患

者
教
育
を
行
い
患
者
さ
ん
が
自

発
的
に
質
問
を
し
、
患
者
参
加

型
の
医
療
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
三
沢
滞

在
中
、
産
婦
人
科
医
のD
r. 

M
icsunescu

の
お
宅
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
の
英
語
は
拙
い
も
の

で
し
た
が
、
暖
か
く
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
り
多
く
の
会
話
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実

習
以
外
の
時
間
に
は
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
ア
メ
リ

カ
人
の
方
が
経
営
す
る
レ
ス
ト

ラ
ン
に
行
っ
た
り
、
買
い
物
に

行
っ
た
り
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ

に
参
加
し
た
り
し
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
私
は

将
来
の
留
学
の
た
め
に
ア
メ
リ

カ
の
医
療
現
場
の
様
子
を
知
り

た
い
と
思
い
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
応
募
し
ま
し
た
。
今
回
の
実

習
を
通
し
て
、
多
く
の
こ
と
を

学
ん
だ
と
同
時
に
沢
山
の
課
題

も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
貴

重
な
経
験
を
活
か
し
、
今
後
も

医
学
や
語
学
の
学
習
に
精
進
し

て
い
き
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の

素
晴
ら
し
い
機
会
を
く
だ
さ
っ

た
す
べ
て
の
関
係
者
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

米
軍
三
沢
病
院
で
の
実
習
を
通
し
て

米
軍
三
沢
病
院
で
の
実
習
を
通
し
て

違
い
を
肌
で
感
じ
て

違
い
を
肌
で
感
じ
て

医
学
科
五
年
　
藤
　
田
　
健
　
瑛

医
学
科
五
年
　
山
　
本
　
　
　
彩

　

私
は
米
軍
三
沢
病
院
で
の
実

習
に
一
週
間
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
問
診
を
と
っ
た

り
、
手
技
を
見
学
し
た
り
と
、

も
し
参
加
し
な
か
っ
た
ら
経
験

で
き
な
い
よ
う
な
体
験
を
し
ま

　

三
沢
市
内
か
ら
基
地
内
に
一

歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
こ

は
全
て
が
ア
メ
リ
カ
で
し
た
。

道
路
・
標
識
・
店
・
人
…
ま
る

し
た
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
も
良
い
関
係
を
築
け
ま

し
た
。
な
に
よ
り
も
、
普
段
と

で
ア
メ
リ
カ
へ
瞬
間
移
動
し
た

気
分
で
し
た
。
私
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
は
内
科
医
の
先
生
宅

で
、
夕
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
ア

違
う
環
境
で
、
自
分
を
見
つ
め

な
お
す
機
会
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

私
が
夏
季
研
修
に
応
募
し
た

理
由
は
、
英
語
で
仕
事
を
す
る

と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か

知
り
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
大

学
に
入
っ
て
か
ら
、
二
回
の
語

学
留
学
を
経
験
し
、
お
金
と
パ

ス
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
生
き
て

は
い
け
る
と
い
う
実
感
を
得
ま

し
た
。
し
か
し
、
海
外
で
働
く

と
な
る
と
、
必
要
な
力
が
違
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
研

修
し
て
み
る
と
、
海
外
で
働
く

と
い
う
の
は
苦
労
が
多
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
言

語
の
壁
、
文
化
の
壁
が
あ
り
ま

す
。
次
に
、
医
学
の
知
識
体
系

も
日
本
と
若
干
異
な
る
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
、
一
番
大
切
な

人
間
性
。
海
外
に
行
っ
て
英
語

を
話
し
て
も
、
自
分
は
自
分
で

す
。
足
り
な
い
も
の
を
痛
感
し

た
一
方
で
、熱
意
が
あ
れ
ば
や
っ

て
い
け
る
だ
ろ
う
と
も
思
い
ま

し
た
。“T

he m
ost im

portant 
thing in m

y　

life is to 
decide w

hat you w
ant to do 

as soon as possible.”

と
ホ
ス

ト
フ
ァ
ザ
ー
は
言
い
ま
し
た
。

医
学
部
の
残
り
一
年
ち
ょ
っ
と

は
、
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の

か
、
考
え
、
自
己
研
鑽
し
て
い

き
た
い
で
す
。

大学病院前・門
前薬局

大学病院前・門
前薬局

脳血管病態学講座
教授　今　泉　忠　淳

写真コラム （22）
写真コラム （22）

　病院やクリニッ
クの目の前、ある
いは、すぐ近隣に
ある調剤薬局のこ
とを「門前薬局」
と呼んでいます。
大きな病院の前に
は、門前薬局が何
軒もある、という
風景はよく見かけますし、弘前大学医学部附属病院の門前【写
真１】もその通りです。門前薬局が並ぶようになったのは 
平成時代の2000 年頃からかと思いますが、当時の厚生省
が、医師と薬剤師の役割分担である医薬分業を強く推進する
という方針を採ったためらしいです。薬の取り違えが減り、
薬剤師による処方のダブルチェックや服薬指導が行える、と
いう利点があります。一方、雪、雨、風、真夏の炎天下など、
門前であっても行くのが大変な時もあります。同じことを２
回説明しなくてはならないし、会計も２回しなくてはいけな
いのも面倒くさいです。昭和時代には、薬は病院内の薬局で

調剤されるのが
普通で、門前薬局
というものはあ
まりなく、弘前大
学医学部附属病
院の門前には、理
容所、クリーニン
グ店【写真２】、
市場、食堂、喫茶
店、居酒屋などが
ありました。

【写真 1】 2022年。

【写真 2】 1990年。

メ
リ
カ
の
医
学
部
・

医
療
制
度
・
キ
ャ
リ

ア
の
こ
と
な
ど
様
々

な
お
話
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。
日
本
に
い

な
が
ら
ア
メ
リ
カ
人

医
師
の
お
話
を
聞
け

る
機
会
は
な
い
の

で
、
非
常
に
貴
重
な

時
間
で
し
た
。
実
習

で
は
小
児
科
・
Ｕ
Ｃ

Ｃ
・
婦
人
科
・
内
科
・

精
神
科
を
回
ら
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
Ｕ

Ｃ
Ｃ
と
は
、
命
の
危

険
が
迫
る
Ｅ
Ｒ
と
は
異
な
り
、

緊
急
を
要
す
る
が
命
を
脅
か
す

ほ
ど
の
重
症
で
は
な
い
場
合
に

行
く
所
で
す
。
日
本
で
あ
れ
ば

患
者
が
判
断
し
た
科
を
受
診
し

ま
す
が
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
で
は
科
を
問

わ
ず
幅
広
く
診
る
た
め

Fam
ily M

edicine

が
浸
透
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の

シ
ス
テ
ム
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

精
神
科
で
は
、
軍
人
な
ら
で
は

の
症
例
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。N

urse practitioner

の

方
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら
処

方
ま
で
さ
れ
て
い
た
の
も
日
本

と
異
な
り
印
象
的
で
し
た
。
そ

し
て
ど
の
科
で
も
、
患
者
・
医

師
・
ス
タ
ッ
フ
が
互
い
に
冗
談

を
言
い
合
っ
た
り
し
て
い
て
、

フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
が
素
敵
で
し

た
。
最
後
に
、
様
々
な
手
配
を

し
て
下
さ
っ
た
米
軍
三
沢
病
院

関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

料
理
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
普
段

食
し
て
い
る
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や

タ
コ
ス
、
ベ
ー
グ
ル
な
ど
異
国

の
食
事
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、ア
メ
リ
カ
の
医
療
を
学
び
、

ア
メ
リ
カ
の
生
活
を
十
分
に
満

喫
で
き
ま
し
た
。お
世
話
に
な
っ

た
全
て
の
方
々
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

台
湾
マ
ッ
ケ
イ
病
院
夏
季
研
修

台
湾
マ
ッ
ケ
イ
病
院
夏
季
研
修

学生
だより馬

偕
記
念
病
院
で
の
実
習
を
終
え
て

馬
偕
記
念
病
院
で
の
実
習
を
終
え
て

「
中
国
語
学
習
の
成
果
は
国
際
学
会
で
」

「
中
国
語
学
習
の
成
果
は
国
際
学
会
で
」

台
湾
マ
ッ
ケ
イ
病
院
夏
季
研
修

台
湾
マ
ッ
ケ
イ
病
院
夏
季
研
修

台
湾
で
の
臨
床
実
習
で
学
ん
だ
こ
と

台
湾
で
の
臨
床
実
習
で
学
ん
だ
こ
と

医
学
科
六
年
　
髙
　
橋
　
　
　
諒

医
学
科
六
年
　
金
　
野
　
隆
　
充

医
学
科
六
年
　
森
　
島
　
彩
　
華

医
学
科
六
年
　
廣
　
瀬
　
麻
　
衣

　

私
は
七
月
三
十
日
～
八
月
二

十
六
日
の
約
一
か
月
間
、
台
湾

の
馬
偕
記
念
病
院
で
実
習
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
二
週
間
は
、
泌
尿
器

科
で
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
実

習
は
外
来
と
手
術
の
見
学
が
主

で
、
外
来
見
学
で
は
自
分
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
カ
ル
テ
を
閲
覧

し
、
先
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
し
な
が
ら
外
来
を
見
学
し

ま
し
た
。
カ
ル
テ
は
中
国
語
で

は
な
く
英
語
で
記
載
さ
れ
て
い

た
た
め
、
理
解
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
手
術
見
学
で
は
、

da V
inci

の
腎
部
分
切
除
や

T
U

RP

な
ど
を
見
る
こ
と
が
出

　

私
は
八
月
二
十
一
日
か
ら
九

月
十
五
日
の
一
ヶ
月
間
、
台
湾

のM
ack

ay
 M

em
orial 

H
ospital 

で
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
ま
ず
は
素
晴
ら
し
い
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
弘
前
大

学
とM

ackay M
em

orial 
H

ospital

の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
将
来
国
際
舞
台
で
も
活

躍
出
来
る
医
師
に
な
る
た
め
、

入
学
以
来
こ
の
よ
う
な
機
会
に

参
加
す
る
中
で
、
同
じ
ア
ジ
ア

出
身
の
医
者
が
米
軍
基
地
で
活

躍
す
る
姿
を
見
て
さ
ら
に
刺
激

を
受
け
、
他
国
の
医
学
教
育
に

実
際
に
触
れ
た
い
と
思
い
、
医

学
生
と
し
て
異
国
で
過
ご
す

一
ヶ
月
を
非
常
に
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

私
は
小
児
科
と
循
環
器
内
科

で
、
五
年
生
と
一
緒
に
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
驚
い
た

の
は
、
彼
ら
の
最
初
の
実
習
と

思
え
な
い
ほ
ど
堂
々
と
し
た

姿
、
学
び
へ
の
積
極
性
、
そ
し

　

私
は
一
か
月
間
台
湾
の
マ
ッ

ケ
イ
病
院
で
実
習
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
グ
ラ
ム

に
応
募
し
た
の
は
、
中
国
語
で

診
療
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
私
は

母
が
台
湾
出
身
で
、
日
常
生
活

で
使
う
よ
う
な
中
国
語
は
元
々

話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

病
院
で
使
う
単
語
に
つ
い
て
は

馴
染
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
の
実
習
で
は
、
医
療

に
関
す
る
単
語
を
一
つ
で
も
多

く
学
び
、
台
湾
や
中
国
か
ら
来

た
患
者
さ
ん
に
中
国
語
で
医
学

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
よ
う
と

考
え
ま
し
た
。

　

台
湾
で
は
、
循
環
器
内
科
と

　

私
は
八
月
二
十
日
か
ら
の
一
か

月
間
を
台
湾M

ckay M
em

orial 
H

ospital

で
臨
床
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
台
北
へ
と
移
動
し
た

実
習
前
日
の
飛
行
機
の
中
で
は

緊
張
や
不
安
の
方
が
大
き
か
っ

た
で
す
が
、
振
り
返
れ
ば
も
う

一
度
同
じ
経
験
を
し
た
い
く
ら

い
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
が
た
い

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

臨
床
実
習
の
最
初
の
二
週
間

を
精
神
科
で
、
後
半
の
二
週
間

を
呼
吸
器
内
科
で
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
台
湾
の
精
神
医
学
史

の
理
解
か
ら
始
ま
り
、
精
神
薬

来
ま
し
た
。

　

後
半
の
二
週
間
は
、
精
神
科

を
回
り
ま
し
た
。
実
習
内
容

は
、
外
来
の
見
学
や
病
棟
患
者

と
の
交
流
、
精
神
疾
患
に
関
す

る
レ
ク
チ
ャ
ー
で
し
た
。
レ
ク

チ
ャ
ー
で
は
、
台
湾
の
精
神
医

学
の
歴
史
や
、
中
毒
、
老
年
期

の
う
つ
病
な
ど
様
々
な
内
容
を

学
び
ま
し
た
。
留
学
生
三
人
に

対
し
て
一
人
の
先
生
が
講
義
を

し
て
く
だ
さ
り
、
質
問
も
し
や

す
い
環
境
で
と
て
も
密
度
の
濃

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

台
湾
で
は
現
地
の
先
生
方
や

学
生
と
も
積
極
的
に
交
流
し
、

て
言
語
能
力
で
し
た
。
私
が
い

る
こ
と
で
急
に
先
生
の
指
導

や
、
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
が
英
語

に
な
っ
て
も
、自
然
に
対
応
し
、

中
国
語
の
講
義
を
隣
で
通
訳
も

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
、
彼
ら
は
医
学
を
英
語

で
学
び
、
カ
ル
テ
も
英
語
で
記

載
し
て
い
る
の
で
す
。
当
た
り

前
の
よ
う
に
英
語
の
論
文
で
学

ぶ
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

同
時
に
、
寮
や
病
院
を
出
れ
ば

英
語
が
ほ
と
ん
ど
通
じ
な
い
世

界
、
極
力
中
国
語
を
話
す
よ
う

意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、
伝
統

的
な
ス
イ
ー
ツ
で
あ
る
豆
花
の

ト
ッ
ピ
ン
グ
を
選
ぶ
こ
と
に
さ

え
苦
労
し
、
頭
で
理
解
こ
そ
し

て
い
ま
し
た
が
、
英
語
を
話
せ

る
こ
と
が
異
文
化
を
知
る
こ
と

で
は
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
英
語
が
話
せ
る
か

ら
こ
そ
深
ま
っ
た
交
流
も
あ

り
、
ま
た
、
小
児
科
が
有
名
で

あ
るM

ackay

の
先
生
方
が
日

本
の
周
産
期
、
新
生
児
医
療
を

小
児
科
で
実
習
を
し
ま
し
た
。

病
棟
や
外
来
、
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
び
、

中
国
語
の
医
療
単
語
も
た
く
さ

ん
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
客
家
人
と
い
う
か
つ
て
中

国
大
陸
か
ら
移
住
し
て
き
た
民

族
に
はG6PD

欠
損
症
が
多
い

こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

日
本
で
医
学
を
学
ぶ
時
は
日
本

人
に
多
い
疾
患
を
学
び
、
診
療

の
際
も
日
本
人
に
多
い
疾
患
を

先
に
想
定
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
民
族
が
違
え
ば
想
定
す
る

疾
患
も
異
な
っ
て
く
る
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
日
本
で
外
国

人
の
診
療
に
あ
た
る
際
は
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

理
学
、
依
存
症
、
薬
物
使
用
障

害
、
睡
眠
障
害
、
児
童
青
少
年

精
神
医
学
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
、
外
来
実
習
で
は
患
者
さ

ん
の
問
診
を
す
る
と
い
う
経
験

も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
呼
吸

器
内
科
で
は
、
肺
癌
や
喘
息
、

Covod-19

罹
患
後
の
患
者
さ

ん
、
Ｌ
Ａ
Ｍ
を
患
っ
た
患
者
さ

ん
な
ど
を
診
察
す
る
機
会
が
あ

り
、
病
態
の
理
解
を
深
め
る
だ

け
で
な
く
患
者
さ
ん
の
背
景
を

知
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
こ

と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
回
診
時

の
診
察
の
際
に
は
、
患
者
さ
ん

馬偕医科大学の 6 年生達と台湾の頭城にて

医
療
に
対
す
る
考
え
方
や
人
生

観
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
、
知

見
を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
自
分
が
外
国
人
と
し

て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
側
で
過
ご
し

た
こ
と
で
、
慣
れ
な
い
環
境
に

置
か
れ
る
際
の
心
細
さ
と
い
う

の
も
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
台
湾
で
の
実
習
の
機

会
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
学
務
の
方
々
、
馬
偕
記
念

病
院
の
関
係
者
の
方
々
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
マ
ッ
ケ
イ

医
科
大
学
、
弘
前
大
学
の
先
生

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
は
、
今
回
学
ん
だ
文
化
の
違

い
や
中
国
語
を
活
か
し
、
台
湾

や
中
国
か
ら
日
本
に
来
た
患
者

さ
ん
の
診
療
を
行
え
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

賞
賛
し
て
い
た
時
に
は
、
や
は

り
誇
ら
し
く
、
い
つ
か
立
派
な

小
児
科
医
と
し
て
交
流
し
た
い

と
感
じ
る
な
ど
、
今
後
の
日
本

で
の
学
び
へ
の
強
い
動
機
に
な

り
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
思
い

出
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
が
、
魯

肉
飯
を
お
や
つ
に
台
湾
料
理
を

食
べ
歩
き
新
生
児
分
く
ら
い
体

重
が
増
え
、
今
も
台
北
行
き
の

航
空
券
を
探
し
て
い
る
ほ
ど
に

充
実
し
た
日
々
で
し
た
。
こ
の

経
験
を
た
だ
の
思
い
出
で
終
わ

ら
せ
ず
、
い
つ
か
彼
ら
と
国
際

学
会
で
会
う
時
に
胸
を
張
れ
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

の
聴
診
所
見
を
と
ら
せ
て
頂
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
患
者

さ
ん
や
そ
の
家
族
の
方
を
不
安

に
さ
せ
な
い
よ
う
自
己
紹
介
や

簡
単
な
挨
拶
は
中
国
語
で
で
き

る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
拙
い

英
語
で
の
問
診
や
中
国
で
の
挨

拶
で
も
、
患
者
さ
ん
に
真
摯
に

向
き
合
え
ば
必
ず
医
師
と
し
て

信
頼
し
て
く
れ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

実
習
最
終
日
に
は
症
例
発
表

が
あ
り
、
緊
張
は
し
ま
し
た

が
、
先
生
方
や
学
生
さ
ん
た
ち

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る

と
い
う
経
験
が
自
分
の
自
信
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

台
湾
と
い
う
異
国
で
学
ぶ
こ

と
は
、
改
め
て
自
分
の
考
え
や

医
療
者
と
し
て
の
態
度
を
見
つ

め
直
す
、
と
て
も
良
い
機
会
で

し
た
。
こ
の
経
験
で
得
ら
れ
た

経
験
と
自
信
を
糧
に
、
こ
れ
か

ら
出
会
う
患
者
さ
ん
た
ち
に
生

か
せ
る
よ
う
研
修
医
に
な
っ
て

も
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
今
回
こ
の
よ
う
な
機

会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
す

べ
て
の
関
係
者
の
皆
様
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
科
花
田
教
授
、
北
里
大
学

病
院
救
命
救
急
・
災
害
医
療
セ

ン
タ
ー
浅
利
教
授
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
二
〇
二
三
年
四
月
一
日

～
五
月
三
十
一
日
ま
で
北
里
大

学
病
院
救
命
救
急
・
災
害
医
療

セ
ン
タ
ー
に
て
研
修
を
さ
せ
て

北
里
大
学
病
院 

救
命
救
急
・
災
害

医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
を
終
え
て

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
　
助
教
　
中
　
山
　
弘
　
文

（
救
急
災
害
・
総
合
診
療
医
学
講
座
）

頂
き
ま
し
た
。病
床
数
、ス
タ
ッ

フ
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
研
修
医

の
数
な
ど
何
に
お
い
て
も
そ
の

規
模
の
大
き
さ
や
人
数
の
多
さ

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
救
急
外
来
初
療
、
病
棟
管

理
、
当
直
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
な

ど
様
々
な
場
面
で
体
験
し
た
一

端
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
救
急
外
来
初
療

　

三
次
救
急
の
重
症
患
者
さ
ん

が
一
日
に
数
名
運
ば
れ
て
く
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
ス
タ
ッ

フ
皆
さ
ん
の
診
察
・
処
置
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
く
、
ま
た
放
射
線

技
師
が
救
命
セ
ン
タ
ー
に
常
駐

し
て
お
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｃ

Ｔ
の
撮
像
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
初
療
が
終

わ
っ
て
入
院
と
な
る
印
象
で
し

た
。
ま
た
、
院
外
心
停
止
で
Ｅ

Ｃ
Ｍ
Ｏ
適
応
と
判
断
し
た
際
に

は
救
急
隊
が
患
者
さ
ん
を
直
接

透
視
室
に
運
び
、
す
ぐ
に
Ｅ
Ｃ
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（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

Ｍ
Ｏ
導
入
が
開
始
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
は
非
常
に
効
率
的
で
し

た
。
現
在
当
科
で
も
直
接
透
視

台
へ
搬
入
し
て
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
を
導

入
で
き
な
い
か
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
研
修
後
半
に
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
当
番
主
任
を
や
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
そ
の
日
だ
け
で

重
症
患
者
が
七
～
八
人
来
て
大

変
で
し
た
。
外
来
・
病
棟
の
ス

タ
ッ
フ
に
「
い
い
加
減
に
し
て

く
れ
ー
！！
」
と
言
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
（
笑
）、
皆
さ
ん

力
を
合
わ
せ
て
次
々
と
初
療
を

終
わ
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

・
病
棟
管
理

　

病
棟
カ
ン
フ
ァ
で
は
病
棟
看

護
師
、
管
理
栄
養
士
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
、
薬
剤
師
な

ど
多
職
種
で
高
度
な
議
論
が
行

わ
れ
、
最
新
の
知
見
も
教
え
て

い
た
だ
き
非
常
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
は
糖
尿

病
も
専
門
な
の
で
す
が
、
病
棟

の
血
糖
管
理
に
つ
い
て
ス
タ
ッ

フ
の
先
生
方
か
ら
様
々
な
質
問

を
受
け
ま
し
た
。
特
に
イ
ン
ス

リ
ン
固
定
打
ち
の
調
整
法
を
説

明
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
病
棟

管
理
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
ス

タ
ッ
フ
の
先
生
方
の
向
上
心
に

も
驚
き
ま
し
た
。

・
当
直

　

当
直
は
三
人
体
制
＋
研
修
医

で
、
一
晩
に
日
中
と
同
じ
く
ら

い
重
症
患
者
が
運
び
込
ま
れ
て

く
る
印
象
で
し
た
。
重
症
外
傷

も
た
び
た
び
搬
送
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
班
や
外
傷

外
科
班
が
常
に
自
宅
待
機
し
て

お
り
、
重
症
外
傷
でcall

が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
来
院
し
Ｉ
Ｖ
Ｒ
や

手
術
を
施
行
す
る
体
制
が
整
っ

て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
完
全

シ
フ
ト
制
で
当
直
日
は
夕
か
ら

勤
務
開
始
、
翌
日
午
前
中
に
勤

務
終
了
で
あ
り
、
当
直
明
け
に

食
べ
る
ラ
ー
メ
ン
は
最
高
に
美

味
し
か
っ
た
で
す
。

・
ド
ク
タ
ー
カ
ー

　

北
里
大
学
救
命
セ
ン
タ
ー
の

特
色
は
Ｉ
Ｖ
Ｒ
と
ド
ク
タ
ー

カ
ー
と
感
じ
ま
し
た
。
当
科
は

若
手
教
員

若
手
教
員
・・
医
師
だ
よ
り

医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

産
科
婦
人
科
　
助
教
　
追
　
切
　
裕
　
江

若
手
教
員

若
手
教
員
・・
医
師
だ
よ
り

医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

泌
尿
器
科
　
助
手
　
石
　
井
　
伯
　
昂

　

二
〇
一
二
年
弘
前
大
学
卒

業
、
産
婦
人
科
十
年
目
「
お
い

き
り
」
と
言
い
ま
す
。
い
ろ
ん

な
人
に「
珍
し
い
名
前
で
す
ね
」

「
ど
こ
出
身
で
す
か
」
と
言
わ

れ
ま
す
。出
身
は
八
戸
市
で
す
。

八
戸
で
も
珍
し
く
、
私
は
親
戚

以
外
の
「
お
い
き
り
」
は
知
り

ま
せ
ん
。
競
馬
と
関
係
あ
る
の

か
と
聞
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。競
馬
で「
追
い
切
り
＝
レ
ー

ス
直
前
週
の
早
い
タ
イ
ム
の
調

教
の
こ
と
」
を
い
う
そ
う
で
す

が
、
そ
れ
も
特
に
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。で
も
馬
肉
は
好
き
で
す
。

聞
き
な
じ
み
の
な
い
苗
字
な
の

で
、
高
校
生
の
と
き
は
先
生
が

噛
ん
で
「
お
い
こ
り
」
と
呼
ば

れ
た
り
、
大
学
で
は
「
お
し
き

り
」
と
呼
ば
れ
る
の
が
普
通

だ
っ
た
の
で
訂
正
せ
ず
に
「
は

い
」
と
返
事
を
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
で
も
せ
っ
か
く
な
の

で
、
こ
こ
で
「
お
い
き
り
」
で

あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
青
森
県
立
中
央
病
院
で

　

初
め
ま
し
て
、
弘
前
大
学
泌

尿
器
科
専
攻
医
二
年
目
の
石
井

伯
昂
（
ノ
リ
タ
カ
）
と
申
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
泌
尿
器
科
に
進

ん
だ
経
緯
と
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
私
は
大
阪
府
出
身
で
、

弘
前
大
学
入
学
を
機
に
、
青
森

県
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

大
学
受
験
当
時
は
「
弘
前
」
の

文
字
さ
え
読
め
ず
、
受
験
日
に

は
一
ｍ
先
も
見
え
な
い
吹
雪
に

圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
か
ら
早
い
も
の
で
十
年
が
経

ち
ま
し
た
。

　

泌
尿
器
科
に
入
局
し
た
理
由

は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
診
療

科
の
特
徴
と
し
て
内
科
医
と
外

科
医
の
両
面
を
持
ち
、
悪
性
腫

瘍
に
お
い
て
は
診
断
か
ら
治
療

ま
で
当
科
の
み
で
完
結
す
る
こ

と
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
て
い

た
こ
と
。
学
生
時
代
の
臨
床
実

初
期
研
修
二
年
を
終
え
た
後
、

そ
の
ま
ま
同
院
で
産
婦
人
科
一

年
目
と
な
り
、
そ
の
後
つ
が
る

総
合
病
院
、
弘
前
大
学
、
弘
前

病
院
（
現
弘
前
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
）、大
館
市
立
総
合
病
院
、

そ
し
て
今
年
度
か
ら
再
度
大
学

勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
大

学
勤
務
だ
っ
た
と
き
は
、
産
婦

人
科
三
年
目
で
大
学
院
生
で
も

あ
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
が
む

し
ゃ
ら
に
臨
床
（
ほ
ぼ
病
棟
）

と
研
究
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
十
年
目
で
大
学
に
戻
っ
て

き
て
、
病
棟
だ
け
で
な
く
外
来

業
務
も
任
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
手
術
も
指
導
し
て
も

ら
う
側
か
ら
指
導
す
る
側
に

（
も
ち
ろ
ん
ま
だ
ま
だ
指
導
も

た
く
さ
ん
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
）、
学
生
の
指
導
や
色
々

な
委
員
会
、
講
演
会
な
ど
、
責

任
の
あ
る
仕
事
が
増
え
、
立
場

の
変
化
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
ば
さ
ん
体
型
に
な

り
、
会
話
の
中
で
俳
優
の
名
前

が
全
然
出
て
こ
な
く
な
り
、
年

習
な
ど
を
通
じ
て
泌
尿
器
科
は

優
し
く
て
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
先

生
が
多
く
、
雰
囲
気
が
自
分
に

合
っ
て
い
る
と
思
っ
た
こ
と
。

そ
し
て
何
よ
り
弘
前
大
学
泌
尿

器
科
講
座
が
海
外
学
会
で
の
活

躍
な
ど
自
信
に
満
ち
、
輝
い
て

見
え
た
こ
と
が
決
定
的
で
し

た
。

　

泌
尿
器
科
二
年
目
と
し
て
の

日
常
診
療
で
す
が
、
外
来
や
透

析
で
は
排
尿
障
害
や
感
染
症
治

療
、
抗
癌
剤
や
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
と
い
っ
た
化

学
療
法
な
ど
内
科
的
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
化
学
療

法
の
有
害
事
象
や
透
析
で
は
症

状
や
所
見
が
全
身
に
及
ぶ
こ
と

が
多
く
、
全
身
を
診
る
能
力
を

求
め
ら
れ
て
い
る
と
痛
感
し
ま

す
。

　

ま
た
、
手
術
に
関
し
て
は
、

内
視
鏡
手
術
や
開
腹
手
術
の
執

刀
と
腹
腔
鏡
手
術
や
ロ
ボ
ッ
ト

手
術
の
助
手
を
メ
イ
ン
に
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

泌
尿
器
科
の
手
術
と
言
え
ば
、

最
近
で
は
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
思
い
浮
か
べ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

慢
性
腎
不
全
に
対
す
る
ブ
ラ
ッ

ド
ア
ク
セ
ス
手
術
や
腎
移
植
、

排
尿
障
害
に
対
す
る
内
視
鏡
手

術
、
小
児
先
天
性
疾
患
の
尿
路

奇
形
に
対
す
る
手
術
な
ど
疾
患

領
域
・
術
式
共
に
多
種
多
様
で

す
。
入
局
し
た
当
初
は
手
術
＝

悪
性
腫
瘍
と
い
う
固
定
観
念
が

あ
り
ま
し
た
が
、
前
立
腺
肥
大

症
に
対
す
る
内
視
鏡
手
術
後
に

内
服
不
要
と
な
っ
た
患
者
さ
ん

の
喜
び
よ
う
に
触
れ
、
泌
尿
器

科
手
術
の
奥
深
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

学
会
発
表
に
関
し
て
は
、
今

年
の
五
月
に
シ
カ
ゴ
で
開
催 

さ
れ
た
Ａ
Ｕ
Ａ
（A

m
erican 

U
rological　

A
ssociation

）

で
発
表
す
る
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
海
外
学
会
で
の
発
表

は
初
め
て
で
、
英
語
が
と
て
も

苦
手
な
自
分
に
と
っ
て
質
疑
応

答
は
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

齢
の
変
化
も
実
感
し
て
い
ま

す
。

　

大
学
に
は
同
級
生
が
多
く
い

て
、
す
で
に
病
棟
医
長
だ
っ
た

り
、
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
を

取
得
し
講
演
会
や
指
導
に
引
っ

張
り
だ
こ
だ
っ
た
り
、
手
術
応

援
に
き
て
く
れ
た
り
、
頼
診
す

る
と
診
て
く
れ
た
り
と
、
と
て

も
心
強
い
し
、
そ
う
い
う
同
級

生
の
姿
を
み
て
自
分
も
頑
張
ろ

う
！
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
の
助
手
・
術
者
、

次
に
腫
瘍
専
門
医
、
さ
ら
に
細

胞
診
専
門
医
も
大
学
勤
務
の
う

ち
に
取
得
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
い
つ
も
考
え
て
い
る
だ

け
で
な
か
な
か
行
動
に
移
せ
て

い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
宣
言
し

必
ず
実
行
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
産
科
婦

人
科
は
現
在
少
数
精

鋭
で
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。
大
変
か
そ
う

で
な
い
か
と
言
わ
れ

れ
ば
大
変
で
す
。
で

も
ど
の
科
も
そ
の
科

な
り
の
大
変
さ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
大

変
で
も
自
分
で
決
め

た
道
な
ら
、
好
き
な

ら
、
興
味
が
あ
れ
ば

頑
張
れ
ま
す
。
素
晴

ら
し
い
先
輩
後
輩
も

い
て
忙
し
い
な
が
ら

も
楽
し
く
仕
事
が
で

き
ま
す
。
産
科
婦
人

科
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
で
な
か
な

か
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
出
せ
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
北
里

大
学
救
命
で
は
一
日
に
数
件
出

て
お
り
、
救
命
士
さ
ん
の
運
転

で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
現
場
に
行

く
こ
と
が
可
能
で
ス
タ
ッ
フ
の

処
置
も
的
確
で
速
く
、
病
院
前

診
療
と
し
て
非
常
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
現
場

二
階
で
の
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
Ｖ
Ｆ
）
の

方
に
ド
ク
タ
ー
カ
ー
で
出
動
し

て
現
場
で
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
を
確
立

し
、
担
架
で
一
階
ま
で
降
ろ
し

て
搬
送
し
た
話
を
聞
き
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。
当
科
も
今
後
マ

2023 年産科婦人科スタッフ

　
私
は
★
バ
と
い
う
喫
茶
店

チ
ェ
ー
ン
を
こ
よ
な
く
愛
し
て

い
る
。
と
に
か
く
店
員
の
対
応

が
気
さ
く
で
細
や
か
で
気
持
ち

が
い
い
。
私
は
二
日
に
一
回
は

訪
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
つ
も

注
文
は
ベ
ン
テ
ィ
サ
イ
ズ
（
最

大
サ
イ
ズ
）
の
日
替
わ
り
コ
ー

ヒ
ー
で
あ
る
。し
か
も
、ド
リ
ッ

プ 

コ
ー
ヒ
ー
の
二
杯
目
を
特

別
価
格
（
百
円
）
で
購
入
で
き

る
当
日O

ne M
ore C

offee

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
企
画
を
利
用

し
、
い
つ
も
一
杯
百
円
で
コ
ー

ヒ
ー
を
お
代
わ
り
し
て
い
る
。

こ
ん
な
セ
コ
い
私
に
も
店
員
さ

ん
は
笑
顔
で
「
い
つ
もO

ne 
M

ore C
offee

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て
く
れ

る
。
そ
ん
な
後
ろ
め
た
さ
も
あ

り
、
時
に
ド
ー
ナ
ツ
や
ケ
ー
キ

を
注
文
す
る
の
で
あ
る
が
、
八

年
ほ
ど
前
に
あ
る
揚
げ
菓
子
に

は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
ポ
ル
ト

ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
で
広
く
食
さ
れ
て
い

る
こ
の
揚
げ
菓
子
を
、
か
な
り

の
頻
度
で「
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
、

あ
と
チ
ョ
ロ
ス
を
下
さ
い
」
と

注
文
し
て
い
た
。
そ
の
時
も
店

員
さ
ん
は
「
は
い
、
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」、「
ほ

ん
と
に
お
好
き
な
の
で
す
ね
」

な
ど
と
気
持
ち
よ
く
対
応
し
て

く
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
揚
げ
菓
子
に
飽
き
始

め
て
い
た
あ
る
日
の
こ
と
で
あ

る
。
注
文
後
に
店
員
が「
は
い
、

チ
ュ
ロ
ス
で
す
ね
」と
言
っ
た
。

そ
の
瞬
間
に
店
員
さ
ん
が
漂
わ

せ
た
僅
か
な
狼
狽
を
私
は
忘
れ

な
い
。そ
の
後
、私
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
「
チ
ョ
ロ
ス
」
で
食

さ
れ
て
い
る
国
を
必
死
に
検
索

し
た
が
、
勿
論
あ
る
は
ず
も
な

か
っ
た
。
気
付
い
て
ほ
し
か
っ

た
店
員
さ
ん
た
ち
と
私
の
話
は

こ
れ
で
終
わ
り
で
あ
る
。「
ご

飯
下
さ
い
」
を
「
ラ
イ
ス
で
す

ね
」
と
返
さ
れ
イ
ラ
ッ
と
す
る

こ
と
は
あ
る
が
、
今
回
は
脱
力

感
し
か
な
か
っ
た
。
私
は
公
式

文
書
で
の
用
語
の
誤
り
に
は
細

心
の
注
意
を
払
う
が
、
日
常
生

活
で
は
ど
う
も
こ
の
よ
う
な
ミ

ス
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
。
た
だ
老
兵
の
域
に
達

す
る
私
だ
と
、
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
職
場
で
も
…
と
思
う
と
、

ぞ
っ
と
す
る
限
り
で
あ
る
。

ン
パ
ワ
ー
が
増
え
た
ら
ド
ク

タ
ー
カ
ー
を
も
っ
と
出
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

他
、
仕
事
以
外
で
も
何
回
か

飲
み
会
を
開
い
て
い
た
だ
い
た

り
、
誕
生
日
ケ
ー
キ
を
準
備
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
美
味
し
い

ラ
ー
メ
ン
や
行
く
べ
き
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
た
く
さ
ん
教
え
て
も

ら
っ
た
り
し
て
、
非
常
に
楽
し

い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。今
後
、

こ
の
経
験
を
弘
前
大
学
救
命
で

の
診
療
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
北
里
大
学
救
命

セ
ン
タ
ー
の
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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し
た
が
、
今
ま
で
に
な
い
く
ら

い
準
備
を
し
て
な
ん
と
か
乗
り

切
り
ま
し
た
。
こ
の
海
外
学
会

参
加
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の

学
会
発
表
で
の
準
備
不
足
を
反

省
し
、
当
講
座
が
毎
年
海
外
学

会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

い
つ
か
自
分
も
海
外
ド
ク
タ
ー

と
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
新

た
な
目
標
が
で
き
る
な
ど
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
泌
尿
器
科
は
外
科

の
中
で
は
比
較
的
救
急
疾
患
が

少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
予
定
手

術
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
分

の
時
間
を
確
保
で
き
、

研
究
に
打
ち
込
む
も
よ

し
、
趣
味
に
没
頭
す
る

も
よ
し
と
い
っ
た
柔
軟

性
が
あ
り
ま
す
。
今
年

度
私
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
の
応
援
に
没
頭
し
て

い
ま
し
た
（
笑
）。
ま

た
、
来
年
は
入
局
す
る

後
輩
も
多
い
よ
う
で
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

泌
尿
器
科
に
興
味
が
あ

る
方
は
是
非
講
座
に
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

統
合
機
能
生
理
学
講
座
は
二

〇
〇
七
年
に
旧
生
理
学
第
一
講

座
と
旧
生
理
学
第
二
講
座
が
統

合
さ
れ
、
藏
田
潔
先
生
を
教
授

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
統
合

　

小
児
科
学
講
座
は
昭
和
二
十

二
年
に
開
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

に
三
百
人
以
上
の
小
児
科
医
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
小
児
科

の
役
割
は
多
岐
に
渡
り
、
子
ど

も
の
あ
ら
ゆ
る
内
科
的
疾
患
の

診
療
を
担
当
す
る
ほ
か
、
保
健

や
福
祉
、
教
育
な
ど
に
も
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
弘
前
大
学
小

児
科
で
は
そ
の
中
で
も
特
に
重

症
・
難
治
な
疾
患
の
診
療
を
担

当
し
て
お
り
、
現
在
、
血
液
、

心
臓
、
腎
臓
、
神
経
・
内
分
泌

の
四
グ
ル
ー
プ
で
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
新
生
児
グ
ル
ー
プ

は
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
青
森
県
立
中
央
病

院
に
拠
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

血
液
グ
ル
ー
プ
で
は
血
液
疾
患

の
ほ
か
小
児
が
ん
も
担
当
し
て

お
り
、
積
極
的
に
日
本
小
児
が

ん
研
究
グ
ル
ー
プ
の
臨
床
試
験

基
礎
／
統
合
機
能
生
理
学
講
座（
旧
二
生
理
）

統
合
機
能
生
理
学
講
座
　
准
教
授
　
木
　
下
　
正
　
治

小

児

科

学

講

座

小
児
学
講
座
　
教
授
　
照
　
井
　
君
　
典

後
も
旧
一
生
理
は
山
田
勝
也
先

生
（
当
時
准
教
授
）
が
中
心
と

な
り
神
経
・
脳
代
謝
制
御
グ

ル
ー
プ
と
し
て
主
に
細
胞
レ
ベ

ル
で
の
生
体
応
答
の
研
究
な
ど

を
ほ
ぼ
独
立
し
て
行
い
、
ま
た

旧
二
生
理
は
藏
田
潔
先
生
を
中

心
と
し
て
シ
ス
テ
ム
生
理
学
グ

ル
ー
プ
と
し
て
主
に
マ
カ
ク
ザ

ル
の
脳
を
対
象
と
し
た
シ
ス
テ

ム
神
経
科
学
的
な
研
究
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

旧
二
生
理
で
は
藏
田
先
生
の

前
任
教
授
で
あ
っ
た
鈴
木
壽
夫

先
生
の
時
代
か
ら
、
マ
カ
ク
ザ

ル
等
を
用
い
て
中
枢
視
覚
系
、

運
動
制
御
の
神
経
機
構
、
視
覚

性
注
意
の
神
経
機
構
な
ど
の

テ
ー
マ
を
中
心
に
研
究
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
鈴
木
先
生
の
退

官
後
、
一
九
九
七
年
に
教
授
に

就
任
さ
れ
た
藏
田
先
生
は
随
意

運
動
の
発
現
、
制
御
の
機
構
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
マ
カ
ク
ザ
ル
が
運
動
課
題

を
遂
行
中
に
大
脳
皮
質
運
動
関

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
中
央
診

断
施
設
の
役
割
も
果
た
し
て
お

り
、
国
内
で
発
生
す
るD

ow
n

症
候
群
の
白
血
病
と
ラ
ン
ゲ
ル

ハ
ン
ス
細
胞
組
織
球
症
の
ほ
と

ん
ど
の
患
者
さ
ん
が
当
科
で
遺

伝
子
診
断
を
受
け
る
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
難
治

性
の
血
液
疾
患
や
小
児
が
ん
な

ど
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
積
極

的
に
造
血
幹
細
胞
移
植
を
行
っ

て
い
ま
す
。
心
臓
グ
ル
ー
プ
で

は
先
天
性
心
疾
患
、
川
崎
病
、

不
整
脈
な
ど
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
先
天
性
心
疾
患
の
胎
児

診
断
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

産
科
婦
人
科
や
心
臓
血
管
外
科

と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
治
療

成
績
の
向
上
が
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
腎
臓
グ
ル
ー
プ
で
は
腎
疾

患
、
自
己
免
疫
性
疾
患
な
ど
を

対
象
と
し
て
お
り
、
よ
り
非
侵

連
領
野
な
ど
か
ら
ニ
ュ
ー
ロ
ン

活
動
の
記
録
し
解
析
す
る
こ
と

を
主
な
手
法
と
し
て
研
究
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

研
究
手
法
を
用
い
て
、
サ
ル
が

対
象
を
見
て
そ
の
対
象
に
手
を

伸
ば
す
際
の
到
達
運
動
に
つ
い

て
の
解
析
を
行
い
、
視
覚
情
報

か
ら
運
動
制
御
情
報
へ
の
変
換

処
理
に
と
っ
て
、
大
脳
皮
質
前

頭
葉
の
運
動
前
野
と
呼
ば
れ
る

領
域
が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
を

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
に
旧
二
生
理
に

准
教
授
と
し
て
着
任
し
た
木
下

正
治
は
、
従
来
の
手
法
に
加

え
、
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
を
用

い
た
ニ
ュ
ー
ロ
ン
活
動
の
操
作

を
行
う
手
法
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
は
困
難

だ
っ
た
特
定
の
神
経
経
路
を
可

逆
的
に
遮
断
し
、
そ
の
機
能
を

明
ら
か
に
す
る
研
究
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
盲
視

（blindsight

）
と
呼
ば
れ
る
現

象
の
神
経
基
盤
に
つ
い
て
調
べ

襲
的
か
つ
有
効
な
免
疫
抑
制
療

法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
生
物
学
的
製

剤
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
神
経
・
内
分
泌
グ
ル
ー

プ
で
は
神
経
疾
患
、
筋
疾
患
、

内
分
泌
疾
患
な
ど
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
新

薬
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、

難
治
性
け
い
れ
ん
に
対
す

る
治
療
に
進
歩
が
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
小
児
は
成
長
・

発
達
の
途
上
に
あ
り
、
入
院

中
で
あ
っ
て
も
遊
び
、
教

育
、
家
族
支
援
な
ど
特
別
な

配
慮
が
必
要
で
す
。
新
病
棟

は
小
児
科
に
加
え
、
小
児
外

科
、
心
臓
血
管
外
科
、
形
成

外
科
の
小
児
患
者
さ
ん
の

た
め
の
病
床
も
有
し
て
お

り
、
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
も
兼
ね
備
え

て
い
ま
す
。

　

研
究
に
つ
い
て
は
、

D
ow

n

症
候
群
に
合
併
す
る

白
血
病
と
先
天
性
赤
芽
球

癆
の
研
究
を
中
心
に
行
っ

て
お
り
、
分
子
病
態
の
解

明
、
遺
伝
子
解
析
の
臨
床
応

用
、
新
し
い
疾
患
の
発
見
な

ど
に
つ
い
て
成
果
を
発
表

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
遺

伝
子
解
析
技
術
の
進
歩
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
原
因
が
不

明
で
あ
っ
た
希
少
難
病
の

原
因
遺
伝
子
を
同
定
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
も

遺
伝
子
診
断
に
関
す
る
報

告
が
増
え
て
い
ま
す
。
卒
後

教
育
で
は
、
地
域
医
療
を
支

え
る
「
子
ど
も
の
総
合
診
療

医
」
の
育
成
を
最
も
重
視
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
病
気

ま
し
た
。
盲
視
と
は
、
大
脳
の

第
一
次
視
覚
野
に
損
傷
の
あ
る

ヒ
ト
は
損
傷
視
野
に
呈
示
さ
れ

た
対
象
に
つ
い
て
〝
見
え
な

い
〟と
答
え
ま
す
が
、あ
て
ず
っ

ぽ
う
で
い
い
か
ら
指
さ
し
て
下

さ
い
と
指
示
す
る
と
、
偶
然
以

上
の
確
率
で
指
さ
す
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
現
象
で
、
こ
れ

は
意
識
に
は
上
ら
な
い
視
覚
情

報
処
理
の
神
経
経
路
が
脳
に
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
中
脳
の
上
丘
が
盲

視
に
重
要
で
あ
る
と
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
上
丘
か
ら
脳
の

高
次
視
覚
皮
質
に
至
る
経
路
に

つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
し
た
。

木
下
は
上
丘
か
ら
視
床
枕
へ
の

経
路
に
着
目
し
、
一
次
視
覚
野

を
除
去
し
た
マ
カ
ク
ザ
ル
に
対

し
て
、
二
種
類
の
ウ
イ
ル
ス
ベ

を
み
る
ば
か
り
で
な
く
、
予
防

接
種
、
乳
幼
児
健
診
、
育
児
支

援
な
ど
の
小
児
保
健
に
も
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

し
、
福
祉
や
教
育
の
分
野
に
関

わ
る
機
会
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
よ
り
専
門
的

で
高
度
な
医
療
を
担
う
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す
体
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

か
ら
こ
そ
、
小
児
科
医
の
役
割

は
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
通
り
小
児
医
療

ペトコパークでサンディエゴ・パドレスの応援

ク
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
、
こ
の

経
路
の
情
報
伝
達
だ
け
を
選
択

的
に
遮
断
す
る
実
験
を
行
い
、

盲
視
の
視
覚
情
報
処
理
に
こ

の
上
丘
︱
視
床
枕
の
経
路
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま

し
た
。
こ
の
成
果
はN

ature 
Com

m
unications

誌
で
発
表

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

旧
二
生
理
で
は
藏
田
教
授
の

時
代
の
二
〇
一
三
年
ま
で
、
教

授
も
含
め
三
～
四
名
の
少
数
の

人
員
で
研
究
・
教
育
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
以

降
は
藏
田
先
生
お
よ
び
同
年
に

着
任
し
た
木
下
の
二
人
に
な

り
、
二
〇
二
〇
年
に
藏
田
先
生

が
定
年
退
官
さ
れ
た
後
は
、
教

授
不
在
の
ま
ま
、
准
教
授
一
名

と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

や
小
児
保
健
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、虐
待
や
貧
困
、い
じ
め
、

不
登
校
、
発
達
障
害
や
心
の
問

題
、
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

な
ど
比
較
的
新
し
い
問
題
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
こ

れ
ら
の
問
題
に
取
り
組
み
、
小

児
医
療
を
通
し
て
地
域
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
世
界
に
向
け

て
情
報
を
発
信
し
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ご
指
導
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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段
々
と
寒
さ
が
増
し
て
冬
の

匂
い
が
し
て
き
た
十
月
末
日
、

今
年
も
総
合
文
化
祭
で
医
学
展

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
長
い
間
私
た
ち

の
学
生
生
活
に
多
く
の
制
限
を

も
た
ら
し
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
五
類
感

染
症
へ
と
移
行
し
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
た
総

合
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
医
学
展
二
〇
二
三
で

は
昨
年
と
は
異
な
り
、
医
学
科

の
み
な
ら
ず
保
健
学
科
五
専
攻

と
心
理
支
援
科
学
科
も
加
え

て
、
学
科
を
超
え
た
大
規
模
な

医
学
展
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
医
学
科
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
作
成
し
た
症
例
動
画
と

弘
前
大
学
医
学
部
の
紹
介
動
画

を
放
映
し
ま
し
た
。
保
健
学
科

で
は
各
専
攻
で
様
々
な
展
示
や

体
験
型
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し

た
。
看
護
学
専
攻
で
は
ナ
ー
ス

服
の
展
示
と
血
圧
測
定
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
放
射
線

技
術
科
学
専
攻
で
は
霧
箱
や
測

定
器
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。
検
査
技
術

科
学
専
攻
で
は
超
音
波
検
査
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。
理
学
療

法
学
専
攻
で
は
ロ
コ
モ
度
テ
ス

ト
を
、
作
業
療
法
学
専
攻
で
は

豆
つ
か
み
体
験
と
マ
ク
ラ
メ
づ

く
り
を
行
い
、
実
際
に
来
場
し

た
方
々
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
心
理
支
援
科
学
科
で
は

錯
視
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
気
に
恵
ま
れ
な
い

二
日
間
と
な
り
ま
し
た
が
、
二

日
間
を
通
し
て
非
常
に
多
く
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
た
く

さ
ん
の
ご
好
評
を
い
た
だ
け
ま

し
た
。
た
だ
、
医
学
科
に
関
し

て
は
以
前
の
よ
う
な
体
験
型
の

ブ
ー
ス
展
示
を
心
待
ち
に
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ

た
よ
う
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

よ
う
な
ブ
ー
ス
展
示
を
再
開
で

き
る
よ
う
、
来
年
度
以
降
さ
ら

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の

よ
う
に
充
実
し
た
展
示
内
容
で

医
学
展
二
〇
二
三
を
開
催
で
き

ま
し
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

医
学
展
二
〇
二
三
の
準
備
や
運

営
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
各

学
科
の
先
生
方
、
参
加
し
て
く

れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
の
医
学
展
の
開
催
に
も

ど
う
ぞ
ご
協
力
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

(表) 令和5年度 第66回東日本医科学生総合体育大会夏季競技の主な好成績
空⼿道部 男⼦ 総合 準優勝

男⼦ 団体　組⼿ ３　位
⼥⼦ 団体　組⼿ ３　位
⼥⼦ 団体　形 ４　位
男⼦ 個⼈　組⼿ 濱本　　周（６年） ３　位
男⼦ 個⼈　組⼿ 横⼭理久⽃（６年） ３　位
男⼦ 個⼈　形 横⼭理久⽃（６年） 優勝

陸上競技部 ⼥⼦ 総合 準優勝
男⼦ 400mH 峯　　正隆（４年） 準優勝
⼥⼦ 砲丸投 佐藤　佑奈（４年） 優勝

砲丸投 村上　桃⼦（３年） ３　位
⼥⼦ 円盤投 村上　桃⼦（３年） ３　位

ラグビー部 準優勝
柔道部 団体 ３　位

男⼦ 個⼈　60kg 級 早坂　脩真（４年） ３　位
男⼦ 個⼈　73kg 級 ⼯藤　壮太（３年） 優勝

ソフトテニス部 ⼥⼦ 団体 優勝
⼥⼦ ダブルス 岩崎　咲映（４年）・

光岡　杏奈（６年）組 ３　位
卓球部 男⼦ ダブルス ⽥中　友浩（６年）・

林　　雄大（５年）組 ３　位
準硬式野球部 ３　位
バスケットボール部 男⼦ ３　位
バドミントン部 男⼦ 団体 ４　位

　

東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育

大
会
、
通
称
東
医
体
は
東
日
本

医
科
学
生
体
育
連
盟
が
主
催
す

る
大
会
で
す
。
各
加
盟
校
に
は

参
与
、理
事
、評
議
員
が
お
り
、

本
学
の
参
与
は
廣
田
和
美
医
学

部
長
、
理
事
は
津
田
英
一
教
授

で
、
評
議
員
は
代
々
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
主
務
が
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
評

議
員
と
し
て
六
十
年
以
上
の
歴

史
あ
る
大
会
に
携
わ
れ
る
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
精

一
杯
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
の
第
六
十
六
回

東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大

会
夏
季
競
技
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
約
四

年
振
り
の
本
格
的
な
開
催
と
な

り
、
順
天
堂
大
学
の
代
表
主
管

で
八
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育

大
会
夏
季
競
技
を
終
え
て

医
学
科
四
年
　
佐
々
木
　
実
　
那

第
66
回

学
の
夏
季
競
技
終
了
時
点
の
総

合
成
績
は
全
参
加
校
三
十
八
校

の
う
ち
第
九
位
、
女
子
部
門
に

お
い
て
は
第
四
位
と
健
闘
し
、

多
く
の
部
活
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
学
の
主
な
成
績
を
表
に
示
し

ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。な
お
、冬
季
競
技
の
ス
キ
ー

は
三
月
に
菅
平
高
原
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

東
医
体
出
場
に
あ
た
り
、
今

年
度
も
多
く
の
方
々
か
ら
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
、
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
各
部
と
も

文
武
両
道
の
精
神
で
、
学
業
に

勤
し
み
、
東
医
体
冬
季
競
技
に

向
け
て
、
ま
た
来
年
度
の
夏
季

競
技
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
声

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

バ
ス
ケ
サ
ー
ク
ル Air W

alk
A

ir W
alk

代
表
　
医
学
科
三
年
　
中
　
嶋 

乙
　
月

　

医
学
部
バ
ス
ケ
サ
ー
ク
ル

A
irW

alk

は
、
令
和
四
年
度
に

結
成
し
た
非
常
に
新
し
い
サ
ー

ク
ル
で
す
。
私
自
身
、
バ
ス
ケ

経
験
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
り
、
部
活
動
で
し
っ

か
り
や
る
よ
り
は
ゆ
る
く
楽
し

む
ほ
う
が
性
に
合
っ
て
い
る
と

感
じ
、
同
じ
よ
う
に
バ
ス
ケ
が

好
き
、
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
、
と

い
う
人
を
集
め
て
、
サ
ー
ク
ル

を
結
成
し
ま
し
た
。A

irW
alk

は
、
バ
ス
ケ
経
験
を
問
わ
ず
、

体
を
動
か
す
の
が
好
き
な
人
、

バ
ス
ケ
が
好
き
な
人
、
部
活
動

に
所
属
し
て
い
て
息
抜
き
を
し

た
い
人
、
先
輩
と
の
交
流
を
持

ち
た
い
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
楽
し
く
バ
ス
ケ
を
す
る
こ

と
で
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
サ
ー

ク
ル
で
す
。
ま

た
、
学
士
編
入
生

も
多
く
、
年
齢
・

学
年
の
垣
根
を
超

え
て
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
活
動

は
約
週
一
回
で
、

土
曜
日
、
火
曜

日
、
水
曜
日
の
い

ず
れ
か
で
、
本
町

キ
ャ
ン
パ
ス
の
体

育
館
や
近
隣
の
体

育
館
を
借
り
て

行
っ
て
い
ま
す
。

テ
ス
ト
期
間
や
帰

省
す
る
人
が
多
い

時
期
は
活
動
を
減

ら
す
な
ど
、
サ
ー

ク
ル
な
ら
で
は
の
柔
軟
性
で
変

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
顧
問

は
玉
田
嘉
紀
先
生
で
す
。
玉
田

先
生
は
バ
ス
ケ
の
経
験
者
で
、

活
動
に
も
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
で
、
先
生
と
仲
良
く

な
り
た
い
方
に
も
お
す
す
め
で

す
。
ま
た
、
で
き
た
ば
か
り
の

サ
ー
ク
ル
で
あ
る
た
め
、
部
員

が
や
り
た
い
こ
と
を
取
り
入
れ

て
活
動
で
き
る
の
も
魅
力
の
ひ

と
つ
で
す
。
例
え
ば
、
バ
ス
ケ

以
外
の
球
技
大
会
を
し
て
み
た

い
、
み
ん
な
で
プ
ロ
の
試
合
を

見
に
行
き
た
い
、
推
し
選
手
プ

レ
ゼ
ン
を
聞
き
た
い
、
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
部
員
は
約
四
十
人
で
す

が
、
活
動
に
参
加
し
て
い
る
の

は
毎
回
お
よ
そ
十
数
人
で
す
。

バ
ス
ケ
は
五
人
で
一
チ
ー
ム
な

の
で
、
今
の
状
態
で
は
ぎ
り
ぎ

り
試
合
が
で
き
る
程
度
で
す
。

サ
ー
ク
ル
が
新
し
す
ぎ
て
、
存

在
も
知
ら
な
い
方
が
き
っ
と
多

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ

ひ
一
度
見
に
き
て
欲
し
い
で

す
。
今
は
部
活
に
入
っ
て
い
な

い
け
ど
元
運
動
部
で
、
先
輩
と

の
つ
な
が
り
は
欲
し
い
と
い
う

方
、
文
化
部
育
ち
だ
け
ど
運
動

不
足
解
消
に
ゆ
る
い
運
動
を
し

た
い
と
い
う
方
、
バ
ス
ケ
経
験

は
あ
る
け
ど
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る

方
、
放
課
後
に
時
間
が
空
い
て

い
る
方
、
ど
ん
な
方
で
も
大
歓

迎
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
バ
ス
ケ

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
ス
タ：

@
hirosaki.m

ed_
airw

alk
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菜

　

当
団
体
は
今
年
五
月
に
設
立

し
た
ば
か
り
の
新
団
体
で
、
現

在
男
子
七
名
、
女
子
七
名
が
所

属
し
て
い
ま
す
。
毎
週
火
・
木

曜
に
生
協
２
Ｆ
集
会
室
４
で
対

面
活
動
、
金
曜
に
オ
ン
ラ
イ
ン

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
展

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

し
、
若
い
世
代
が
テ
レ
ビ
を
観

な
く
な
っ
た
今
も
、
ク
イ
ズ
番

組
は
昔
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ

ム
に
君
臨
し
、YouT

ube

で
も

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

動
画
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し
て

確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
ま

す
。
答
え
が
わ
か
る
と
嬉
し
い
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（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

エ
ン
タ
メ
業
界
が
低
予
算
で
番

組
を
制
作
す
る
た
め
打
っ
た
手

は
、
素
人
が
出
演
す
る
ク
イ
ズ

番
組
で
し
た
。
そ
れ
以
前
も
ク

イ
ズ
番
組
は
あ
り
ま
し
た
が
、

早
押
し
の
ス
タ
イ
ル
が
導
入
さ

れ
た
の
も
、
ク
イ
ズ
王
の
存
在

が
現
れ
た
の
も
こ
の
頃
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
問
題
制
作
に
際

し
て
は
、
過
去
の
問
題

を
基
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で「
形
式

化
」が
始
ま
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ク
イ
ズ
王
の
正
解
に

対
し
て
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が「
何
故
だ
、何
故

わ
か
る
⁈
」と
言
い
ま

す
が
、
早
押
し
ク
イ
ズ

の
問
題
文
に
は
規
則
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

「
京
都
三
大
祭
と
言
え

ば
、葵
祭
、祇
園
祭
と
あ

と
一
つ
は
何
で
し
ょ

う
？
」
と
い
う
問
題
。

京
都
三
大
祭
は
五
月
に

葵
祭
、七
月
に
祇
園
祭
、

十
月
に
時
代
祭
が
開
催

さ
れ
る
た
め
、
最
後
の
時
代
祭

が
聞
か
れ
る
の
が
定
型
で
す
。

問
題
文
だ
け
で
な
く
、
読
み
方

に
も
規
則
は
あ
り
ま
す
。
所
謂

「
で
す
が
問
題
」
は「
で
す
が
」

の
前
の
読
み
方
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
文
字
で
見
る
と
同
じ「
日

本
で
一
番
高
い
山
は
富
士
山
で

す
が
」と
い
う
導
入
で
も
、ア
ク

セ
ン
ト
が「
日
本
」に
あ
れ
ば
世

界
で
一
番
高
い
山
を
聞
か
れ
、

「
一
番
」
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ

れ
ば
二
番
目
に
高
い
山
を
聞
か

れ
、
逆
に
読
み
下
し
て
い
れ
ば

二
番
を
踏
ま
え
て
三
番
を
聞
か

れ
ま
す
。
こ
の
形
式
化
に
よ

り
、
ク
イ
ズ
に
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
性
格
が
作
ら
れ
、「
競
技
ク

イ
ズ
」と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
成

立
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
つ

つ
、
全
国
区
の
競
技
ク
イ
ズ
大

会
で
の
活
躍
も
目
指
し
て
い
ま

す
。
お
試
し
で
の
参
加
も
可
能

で
す
。
ぜ
ひ
活
動
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

医学部クイズ研究会

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

出
演
し
て

出
演
し
て

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

出
演
し
て

出
演
し
て

呼
吸
器
内
科
学
講
座
　
教
授
　
田
　
坂
　
定
　
智

消
化
器
内
科
、
血
液
内
科
、
膠
原
病
内
科
　
助
教
　
速
　
水
　
史
　
郎

　

こ
の
度
、
二
〇
二
三
年
九
月

四
日
放
送
分
か
ら
四
回
に
わ
た

り
Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
で
呼

吸
器
疾
患
の
最
新
情
報
を
お
届

け
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
前
回
二
〇
一
六
年
に
出
演

し
た
際
に
は
肺
炎
な
ど
急
性
疾

患
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
慢
性
呼
吸
器
疾
患
に
つ

い
て
企
画
し
ま
し
た
。
第
一
回

（
九
月
四
日
放
送
）
で
は
私
か

ら
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
）
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
タ
バ
コ
煙

を
主
と
す
る
有
害
物
質
を
長
期

に
吸
入
す
る
こ
と
で
生
じ
る
肺

の
炎
症
性
疾
患
で
、
喫
煙
習
慣

を
背
景
に
中
高
年
に
発
症
す
る

「
肺
の
生
活
習
慣
病
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
喫
煙
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

以
外
に
も
が
ん
や
心
臓
病
な
ど

多
く
の
病
気
の
危
険
因
子
と
な

　

Ａ
Ｔ
Ｖ
青
森
テ
レ
ビ
の
テ
レ

ビ
診
察
室
に
出
演
し
ま
し
た
。

私
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
は

り
ま
す
が
、
青
森
県
は
全
国
で

も
喫
煙
率
が
高
く
、
早
急
な
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

邦
で
は
年
間
一
万
六
千
人
以
上

が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
死
亡
し
て
お

り
、
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
健
康
日
本
（
第
三
次
）
で
も

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
死
亡
率
の
低
下
が
目

標
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
治
療
は
吸
入

気
管
支
拡
張
薬
が
中
心
で
す

が
、
喫
煙
習
慣
が
あ
れ
ば
禁
煙

さ
せ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
他
に
呼
吸
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
重
症
例
に

は
酸
素
療
法
も
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
は
心
疾
患
や

骨
粗
鬆
症
、
抑
う
つ
な
ど
多
彩

な
併
存
症
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

予
防
や
管
理
も
重
要
に
な
り
ま

す
。
第
二
回
（
九
月
十
一
日
放

送
）
で
は
、
當
麻
景
章
診
療
准

教
授
か
ら
肺

非
結
核
性
抗

酸
菌
症
（
肺

Ｎ
Ｔ
Ｍ
症
）

に
つ
い
て
解

説
し
ま
し

た
。
Ｎ
Ｔ
Ｍ

と
は
結
核
菌

群
と
ら
い
菌

を
除
い
た
抗

酸
菌
の
総
称

で
、
肺
Ｎ
Ｔ

Ｍ
症
は
国
内

で
急
速
に
増

加
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
肺

Ｎ
Ｔ
Ｍ
症
の

ほ
と
ん
ど
を

占
め
る
の
が

肺
Ｍ
Ａ
Ｃ
症

で
、
中
高
年

の
女
性
で
増

「
胃
の
内
視
鏡
検
査
」
で
し
た
。

一
般
に
は
胃
カ
メ
ラ
と
呼
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
胃
の
内
視
鏡
検

査
で
す
が
、
正
確

に
は
上
部
消
化
管

内
視
鏡
検
査
と
い

い
ま
す
。
胃
の
み

な
ら
ず
咽
頭
か
ら

食
道
、
胃
を
経
て

十
二
指
腸
ま
で
を

観
察
す
る
検
査
で

す
。
内
視
鏡
検
査

の
最
大
の
利
点
は

粘
膜
の
色
調
や
凹

凸
な
ど
性
状
を
直

接
観
察
し
、
そ
の

場
で
生
検
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
点

で
、
特
に
症
状
が

出
に
く
い
初
期
の

胃
癌
や
食
道
癌
の

早
期
発
見
に
有
効

で
す
。
放
送
で
は

加
傾
向
で
す
。
原
因
菌
で
あ
る

Ｍ
Ａ
Ｃ
は
、
土
壌
や
水
回
り
な

ど
の
環
境
中
に
存
在
し
て
お

り
、
結
核
菌
と
は
異
な
り
、
人

か
ら
人
へ
感
染
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
肺
Ｍ
Ａ
Ｃ
症
の
治

療
は
複
数
の
抗
菌
薬
を
組
み
合

わ
せ
た
化
学
療
法
で
す
が
、
難

治
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
ア
ミ
カ
シ
ン
リ
ポ
ソ
ー
ム

製
剤
の
吸
入
療
法
が
保
険
適
用

に
な
り
、
当
科
で
も
積
極
的
に

導
入
し
て
い
ま
す
。第
三
回（
九

月
十
八
日
放
送
）
は
田
中
寿
志

診
療
講
師
か
ら
肺
癌
の
薬
物
療

法
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し

た
。
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
と

し
て
最
多
で
す
が
、
肺
癌
の
死

亡
率
は
そ
の
中
で
も
高
く
、
年

間
七
万
人
以
上
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
進
行
期
の
肺
癌
に
対

し
て
は
薬
物
療
法
が
選
択
さ
れ

ま
す
が
、
従
来
か
ら
あ
る
殺
細

胞
性
抗
が
ん
剤
に
加
え
て
、
分

子
標
的
薬
や
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
阻
害
薬
が
登
場
し
、
治

療
の
選
択
肢
が
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
薬
剤
の
選
択
に
当
た
っ

て
は
、
が
ん
細
胞
や
組
織
に
生

じ
る
遺
伝
子
の
変
化
を
評
価
し

ま
す
が
、
一
回
の
検
査
で
が
ん

に
関
連
す
る
多
数
の
遺
伝
子
を

同
時
に
調
べ
る
遺
伝
子
プ
ロ

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
検
査
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。第
四
回（
九

月
二
十
五
日
放
送
）
で
は
、
糸

賀
正
道
講
師
（
検
査
部
）
が
気

管
支
喘
息
に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
た
。
喘
息
は
有
病
率
が
五
％

程
度
と
高
い
こ
と
も
あ
り
、
致

死
的
と
思
わ
れ
に
く
い
疾
患
で

す
が
、
現
在
で
も
毎
年
一
千
人

以
上
が
命
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
の
普
及

と
と
も
に
死
亡
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
治
療
へ
の
反
応
が

乏
し
い
難
治
性
喘
息
の
患
者
が

一
定
数
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
難
治
性
喘
息
に
つ
い

て
は
、
そ
の
病
態
形
成
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
好
酸
球

の
強
力
な
活
性
化
因
子
で
あ
る

IL-5

な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
生
物
学
的
製
剤
が
臨
床
応
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
五
種
類

の
生
物
学
的
製
剤
が
使
用
可
能

で
、
当
科
で
も
難
治
性
喘
息
へ

の
使
用
例
を
増
や
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

最
近
話
題
に
な
る
こ
と
の
多
い

四
つ
の
慢
性
呼
吸
器
疾
患
を
取

り
上
げ
ま
し
た
が
、
放
送
に
よ

り
一
般
視
聴
者
の
疾
患
へ
の
理

解
が
深
ま
り
、
早
期
受
診
や
生

活
習
慣
の
改
善
な
ど
に
つ
な
が

れ
ば
幸
い
で
す
。

実
際
の
ス
コ
ー
プ
の
太
さ
や
手

元
の
ア
ン
グ
ル
操
作
に
つ
い
て

概
説
し
、
そ
の
後
上
部
消
化
管

内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
患
者
様

の
立
場
に
立
っ
て
、
実
際
の
検

査
手
順
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。
と
く
に
多
く
の
患
者
様
が

「
検
査
が
つ
ら
い
、
大
変
だ
」

と
考
え
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、

ス
コ
ー
プ
が
挿
入
さ
れ
る
際
の

顎
の
出
し
引
き
や
咽
頭
を
通
過

す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
、
そ
の

後
曖
気
（
げ
っ
ぷ
）
を
な
る
べ

く
我
慢
し
て
速
や
か
で
正
確
な

観
察
が
望
ま
し
い
で
す
。
ま
た

実
際
の
検
査
画
像
を
提
示
し
て

咽
頭
、
食
道
、
胃
、
十
二
指
腸

の
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

解
説
し
、
特
に
逆
流
性
食
道
炎

が
で
き
る
食
道
胃
接
合
部
、
十

二
指
腸
潰
瘍
の
好
発
部
位
で
あ

る
十
二
指
腸
球
部
、
ピ
ロ
リ
菌

感
染
や
早
期
胃
癌
の
有
無
が
重

要
と
な
る
胃
の
観
察
な
ど
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
話
し
ま
し

た
。
次
に
日
常
の
臨
床
で
患
者

様
に
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

事
項
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

し
、
わ
か
ら
な
い
場
合
も
憶
測

で
答
え
て
も
面
白
い
、
新
し
い

こ
と
を
知
る
こ
と
の
よ
ろ
こ

び
、
な
ど
ク
イ
ズ
は
普
遍
的
な

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

一
九
六
〇
年
代
、
ク
イ
ズ
業

界
は
過
渡
期
で
し
た
。
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
不
景
気
を
迎
え
、
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公益社団法人　青森医学振興会
【沿革】平成11年3月1日　　弘前大学医学部医学科後援会鵬桜医学振興会発足（任意団体）
　　　 平成13年4月2日　　社団法人青森医学振興会設立認可
　　　 平成24年4月1日　　公益社団法人青森医学振興会へ移行認定

　当会では、青森県の医学・医療の発展を促進するため、次の事業活動を行っております。
　　　　○医学教育活動の活性化を図るための事業への支援
　　　　○医学・医療の高度化に資する医学研究事業への支援
　　　　○地域医療の振興に寄与する事業への支援
　　　　○海外との学術交流等の活性化を図るための事業への支援

　随時、会員の募集とご寄附を受付しております。
　本会の公益目的事業に対する寄附金（年会費を含む）は、確定申告をしていただくこと
により税制上の優遇措置の対象となります。
　年会費は、下記いずれかの口座へお振込み願います。
　なお、ご入会をご希望される方又はご寄附（年会費を除く）をされる方は、お手数です
が当会までご連絡をお願いいたします。ゆうちょ銀行については、専用の払込用紙を用意
しております。

口座名 公益社団法人　青森医学振興会

口　座
青 森 銀 行　親方町支店　　　普通　1087485　（お願い：振込手数料はご負担願います。）
みちのく銀行　大学病院前支店　普通　0198579　（お願い：振込手数料はご負担願います。）
ゆうちょ銀行　口座記号番号　02200－4－57580　�（専用の払込取扱票を利用の場合は、振

込手数料は無料）

会　費

会員種別 年会費 参考…�ゆうちょ銀行では、専用の払込取扱票をご利用
いただいても、窓口及びATMにおいて現金で払
い込みをする場合には、払込人様が現金利用に
伴う加算料金110円を別途ご負担いただくこと
になりますので、ご注意願います。（口座からの
お支払いをお勧めします。）

医学部教員
医学部卒業生等
賛同する個人
賛同する団体

1万円
2万円
2万円
10万円

お問い合わせ　公益社団法人青森医学振興会事務局
TEL・FAX�0172-40-2872　E-mail�:�info@aomori-mpm.jp

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

出
演
し
て

出
演
し
て

消
化
器
内
科
、
血
液
内
科
、
膠
原
病
内
科
　
講
師
　
立
　
田
　
哲
　
也

　

二
〇
二
三
年
十
月
二
十
九
日

放
送
の
Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室

に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
関
係
者
の
皆
様

へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

テ
ー
マ
で
あ
る
食
道
ア
カ
ラ
シ

ア
は
、
下
部
食
道
括
約
筋
（
Ｌ

Ｅ
Ｓ
）
の
弛
緩
不
全
と
食
道
体

部
の
蠕
動
運
動
障
害
を
認
め
る

食
道
運
動
機
能
障
害
で
す
。
食

事
の
際
の
つ
か
え
感
な
ど
の
症

状
や
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
繰
り
返

す
場
合
も
あ
り
日
常
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま

た
、
食
道
癌
の
リ
ス
ク
が
高
い

こ
と
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
的

確
な
診
断
お
よ
び
治
療
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
診
断
は
、
上
部

人 事 異 動（R5.9.1 ～ R5.11.30）

⃝医学研究科所属
【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R5.10.1 むつ下北地域医療学講座 講師 西崎　史恵 総合臨床研修センター　助教

R5.10.1 小児科学講座 准教授 工藤　耕 小児科　助教

R5.10.1 泌尿器科学講座 教授 畠山　真吾 先進血液浄化療法学講座　准教授

R5.10.1 皮膚科学講座 教授 赤坂　英二郎 皮膚科学講座　講師

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R5.10.1 皮膚科学講座 助手 吉川　未雪 皮膚科　医員

R5.10.1 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座 助教 三橋　友里 つがる総合病院

R5.10.1 総合地域医療推進学講座 助教 片貝　武 弘前総合医療センター

R5.10.1 内分泌代謝内科学講座 教授 藤田　征弘 滋賀医科大学医学部附属病院（糖尿病内分泌内科）

R5.10.1 医学研究科（脳神経外科学講座） 助手 柳谷　啓太 脳神経外科　医員

R5.10.1 脳卒中・血管内科学講座 講師 下田　祐大 下田クリニック

【配置換】
発令日 所　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R5.10.1 救急災害・総合診療医学講座 助手 平井　直樹 集中治療部　助手

【辞職】
発令日 所　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等

R5.9.30 皮膚科学講座 助教 相樂　千尋 皮膚科　医員

R5.9.30 耳鼻咽喉科・頭頚部外科学講座 准教授 佐々木　亮 青森市民病院

R5.9.30 総合地域医療推進学講座 助教 角田　聖英 むつ総合病院

R5.9.30 脳神経外科学講座 助手 藤原　望 青森市民病院

R5.10.31 社会医学講座 助教 KYI　MAR WAI 東京大学医学部

⃝附属病院所属
【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R5.10.1 小児科 講師 津川　浩二 小児科学講座　助教

R5.11.1 脳神経外科 講師 森田　隆弘 脳神経外科　助教

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R5.10.1 循環器内科，腎臓内科 助教 成田　憲紀 つがる総合病院

R5.10.1 整形外科 助教 坂本　祐希子 十和田市立中央病院

R5.10.1 整形外科 助教 古川　正和 八戸市立市民病院

R5.10.1 整形外科 助手 石橋　光 整形外科　医員

R5.10.1 脳神経外科 助手 佐々木　貴夫 十和田市立中央病院

R5.10.1 病理部 助教 木村　相泰 山口大学大学院医学系研究科

R5.10.1 高度救命救急センター 助教 鶴田　覚 青森県立中央病院

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R5.10.1 集中治療部 助教 大山　翼 救急災害医学講座　助教

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等
R5.9.30 消化器外科 ､ 乳腺外科 ､ 甲状腺外科 助手 一戸　大地 青森県立中央病院

R5.9.30 整形外科 助教 山内　翔平 むつ総合病院

R5.9.30 整形外科 助教 市川　奈菜 大館市立総合病院

R5.9.30 整形外科 助教 千葉　紀之 八戸市立市民病院

R5.9.30 脳神経外科 助手 水上　藍 青森県立中央病院

R5.9.30 総合診療部 助教 穐元　崇 社会医療法人博進会南部病院

R5.9.30 高度救命救急センター 助教 佐藤　健太郎 がん研究会有明病院

　

本
号
の
「
学
生
だ
よ
り
」
は

五
頁
に
わ
た
っ
て
い
て
医
学
部

ウ
ォ
ー
カ
ー
始
ま
っ
て
以
来
最

多
の
頁
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
過
去
最
多
と
な
る
十
九

人
の
学
部
学
生
が
、
夏
休
み
に

ハ
ワ
イ
大
学
、
米
軍
三
沢
病

院
、
台
湾
マ
ッ
ケ
イ
病
院
で
そ

れ
ぞ
れ
行
っ
た
研
修
経
験
に
つ

い
て
寄
稿
し
て
く
れ
た
か
ら
で

す
。
過
去
最
多
の
理
由
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
研
修
が
止
ま
っ
た
三

年
間
に
溜
ま
っ
て
い
た
研
修
候

補
者
が
一
斉
に
各
地
に
飛
び

立
っ
た
か
ら
で
す
が
、
編
集
事

務
局
か
ら
の
依
頼
に
全
学
生
が

応
じ
て
く
れ
た
の
は
嬉
し
い
誤

算
で
す
。
寄
稿
数
と
頁
数
は
、

学
生
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
た
研

修
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
喜
び

の
表
れ
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
思
う
存
分

様
々
な
経
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

べ
き
青
春
に
、
海
外
旅
行
は
お

ろ
か
、
県
境
を
越
え
た
移
動
の

禁
止
、
不
要
不
急
の
外
出
の
禁

止
な
ど
で
生
活
を
制
限
さ
れ
る

不
運
に
学
生
た
ち
は
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
渡
航
直
前
で
中
止
に

な
っ
た
研
修
の
「
リ
ベ
ン
ジ
の

気
持
ち
」
と
書
か
れ
た
記
事
も

あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な

け
れ
ば
出
来
な
か
っ
た
経
験
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
学
生
た
ち

が
三
年
間
に
出
来
な
か
っ
た
こ

と
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

十
六
頁
に
は
、
東
医
体
が
四

年
ぶ
り
の
本
格
開
催
と
な
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔

の
学
生
に
比
べ
て
学
ぶ
べ
き
量

が
多
い
現
在
の
学
生
た
ち
で
す

が
、
授
業
中
と
は
違
う
表
情
で

国
内
外
で
様
々
に
活
動
で
き
る

こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

で
少
量
の
水
を
嚥
下
し
て
も
ら

い
、
食
道
蠕
動
や
Ｌ
Ｅ
Ｓ
の
弛

緩
を
評
価
し
ま
す
。
ア
カ
ラ
シ

ア
の
治
療
に
は
内
服
治
療
、
内

視
鏡
的
バ
ル
ー
ン
拡
張
術
、
外

科
手
術
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
昭
和
大
学
江
東
豊
洲
病
院

の
井
上
晴
洋
先
生
が
開
発
し
た

内
視
鏡
下
筋
層
切
開
術
（Per-

oral endoscopic m
yotom

y：

Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
）
は
、
全
身
麻
酔
下

に
内
視
鏡
で
Ｌ
Ｅ
Ｓ
部
分
の
内

輪
筋
を
切
開
す
る
治
療
法
で

す
。
私
は
、
二
〇
一
六
年
度
に

昭
和
大
学
で
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
学

び
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
弘
前

大
学
で
本
治
療
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
患
者
様
六
十
名
以

上
に
対
し
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
施
行
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
が

良
い
経
過
を
た
ど
っ
て
お
り
ま

す
。
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
学
ぶ
機
会
を

い
た
だ
い
た
福
田
学
長
、
当
科

の
皆
様
、
手
術
室
の
使
用
に
関

し
て
ご
配
慮
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
麻
酔
科
の
医
師
の
皆
様
へ

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

た
。
経
口
と
経
鼻
ス
コ
ー
プ
の

違
い
で
す
が
画
質
や
ス
コ
ー
プ

の
操
作
性
に
関
し
て
は
前
者
が

優
れ
て
い
ま
す
し
、
後
者
は
検

査
の
負
担
は
多
く
の
場
合
反
射

の
起
こ
り
や
す
さ
に
左
右
さ
れ

る
た
め
、
楽
に
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
ピ
ロ

リ
菌
の
検
査
や
除
菌
を
保
険
診

療
で
行
う
際
に
は
必
ず
上
部
消

化
管
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
に

一
度
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査

を
受
け
て
い
た
だ
き
、
特
に
胃

に
関
し
て
は
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の

有
無
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
自
身
や
周
囲
の
大
切
な

人
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
を
改
め
て
発
信
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

消
化
管
内
視
鏡
検

査
、
食
道
造
影
検

査
、
高
解
像
度
食

道
内
圧
検
査
に
よ

り
行
い
ま
す
。
内

視
鏡
検
査
で
は
食

道
胃
接
合
部
に
お

い
て
、
胃
側
の
粘

膜
が
観
察
さ
れ
な

い
ロ
ゼ
ッ
タ
兆
候

が
特
徴
で
す
。
食

道
造
影
検
査
で
は

鳥
の
く
ち
ば
し
様

の
所
見
、
食
道
の

拡
張
や
蛇
行
を
認

め
ま
す
。
発
症
初

期
で
は
こ
れ
ら
の

所
見
が
は
っ
き
り

せ
ず
、
非
び
ら
ん

性
胃
食
道
逆
流
症

と
の
鑑
別
が
困
難

な
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
高
解
像
度

食
道
内
圧
検
査
で
は
正
確
に
診

断
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の

検
査
は
カ
テ
ー
テ
ル
を
患
者
さ

ん
の
鼻
か
ら
挿
入
し
、
先
端
を

胃
ま
で
進
め
ま
す
。
そ
の
状
態


